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「ピニャ！」

「ディアボ兄様……どうされたのですか？」

　慌てふためいてやって来る次兄を、ピニャは足を止めて待った。

　いたずらに時間ばかり費やす議会を終えて、元げん老ろう院いん議員達は今後の方策やら意見を互いに語りながら歩いている。その流れに逆らって、突然立ち止まった彼女によって、元老院議事堂跡地の回廊に、はた迷惑な渋滞が発生した。

　かつて天井のあった場所は空に変わり、その空にも星が瞬く頃合いである。

　突然の混雑によって肩をぶつけたり、押し合ったりで、手にした松明たいまつから飛び散った火の粉を浴びた壮年やお年寄りの議員達が、慌てふためいたり、眉を寄せたりしながら、ピニャの傍らをすり抜けていった。

　そんな人の群れの中からピニャを捕まえたディアボは、他人の耳がある廊下を避けて、かつて小部屋があった場所へと連れ込んだ。そこは破壊された議事堂の中でも、比較的損傷が少なくて三方に壁が残っていた。内緒話をするには充分だろう。

「ゾルザルについてお前知っているか？」

「ええ。父上も兄様の立太子を決められ、帝位の継承が明らかとなりました。妾わらわも一安心です。それが何か？」

「あの馬鹿が、何をトチ狂ったのか父上と張り合うつもりだ。この俺にもどっちに付くか旗き幟しを鮮明にしておくよう言い放ちやがった」

　ゾルザルの部屋であった出来事を話して聞かせるディアボ。

　だが、ピニャは次兄の言葉を理解するのに少しばかり時間を必要とした。

「……あの、実に兄様らしからぬ振る舞いですね。皇太子になっていよいよ増長して威張るとか言うなら分かるんですが。そのような賢さかしらな言動はものすごく違和感があります」

「俺もだ……いったいどうなってる？」

「妾に判じようがありましょうか？　それに兄様がいずれ皇帝に成られると言っても、父上の後見・監督を得てのこと。張り合えるはずがありません。いったいどうするつもりなのでしょう」

「当面の間は雌し伏ふくして機を窺うつもりらしいが」

「そのままずうっと雌伏していてはくれないということですね？」

　ディアボは砂を吐き捨てるかのように言った。

「世の中には二種類の馬鹿が居る。一つは、自分が馬鹿であることを知っている、すなわち賢い馬鹿だ。もう一つは、自分を賢いと思っている本物の馬鹿だ。あいつはどうやら後者らしい」

「父上は当面は自分が後見して、自分亡きあとは、ディアボ兄の補佐で帝国を運営していくことを期待している……と、思っていたのですが」

「この俺が、アレの補佐だとっ!?　そんなこと聞いておらぬ。この俺が、なんだってあいつの補佐を引き受けねばならんのだっ！　それならばこの俺が皇帝となっても良かったではないか！　くそっ、父上も早まった真似をっ！」

　怒りに駆られたディアボは、崩れかけた壁を殴りつけた。弱っていた漆しっ喰くいがその衝撃で崩れて埃ほこりが舞い散った。

「兄様。帝位の継承は長子相続こそが説得力を有します。人柄や能力の有無は、普段接する立場にない民たみ草くさには理解できません。兵士達もです。ここで序列を乱して、能力の優劣によって帝位が得られるとなれば、自負心を持つ者なら誰しも『我こそは』と思うもの。そうなれば、国は千ち々ぢに乱れましょう。

　無論例外もあります。それ故に父上も、ぎりぎりまで迷っておられたのです。ですが、この国難の最さ中なか、次子を後継に選んで兄弟が啀いがみ合う事態になれば、いよいよ帝国が危うくなります。それを考えれば、ゾルザル兄様が帝位に就かれたほうがよっぽとマシだと思われませぬか？

　ディアボ兄様は、ゾルザル兄様の背中しか見ておられぬようですが、ディアボ兄様の背中を見ている者は、この宮廷には大勢いるのですよ」

　ディアボは、妹の理路整然とした物言いに驚いた。いつの間にここまで成長したのだろう。その言葉には相当の説得力があった。

　ディアボは、兄と自分を比較して、実務能力も見識においても優れていると思うからこそ、自分が次期皇帝たらんと頑張ってきたのである。が、もし能力という物差しだけで次期皇帝を決めてもよいのであれば、自分の叔父や妹や弟達も競争相手となってしまうことを忘れていたのである。

　そのことに気付いて見ると、この目の前に立っている妹はどうだろうか？

　ゾルザルはこの妹を敵と親しすぎるという理由で競争相手と見なさなかった。彼女が所有する人脈を、利用することだけを考えていた。が、ディアボは逆に、敵国の軍事力とピニャの結びつきが恐ろしくなった。自分ならとっくの昔にその立場を利用しているからだ。

　思わず背筋が寒くなった。

　ピニャこそが、最も帝位に近い立場にいるということをディアボはこの時、はっきりと意識したのである。

　自分に都合の良い王族を王に立てて、同盟関係を結ぶということは帝国もよくやってきたことだ。軍事において圧倒的な日本という国は、今それをできる立場にあった。そして皇帝たる父が、そのことに気付いてない筈はずがない。

　ディアボは皇帝の思考を推おし量る。推し量ろうとした。

　あまりにも材料が少ないが、ピニャという存在を加味すると、ことさらこの時期にゾルザルを皇太子に立てたことで皇帝が描こうとしている将来の図ず絵えがぼんやりとだが見えてきたような気がしたのだ。

　日本という敵はお人好し。まともに戦わなければよい……。

　その皇帝の言は、日本は利用しやすいという意味ではなかろうか？　民を愛し、義に篤あつく、信に過ぎる。そんな敵を利用するにはどうしたらいい？　ちがう、敵だった者すら味方にするにはどうしたらいいか？

　それは、日本対帝国という対立の構図を変えてしまえばよいのだ。

　どうやって？　その鍵となる者……………………………それがピニャだ。

　帝国内において、どうにかしてピニャと皇太子ゾルザルが反目し合う政治状況を作る。

　一番良いのは、ゾルザルが軍事的な暴発を起こして日本との戦争を激化させることだ。ゾルザルに戦争を主導する役割を担わせる。そのためには一時的にでも軍事的な優勢か、優勢と錯覚させるような混乱した状況が必要となるだろう。これは政治とは別の技術的な問題なのであとで詰めることにして……。

　もし、この構図が成り立つなら戦争を終わらせることを大義名分としたピニャと日本の共闘は容易に成立する。日本の力でゾルザルを廃して、ピニャが帝位に就くという目もあり得るわけだ。

　こうなればそれまで敵だったはずの日本は、ピニャ＝帝国の同盟者だ。これによって日本は帝国の覇権を支える後ろ盾となり、さらに帝国はその進んだ文もん物もつを他国に先んじて吸収することもできる立場となるわけだ。退位することで責任をとった父は、その玉座をめぐる争いとは無縁の立場となる。ある意味、ゾルザルを生いけ贄にえとすることで、自分を安全なところに置くことが出来るわけだ。

　ピニャのことだ、帝位に就いたとしても父を蔑ないがしろにするようなことはしまい。というより国政に携わる人材を自前でそろえられないピニャは、兎とにも角かくにも父の息のかかった者を用いざるを得ないのだ。つまり、裏で操ることが可能なのである。

「う～む」

　こうして冷静に考えてみれば、ゾルザルの語った「退位した皇帝対現役の皇帝たるゾルザル」という対立の図式よりも、ピニャを隠し玉として日本という敵を味方としてしまう皇帝の絵図のほうが、遥はるかに現実的に思えた。

　ゾルザルには父と競っていく意思はあっても、それを現実にしていく構想力で一歩も二歩も劣っている。さらに、構想を具体化していく現実的な『力』にも欠けているのだ。

　ディアボは、兄のはったりにも似た詐術から目が醒めたような気がして、ホッとした。

　こうなればゾルザルに味方することは、大変に危険なことである。かといって皇帝に味方したとしても、ディアボには生きる目がない……。精々、父の傀かい儡らいたるピニャの補佐をするだけの一生に成り果ててしまうだろう。

　帝位を狙うディアボとしては、さらに考えるべきは、ピニャの立場に自分が割り込むにはどうしたらいいかであった。それには、とにもかくにも日本と縁を結ばなくては成らないが、その点でもディアボは大きな後れを取っている。

　ディアボは考える。

　皇帝の構想を真似てみては……と。

　皇帝は、ゾルザルと自身の対立という単純な図式を、ピニャと組んだ日本という第三勢力を持ち込むことで、自分を天秤の支点とすることを試みている。

　と、すればディアボに出来ることは、第四の勢力を構成することだ。そして状況に対するキャスティングボートを握ることで後継者争いの先頭に躍り出るしかない。

　問題は何を味方とするかである。

　諸外国や諸侯を糾合するというのも一手だ。勿論、皇位の座をめぐる争いに加わるには、帝国軍と互角な勝負に持ち込めるくらいの力は欲しい。もし、こちらに無いのなら、日本の国内、あるいは日本という国の外はどうだろうか。そういった力を持つ勢力はないのか？

「………………？　兄様、また考えすぎておられるのでは？」

　これだけの沈思黙考を続けていれば、誰もが変に思う。

「ゾルザルの兄様は考え無しなので困りますが、ディアボ兄様は考え過ぎるところがありますね」

　ピニャの呆れたような視線に気付いて、ディアボは自分の後ろ暗い思考を誤魔化すためか、あるいは考え過ぎる性格に対する非難を糊こ塗とするためなのか、ことさら言い放った。

「いったい誰だ!?　あのゾルザルをホントの大馬鹿に仕立て上げたのは」

「そんなに、馬鹿、馬鹿と貶けなさずとも……それに、ゾルザル兄様も、本当にそれだけの力をお持ちで、これまで韜とう晦かいしてこられたのかもしれませんよ」

「あり得ない！　あれは馬鹿だ。だってそうだろう。皇帝たる父を恐れて、頭角を隠してきたのなら、父が亡くなるまで隠し続けているべきだ。それをこのような時期に暴露するなんて馬鹿でしかあり得ない」

「あの、兄上。いささか口が過ぎるのでは？　立太子された嬉しさに、自分を抑えきれなかっただけかも知れませんし」

「だってホントに馬鹿なんだもんっ、しょうがないじゃないかっ!!　俺たちが思っていたような小馬鹿だったら、まだマシなんだよっ!!

　それが身を守るために小馬鹿を演じているつもりで馬鹿に磨きをかけて、しかも、本当の自分は天才なんだと勘違いするぐらいの大馬鹿になっちまったんだ、あいつはっ!!

　いいかピニャ。大馬鹿は恐いぞ。なまじ変なところで小知恵がまわるから始末に負えないんだっ!!　小商売で成功して、大商売でずっこける大馬鹿商人が世に尽きぬように、あるいは天才とアレが紙一重なのと同じでな。大馬鹿はまわりを巻き込んで盛大に破滅してくれるんだ。

　もう彼奴あいつのことはいい。問題はピニャ、お前だ。お前も少しはこれからのことを考えておけよ」

　最後のそれは、これからお前を中心にこの帝国が動いていくことになるかも知れないという警告であった。この帝国をどうするのか何の見識も持っていないようなら、後ろに立っている者（自分も含めて）がお前の背中を見ることになるぞ、という宣告でもある。

「妾なら、とうの昔に考えておりますが」

「そ、そうか？　やはりな、そうでなくてはならぬ」

　やはり帝位もその視野に入れていたようだ。油断のならない妹である。だが……勝負は最後まで分からないものだ。負けるものかとディアボは拳を握った。ところがピニャの答えは、ディアボが予想したものの斜め上を行っていた。

「妾は、芸術の擁護者となります」

　まるで自分の立場を理解していなかったのである。
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　テューレは、自らの首にかけられた革製の首輪をいまいましそうにむしり取って投げ捨てると、狭苦しい私室の、きしみを立てるほどの粗末な寝台に倒れ込むように身体を投げ出し、俯うつぶせに横たわった。

　二の腕や首には、痣あざや真新しい歯形痕あとが残っていた。ごしごしと指で擦ってみても肌からその痕跡が消えることはない。擦ったところで消えることがないことは分かっているが、擦らずにはいられない。そんな心境であった。

「……………」

　小さなため息を一つ。すると寝台の下からくぐもった嗄しわがれ声が聞こえた。

「テューレ様。ボウロでございまする」

　横たわったまま、まるで寝言のように応じるテューレ。

「なに？」

「アルヌスへ送り込んだ手の者からの報告が参っておりまする」

「そう。そこに置いておいて、後で読むから」

　何もかも忠節故とは思って感謝こそするが、今は疲れ果てている。こんな時はどのような親しい者であっても他人の存在は疎ましく感じるものだ。

　報告を届けるだけなら用件も終わったことだし、これでボウロも去るだろうと期待する。だが、テューレの忠臣は立ち去らなかった。

「テューレ様。ゾルザルが皇太子となれば、いよいよ帝国も終わりでございますな」

　思わず無音の舌打ちをするテューレ。見えないことを良いことに、眉根を寄せて唇を噛んだ。さっさと立ち去れという言葉が、喉元まで上がってくる。だが、ボウロは彼女にとって唯一無二の臣下であった。ボウロなくしては、自由のないテューレはゾルザルの籠かごの鳥とりでしかないのである。だから、あまり強い拒絶も出来なかった。

　この醜しこ男おは報酬を求めているのだ。忠節に報いるのに報酬は当然のこと、であるが……テューレはうんざりとした気分になる。ゾルザルに続いて、この男にまで。

　テューレは頭を抱えつつも、寝返りをうつように俯せから仰向けになると、ベッドの淵から片足を落とした。

　やがて、水の滴り跳ねるような音とともに、足をナメクジの這いずるような感触が伝わってくる。唇を噛んで不快感を堪えつつ、テューレは、気を逸らすように言った。

「アレを煽おだて上げて、自信過剰にまで追い込むのにも苦労したのよ」

　貴方は偉大な人、本当はできるのに他人は貴方を評価しない。それは天才を凡人は理解できないから。言いたい人には言わせておきなさい。貴方のことは私が存じています。

　貴方は力強くて凛り々りしい。その颯爽とした振る舞いに人々は目を惹かれます。貴方が、いえ、貴方だけが真に正しいのです。

　貴方は素晴らしい。貴方の発想は斬新すぎるのです。凡俗には理解できません。

　天才は、凡人のようにあらねばならぬ理由はありません。したいようになさってください、それが正しい答えです。

　皇帝は貴方を恐れています。だから、立太子しないのではなく、できないのです。皇帝は恐ろしい人、貴方の慕っていた義兄を殺しました。その恐ろしい人物が恐れるのだから、貴方はやはり素晴らしいのです。義兄のように殺されないためにもここは雌伏すべきです。才能を隠すのです。能力を隠すのです。無能を演じるのです。今の貴方は無能を演じているだけなのです。

　テューレが甘い吐息と共に、彼の耳に注ぎ込んだ蜂蜜漬けの言葉は、ゾルザルの魂を確実に捕らえて太らせた。

　彼女の語った耳心地のよい嘘を信じ、それを基盤としてさらなる嘘を信じ、それを信じるために自らに嘘を塗り重ねていく。ここまで来ると、本人は微塵も疑わずに信じ切っている。もとよりあった根拠のない自負心と自尊心がより膨れあがり、他人から吹き込まれた考えすら、自分の発想と錯覚する。それどころか、他人が自分の考えを盗んだとすら考えるようになってしまった。

「お人好しの異世界の軍など恐れるに足らない」、そんな皇帝の言葉が耳に入った途端、「俺のアイデアを我がもののように言いやがって」と考えているのだ。

「でも、油断しては駄目よ。講和は何としても潰さないと。何としても戦争を続けさせるの。火に油を注ぐの。この地上のヒト種が憎しみ合って、罵り合って、殺し合い、奪い合い、破壊し合って帝国が滅んで、王国が滅んで、街が滅び、村が滅び、ヒト種がこの地上から消えていくまで、決して手をゆるめては駄目。そうして初めて、私の復讐は完遂されるのよ」

「ならば良い考えがございまする。ニホン人奴隷を始末いたしまする。たかが一人二人の同胞が奴隷となっていたと知っただけで、元老院を破壊するくらいなのですから、残りの者が殺されてしまったと聞けば、大いに理性を失うこと請け合いでございまする」

「たかが、一人二人の同胞が奴隷になっていただけで、怒り狂って攻めて来た」のくだりはテューレの胸中にあった正体不明の苛立ちを怒りへと変えた。

　自分の時には誰も助けに来てくれなかったというのにっ！

　誰も助けてくれなかった。誰も同情してくれなかった。

　誰も自分のことを案じてくれなかった。

　しかも、生き残った仲間は、自分が一族を裏切ったという嘘を信じて、この身をつけ狙ってすらいると聞く。

　それだけは、絶対に許せなかった。

　自分は故郷を守るために自らを犠牲にしたのだ。なのに誰も、何も返してくれない、愛してくれないなどという理不尽は、断じて許せなかったのだ。そして、その怒りは同じ境遇にあったにもかかわらず、救いの手が差し伸べられたノリコへも波及する。

「甘いわね。とっても甘い。私たちが手を下しては駄目。帝室の者に手を下させる方法を考えなさい。できればピニャがいいわ。でも、無理ならディアボでもいい。どちらかにノリコを殺させるの。そうすればニホンと帝国、そして元老院と帝室の関係も最悪となるでしょう。戦争は続く。果てしなく続くわ。戦争が大きくなる。ヒト種が殺し合って大地は骸むくろで覆われる。父と母と弟と一族の故郷を亡ぼしたゾルザルも、帝国も、何もかもが滅びるの。それは私にとって、大いなる喜びなのよ。そうすればボウロ、私はお前の望みを叶えましょう」

　テューレの腿ももにまで舌を這わせていた豚と犬をかけ合わせたような醜い男が、瞳を輝かせてその表情を歪めた。笑ったのだろう。

「かしこまりましたテューレ様。乏しい智ち慧えを絞ってみます。ですからお約束、なにとぞお忘れ無く。いひひひひ」
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　アメリカ、カナダ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、ロシア、中国、そして日本の外相の集まる会議の場で、嘉か納のう太た郎ろうは耳につけたインカムにふさがれた耳の穴が蒸れるのを、じゅくじゅくと痛いた痒がゆく感じていた。

　通訳の声が流れるインカムを外して、何度か外耳道の空気を入れ換えようと試みる。だが生しょう来らいの熱しやすい体質に加えて、交わされるやりとりの内容が彼の情緒を強く刺激するようなものであったために、いささか体温が上がり気味なのだ。それを抑えるのにも、理性の総動員が必要だった。

　嘉納はため息を一つつくと、斜め前方に座るロシアのウラジミール外相に向けて語った。

「そのような要求は到底受け容れかねる。銀座と言えば、我が国の政治経済の中枢、首都東京である。そこに武装した外国の軍隊を無条件で受け容れるなど、どうして出来ようか。まして我が国は貴国ロシアを信用できない。グルジアの南オセチア州でなされた極悪非道の侵略行為はつい最近の出来事である」

　通訳が嘉納の日本語をロシア語に翻訳するのに、若干のタイムラグが生じる。この間に、嘉納は机の上に置かれたミネラルウォーターを口に含んで一息ついた。顔色を変えたウラジミールが、嘉納に向かって強い口調で何か言い始めたが、ロシア語など分からない嘉納は、それが日本語に翻訳されるのを素知らぬ顔で待つだけである。

　通訳の翻訳は以下のようなものであった。

「そのような悪意に満ちた誹謗を我が国は受け容れるわけにはいきません。南オセチアにおける我が国の軍事行動はあくまでも自国民保護を目的としたものであり、非難されるべきは、民族浄化を図ろうとしたグルジア側にあります。我が国の軍事力の行使はあくまでも適正なものであり、何一つ非難されるようなものはないのです」

　嘉納は「わらっちまうぜ」と肩を竦すくめながら、隣の外務次官へと一旦視線を向けた。外務次官は、この表舞台とは別の場……すなわち裏で為される影の交渉（別名「テーブル下の交渉」）の結果、アメリカ、イギリス、ドイツの賛同を得たことの報告を得て嘉納にメモを示した。

　メモには「概おおむね賛同を得る。条件次第」と書いてあった。

「俺が見たのは、報道関係者に向かって銃をぶっぱなすロシア兵の映像とか、そんなんばっかりだったぜ……」

　通訳が嘉納のべらんめぇ口調をどのように翻訳したのかは分からないが、相当に刺激的な意訳だったらしい。

　ウラジミールはテーブルを拳で叩くと、顔を真っ赤にして腰を上げた。

「それは西側報道機関の捏造です！」

「現場生中継を捏ねつ造ぞうとはちゃんちゃらおかしくて嗤わらえるねぇ。後々になって出してきたロシア側の新証拠とやらの方が捏造だろうに。いずれにせよ、我が国は貴国を信用できない。よって、ロシア側の要求は断固拒否する」

　ロシアの外務大臣は、握り拳を作ったまま他国の大臣の顔を見渡した。

　この主要国外相会議は、経済や政治上の様々な問題を検討するために設けられた。当然、日本国の東京に忽こつ然ぜんと現れた『門』という現象も議題に上のぼった。

　それは日本国内で起きた出来事であるが故に、本来は日本だけの問題であった。そして『門』は日本だけの物のはず。

　だが、その『門』が多大なる利益をもたらすことが分かると、『門』がもたらした負の利益、戦災のことは忘れ去られて利益ばかりが注目を浴びたのである。

　各国の要求は、すなわち「独り占めするな、こっちにも寄越せ」というものであった。

『門』に多大な興味を示しているのはここに集まった八カ国ばかりではない。韓国、インド、台湾、ブラジル、メキシコ、オーストラリア、シンガポール等々、新興の国々がそろっている。

　首相の森田はこうした国々の国際圧力に屈する形で、大幅な譲歩を決断したのである。

　もちろん譲ってばかりというわけにはいかない。日本には日本が求めるべき国益というものがある。人の家に欲しいものがあるからといって、土足でずかずかと上がって良いはずがない。言うべきは言い、突っぱねるべきは突っぱねなければならない。

　閣議における嘉納や夏目の主張が取り入れられ、総論において受け容れても、各論において非常に強い制限を加えていくという方針が定められたのである。

　こうして『門』の利用や、日本が他国を受け容れるための枠組みづくりが、ここに集まった八カ国で取り決められようとしていた。

　今度は中国の外相が発言を始めた。

「我が国は、日本国が特地において、かつての帝国陸軍のような蛮行を行っていることを危惧しています。東京の治安や安全を脅かそうという意図はないので是非信用していただきたい。我々が求めるのは特地に立ち入り、日本軍の活動を監視し、我が国の権益を守るための最低限の戦力を受け容れていただくことだけである。あまりにも頑なに拒絶する態度は、何か人に見られたくないような行為をしているのではないかという疑念が生じるので注意していただきたい」

　嘉納は、似たようなことを韓国の大使が言っていたことを思い出した。

「安心していただきたい。日本国は第二次世界大戦に敗戦して以来、民主主義の国家となっている。ウイグルやチベットで某国が行っているような武力弾圧とか虐殺とかは一切していない。実際、我が国の野党が現地の住民を国会に招致して意見を求めたが、自衛隊の行動の適正さを証言してくれたくらいである。それでも疑わしい、どうしても見に来たいというのであれば、受け容れることも吝やぶさかではないが、当然のことながら条件がある」

　続く言葉を各国の外務大臣達は身を乗り出して待った。

「まず『門』が東京にある以上、特地に入るには必ず東京を通過しなければならない。だが、一国の政治経済の中枢に、他国の軍事力を受け容れさせるという非常識をこの外相会議が強いる以上、以下の条件が認められなければならない。

　それは、日本国領土内を通過する段階では、各国の軍隊、それに所属する兵士は、我が国の法に従わなければならないということである。我が国は武器管理においては厳重な法の規制下にあり、銃砲火器刀剣等の携行は絶対に認められない。

　これらの装備を特地まで輸送するに当たっては、分解し、完全に梱包し、弾薬なども我が国の爆発物取り扱い等の法に従って移送されなければならない。またこれらの輸送も、我が国の法に従って粛々と為されなければならない。則ち交通ルールを守れということだ。

　守られなければ当然、我が国の法に従って、刑罰を受けることとなる。また、これらの条件が適切に為されていることを確認するために、荷物等の検査も当然ながら受けていただく。これの拒絶もまた、ペナルティの対象となる。

　もし万が一、外国の兵が、武装して『門』を出て銀座の土を踏んだら、我が国の法を犯した者として、その理由の如何を問わず、当該将兵はその場で射殺され、車両等は撃破される。また、その兵の所属する国家は、不法行為に対する賠償として兵士一人あたり米貨にて百万ドルの罰金を支払っていただく。さらに我が国の建物や施設財産等を損壊させた場合も、それに見合った額を加えて支払っていただく。

　なお、これらの金員は、あらかじめ保証金として我が国に預けていただく……従って、特地へ派遣する兵の人数に応じた保証金を積んでいただくということである。十人なら一千万ドル、百人なら一億ドルということである」

　もう、この段階で各国の外務大臣の顔は真っ青だった。

　日米安全保障条約があるアメリカの外相だけは、苦笑いしている。米兵が武装したまま日本国内を移動することは、条約で認められているから、これらの条件はほぼクリアされるのである。問題は保証金だが、日米の関係においては、返還させることが決まっている限り何の心配もない。さらに、『門』から得られる利益はこれを度外視できるほどに大きいと試算されているのだ。

　またイギリス、ドイツも、顔色を青くしながらも、次官とひそひそと何やらメモをやりとりしながら検討していた。

　実は、両国とも大昔のようなやり方で特地に領土や権益を広げる意図を放棄していたからだ。両国ともアメリカ同様に、小さな『門』しか補給路のない特地に、大軍を派遣することの危険性に気付いたのである。従って、日本を応援して分け前を貰うという方針に切り替えていた。

　そうなると必要な戦力は形ばかりの監視と、特地の情報収集に必要な少人数でよいことになる。その程度なら両国とも保証金は問題にならないと考えたのである。

　カナダやイタリアは、何やら補佐官とひそひそとやって、本国と連絡を取り合っている様子が見受けられる。これも机の下の交渉が進んでいて、各論の問題で交渉になっても、総論では受け容れることになるだろう。

　問題は、現代にもなお海外植民地を有するフランス、武力侵略もへっちゃらなロシア、領土領海の拡張と異民族の武力弾圧に余念のない中国であった。これらの三国は、日本の要求に対して苦い顔をして首を振った。

　これらの国は、百年ほど昔になされたような、植民地的な権益を狙って特地に対する軍事力の大量投入を考えていたのである。

　補給物資等の輸送の問題についても、フランスにはそれなりの考えがあるようだが、中国やロシアは自国と日本が近いこともあって、さほど輸送距離もなく、さらに自国で普段当たり前にやるようなノリで軍事優先が通じると思い込んでいるのだ。そのために日本の道路事情の特殊性に考えが至っていない。

　さらに中国は、増えすぎた人口を、特地に移民させるという荒あら業わざを考えていた。

　自国民を移住させて、自国民保護を理由として軍事的に支配していくやり方だ。しかし、これだと送り込む人数に応じて保証金を積めという日本の要求には、当然のことながら頷くことは出来ない。

「我が国が、日本国の経済や政治に悪影響を及ぼすような行為をするはずがありません。従って、このような過剰の保証金は不必要だと思われます。それに、兵士が武装したまま『門』から東京に出たというだけで、その場で死刑とはあまりにも野蛮なことです。どうぞ、再考していただきたい」

　嘉納は、フランス外相の言葉に対してこう答えた。

「嫌だ」

　何を言われたのか分からないのか、フランス外相は目をパチクリとさせている。

「なんと言われましたか？」

「お断りすると申し上げた。これらの巨額の保証金は、過剰な戦力を入れることを防ぐためだからである。我が国は特地の秩序を乱したくない。特に、現在は特地内の『武装勢力』と非常にデリケートな交渉の真っ最中であり、これをいたずらに混乱させれば、終わる戦争も終わらなくなってしまうおそれがある。また、フランスは我が国の政治・経済の中枢を混乱させたり、攻撃したりするおつもりか？」

「そんなことあろうはずがありません」

「『門』を越えてフランス兵が銀座に出て来るおそれは絶対にないと言い切れるか？」

「無論」

　ならば、問題ないでしょうと嘉納は大きく切り出した。

「フランス兵が銀座に武装したまま出て来ることなど絶対にないと言われるのであれば、多少重めのペナルティを決めておいたところで心配する必要はない。誰も罰されるような事は起きないのだから。そうでしょう？　それとも誰か罪を犯す予定がおありですか？」

　嘉納のこの言葉を最後に、この日の会議は終了することとなった。





　　　　＊　　＊






　一方、世界の思惑や水面下の動きを余所に、伊丹いたみはアルヌスの街をうろうろとしていた。

　嫌な予感がした。

　ものすごく嫌な予感がしたのである。

　柳やなぎ田だの言った金髪エルフと言えば、このアルヌスではテュカしかいない。

　伊丹はテュカが嫌いではない。いや、どちらかというと好きな部類に入る。……正直に言えば非常に好みである。

　見栄えだけ取り上げてみても、彼女の魅力を数え上げるのに苦労を要しない。美しい顔立ちに、透き通る蜂蜜のような髪、そして温もりを感じさせる肌に包まれた、ほっそりとした肢体等々。フィギュアにして飾っておきたいくらいだ。

　その碧あおい瞳は、伊丹には見えない精霊の類を見通す力があって神秘的ですらある。

　もし彼女が何も抱えていなければ、もっと積極的に話をしたいと思ったろうし、もっと関わりたいと思ったろう。だが、伊丹は彼女との間に越えられない壁の存在を感じて、それが出来なかったのだ。

　その壁とは、彼女が精神に大きな爆弾を抱えていたことであった。

「金髪エルフのところに行ってみな」

　柳田の嫌な表情。そしてその言葉の響き。

　どうしたって、いつ炸裂するか分からない不発弾を抱える彼女の精神のことを思ってしまう。

　これまで伊丹がしてきたことは、その不発弾を炸裂させないように、不用意な衝撃を与えないようにすることだけだった。

　それしか出来なかったというのもあるが、一度、彼女の心が平衡を欠けば何が起こるか分からなかったからである。

　否、逆か。

　何が起こるか予想が出来るからこそ、それを見たくなかったのである。見たくないから目を背けていたのである。




　柳田と別れた後、伊丹は部下と別れると街の居住区、仮設住宅の並ぶ区画あたりで、うろうろしていた。

　テュカの様子は見に行かなければならない。だが、もし自分が恐れていた事態が起こっていたとしたら、と思うとどうにも近付けないのだ。そんな葛藤の間で揺れ動いて、四し半はん時ときほど行ったり来たりしている。まるでストーカーのようであった。

　女性の部屋の近くでそんな挙動不審なことをすれば、当然のことながら怪しまれてしかるべきものだ。が、アルヌスの協同生活組合の子ども達やお年寄り達は、伊丹の人となりをよく知っていた。だから、怪しむよりは気軽に声をかけてくる。

「イタミのおじさん。こんばんは……どうしたの？」

　それはレレイよりも二つ三つ下の男の子だった。

　洗浄した翼竜の鱗を入れた箱を抱えているところを見ると、こんな夜遅くまで作業をしていたようだ。

　組合がここまで大きくなって、使用人の数も増えたというのに、コダ村の住民は働き者ばかりで現場から離れない。立場にあぐらをかかないのだ。人を雇っているという意識がないのかも知れない。

　どんどん増えていく従業員を見る目が、新しく村の人が増えた……ぐらいの感覚で、もちろん仕事の仕方や働き方には注文をつけるけれど、大抵は率先垂範。なので従業員達はボスの目を盗んでサボるということも出来ないでいる。って言うか、子どもが一生懸命働いていて給料をもらっている自分達が怠けていたら、不味いだろ大人として……と思わせてしまうのだ。

　さらに彼らは、とても純朴なので、自分に出来ないことをする専門家、例えば傭兵とか、営業とか、大工仕事といった技能を必要とする仕事をする者には、ちゃんと敬意を払うのだ。「これは、こうすると、うまく行くんだよ」「へぇ、おじさん、すご～い」という感じである。これで、働く気になれない輩がいたら、相当なへそ曲がりだ。

　こんなところが、ここが『天国』とか『良い職場』扱いされる理由かも知れない。それでいて、経理などの要の部分は、レレイとか、テュカとか、ロゥリィとか、カトーがしっかりと掌握しているので、舐められるということもない。しかも自衛隊の目も光っている。

　かつて釣り銭勘定をごまかすことを試みたとある不真面目な従業員は、暗算という恐るべき技術を有する日本の兵隊（特地では普通、暗算が出来るような者は、同じ軍隊でももっと良い仕事をしているものだ）に看かん破ぱされて、大いに冷や汗を掻いたらしい。

　ちなみにその男は、お金を扱う職場から配置転換された上に、ダークエルフの女性に対する婦女暴行未遂事件を引き起こしたので解雇されて、イタリカへと身柄を送検されている。

　そんなわけで、少年が足を止めると一緒に働いていたコムノーコ（小人族の一種）の男性があわてふためいてやってきて「あ、ぼっちゃん。私が運んでおきますよ」と鱗の箱を受け取って倉庫へと運んでいく。おかげで手の空いた少年は、伊丹の元へやってきて、先ほどと同じく「どうしたの？」という質問を揶揄するような表情で繰り返した。

「いや、ちょっとな」

「もしかして、夜よ這ばいとか？」

　なんともまぁ、ませた子である。だがレレイの二つ下なら十三歳。大人の間で育った子供ならこれくらいのことは口にしても変ではないかも知れない。こういう場合、普通の大人なら叱ったりするんだろうか？　放っておくのだろうか？

　伊丹の場合は、どこでそんな言葉を覚えたんだろうと思いつつもそれ以外は何とも思わず、ただ「違うよ」と否定する。その上で「そういうことは、思っても口にするなよ。変な噂で傷つくのは女性なんだからな」と、しっかりと言い含めるのである。

「言って回ったりなんかしないよ。ただ、聖下ロゥリィの部屋なら裏手だし、レレイ姉さんの部屋なら向こうだから、もしかしてテュカさんにまで手を出そうとしてるのかなぁ、とか思っちゃったんだ」

「おいおい、レレイに手を出したら犯罪だぞ。日本には、児童福祉法とか、青少年育成条例というのがあるんだ。それと、テュカに用があって来たのは確かだが、夜這いとは違う」

　ロゥリィのことをあえて言わないのは、年齢的には条件がクリアされているからだ。とはいっても、手を出した訳でもないのにレレイには既に手をつけた、と思われているのも心外なので、その点についても充分に抗議しておいた。

　すると少年は、わずかに首を傾げた。

「……………………おじさん、もしかして、三日夜のならわしって言葉を知らない？」

「なんだそれ？」

「…………………………………………………駄目だ、こりゃ。もう、し～らなぃっと」

　ぷぃと背中を向けて去っていく少年に、お前は、故いかりや長介氏か？　と思いつつも、伊丹は彼が呆れている理由には気を留めなかった。どちらかというと、少年に声をかけられたことでテュカの部屋へ赴おもむく決心がいよいよ固まって、そのことばっかりに気を取られていたからである。




　テュカの部屋のドアをノックする。

　返事を待つ間、仮設住宅のドアの前で見たくない光景を想像してしまった。

　浮かんでくるのは、かつての母の姿だ。青い顔をして髪を振り乱し、壁にゴツ、ゴツと額を打ち続けているその姿は、まるで幽鬼のように思え、見た瞬間に背筋が凍ったものである。

「生きてるのよ」「そう。生きてるの」「死んだりしてない」「生きてる」「だって、何もなかったもの」「だって殺さなきゃいけないようなこと、何もなかったもの」「そうよ何もなかったのよ」「でも、いないの」「いないのよ」「どこにいるの？」「あの人を探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」「探さなきゃ」

　恐い想像を振り払うように頭を振る。

　寒さなどまったく感じてないはずなのに、全身が総毛立っていた。

　しばらく待つと、戸が内側から開いた。

「よお、テュ……」

　テュカへ挨拶するつもりが、伊丹を出迎えたのはレレイであった。ランプの灯された室内には、黒ゴスのロゥリィの姿もある。

「入って……」

　表情の乏しいレレイの声には、まるで何かを周囲に知られることを恐れるような響きがあって、伊丹も素早く対応した。

　すぐに室内に入って、後ろ手で戸を閉じる。

　すると、都合三人分の視線が伊丹を迎えた。

　一人は、ロゥリィ。緊張で強ばっていた表情が伊丹の姿を見て、わずかに緩む。

　一人は、レレイだ。見ているこちらが不安になるほどに無表情だ。

　そして最後の一人が、テュカだった。

　木製の寝台に腰掛け、髪を振り乱して何かに怯え、恐れ、憔しょう悴すいしていた表情が、伊丹を見た途端に明るい笑顔に変わる。目を涙で潤ませておもむろに立ち上がると伊丹に体当たりするかのように駆け寄って、全身で掻き抱くようにしてしがみついて来た。

















　伊丹に抱きついて、テュカはロゥリィとレレイの二人に言い放った。

「ほら、見なさい。帰ってきたじゃない」

「……………」

「……………」

　ロゥリィの痛ましそうな表情、レレイの情緒を含まない無機的な視線がテュカを経由して再び伊丹へと集まった。

　伊丹は、何が起きているのかと困惑して、「何が、どうなっている？」と説明を求めようとした。だがそれよりも早くテュカが言う。

「二人とも、いくら冗談でも言って良いことと悪いことがあるのよ。いくら二人でも度が過ぎると怒るんだからね。それに……あの嘘つきダークエルフっ！　あとで絶対にとっちめてやるんだからっ！　街から追い出してやるっ！」

　伊丹を抱きしめる力がちょっとばかり増す。どうやらテュカは大いに憤っているようであった。伊丹は、恐る恐る尋ねてみることにした。

「な、なぁ、テュカ。いったい何があったんだ？」

「聞いてよ。二人とも、父さんが死んだなんて言うのよ。もう、笑っちゃうわ」

「父さんが、亡くなった？」

　伊丹は追加説明を求めてテュカからロゥリィとレレイに視線を向けた。だがロゥリィは痛ましそうに視線を背けるだけ。レレイもじっと伊丹へ視線を注いで、成り行きを見守っているだけだ。

「そうよ。でも二人は悪くないの。悪いのは、あのダークエルフなんだわ」

「ダークエルフって？」

「知らないの？　もう街中で有名よ。故郷の集落を助けてくれって、緑の人に助けを求めに来たのよ。でも、自衛隊の人に断られ続けて……あたしたちも同情したから、とりあえず寝るところくらいは提供したんだけど、とんでもない恩知らず。何が気に入らないのか、いきなり父さんが炎龍に殺された。死んだと認めろ。認めて敵かたき討うちをしろっ、緑の人に助太刀を頼めって言いだして。失礼しちゃうわよ」

「……敵討ち？」

「そう。いくら助太刀が欲しいからって、嘘をついてまでって呆れちゃうでしょ？」

「嘘なのか？」

「だって、父さんが死んだなんて。炎龍に喰い殺されたなんて、馬鹿みたいじゃない。こうして生きてるんだから。そうでしょ？　父さん!?」

　テュカの紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうは伊丹を見て「父さん」と呼びかけていた。

　伊丹を見ているようでいて実は何も見ていてない狂気に満ちた視線と飾っておきたいほどの笑顔。それは伊丹の記憶の奥底に閉じこめた古い記憶を、否応なく揺さぶり起こした。

　瞬間、伊丹の胃袋は締め上げられた。

　柳田に奢おごらせて、食べて飲んだもの全てが胃から逆流してきた。

　思わず口を押さえるが、押し止とどめることは不可能だった。戸を開けてテュカの部屋を出るのが早いか、その場で吐いてしまう。絞るようにして根こそぎ吐いた。吐く物がなくなれば胃液を吐き、それでも吐き気は止まらない。

「いったい、どうしたの!?」

　テュカの悲鳴にも似た声があがった。心配してなのか背後からしがみついて来たが、伊丹はそれを振り払う。絞り上げられる胃が激痛を訴え、じっとしていることなど出来なかったからだ。

「ちくしょうっ！　なんてこった」

　吐と瀉しゃ物ぶつにまみれながら伊丹はのたうち回る。

　くそっ、誰だテュカを壊したのはっ！

　背後からレレイの魔法の呪文を紡つむぐモノフォニー一人和声が聞こえる。

　途端、伊丹の意識は霞の中に沈み込むように途絶えた。




　目が醒めると、仮設住宅の天井が視界に入った。

　窓の外は既に深夜。だがランプの薄い暖色の明かりが、世界を闇と光の狭間に留めていた。

「ようやくぅ、お目覚めぇ？」

　枕元の椅子に腰掛けるロゥリィが、左側の頬だけを微笑みの形に歪めた。ロゥリィの背後にはテュカの寝台があって、小さくテュカが寝息を立てているのが見えた。

　伊丹が寝ているのはテュカが父親の物と決めていた寝台だ。テュカは、使う者などいないのに定期的にシーツを替え、毛布を干すなどしていたのだ。

「げぇげぇ吐いてるヨージをレレイが眠らせたのよぉ。そしたらテュカったらぁ、すっごく取り乱しちゃってぇ……お父さんが死んじゃうってぇ」

　ロゥリィの傍らに立っていたレレイの左頬は赤く腫れ唇が切れていた。

「どうしたんだ？」

　答えないレレイに代わってロゥリィが「テュカを眠らせるのにちょっとね」と肩を竦すくめた。

　伊丹は仰向けになったまま、大きく息を吐いた。

　幸い、先ほどの吐き気は一時的なものだったようで、吐く物もなくなった空っぽの胃袋はわずかにしくしくとした痛みを訴えるだけだ。

「事情を聞かせてくれるな？」

「どう話したものかしらぁ？」

　ロゥリィは、レレイに視線を送りながら足を組み替えた。レレイはそれを受けて、一歩前に出た。

　レレイの説明に寄れば、事の発端は、レレイがヤオという名のダークエルフを連れて来て、彼女に宿を貸したことから始まるという。

「ヤオ？」

「わたしぃのことをガキって言い放った女がいたじゃない？」

　ロゥリィと差し向かいで飲んでいた時に、何やら言いがかりをつけてきたあげくに伊丹にサーベルを向けたダークエルフを思い出した。

「ああ、彼奴か」

　彼女は炎龍に襲われた故郷を救うために、緑の人を求めてやって来たという。ところが、自衛隊は彼女の求めを断った。

「その辺のくだりは柳田から聞いてる。だけどそいつがいったい何故、テュカにオヤジさんが亡くなったという話を吹き込むことになるんだ？」

「それは、此の身より話そう」

　いつの間にか、ドアの前にダークエルフの女が立っていた。

　頭や顔を覆うターバンを解きながら、ヤオは進み出て素顔を晒す。その表情は不敵を超えて最早邪悪なまでに歪んだ笑みを浮かべていた。

　ロゥリィはチッと舌打ちしながらハルバートに手を伸ばし、レレイも杖を引き寄せる。二人とも明らかな敵意を示していた。

「挨拶が遅れた。緑の人よ……此の身はヤオ。ダークエルフ、シュワルツの森部族デュッシ氏族。デハンの娘ヤオ・ハー・デュッシ」

　深々と頭こうべを垂れる。

「名乗りなら、前に受けた」

「そうだったな。その節は失礼した。ロゥリィ聖下を稚いとけない女児と勘違いしてな。御おん身みを、子供をたぶらかす不ふ逞ていの輩やからと思い込んだ。許されたい」

「で、なんでテュカに余計なことを言った？」

　伊丹は横たえていた身体を起こすと、ベッドに座ってヤオへとまっすぐに眼差しを向けた。

「余計とは心外。事実を伝えたまでだ」

「では、問い直す。何故事実を伝えた？」

「決まっている。悪意があったからだ」

　悪意だと？

　伊丹の意外そうな表情をヤオは嗤わらった。

「悪意も悪意、大悪意。それ以外何があろう？　……御身は、ここにいる三さん方かたを特に大切にしているとヤナギダ氏より聞いた。この三方を救うためなら、多少の横よこ紙がみ破りでもやるだろうと聞き及んでいる。ならば、それをしないでどうしていられるだろう。

　御身の同僚に、此の身は地に頭を付けて頼み込んだ。此の身に出来ることならば何でもするとも告げた。どのような要望にも応えるとすら……なのに誰も彼もが、狭量にも口をそろえて拒絶する。それは出来ないと言うばかり。こうしている今も、此の身の同胞は塗炭の思いに苦しんでいるというのに、炎龍を倒す力を持つ者が手を差し伸べてはくれないのだ。だが、そうした者共も冗談交じりに言ったそうだぞ。『イタミならもしかするかも』とな」

　レレイへと視線を向けてみると、「通訳した」と彼女は呟くように頷いた。

「だから、壊したのだ。このエルフの心を救うには、父親が炎龍によって殺されたことを、しかと言い含め、その上で敵かたきを討つしかないぞ。さぁ、どうするっ、緑の人よ。このまま、そこのエルフを見捨てるか？　それとも武器を取って立つか？」

　伊丹の歯が鳴った。

　噛み合って擦れ合う音に込められた怒りは、そのままヤオに対する冷たい視線となり突き刺す。

　ヤオは、怒りとも泣き顔とも、嗤わらいともつかない複雑な表情で、大粒の涙を流していた。

　一歩、伊丹に向かって前に出る。前に出つつ言う。

「人が、愛する者を殺あやめたなら、その下げ手しゅ人にんを追い求めれば復讐を果たすこともできよう。天のもたらした災害なら、どうしようもないから神を呪うしかない」

　ヤオは、視線を一瞬、ロゥリィへと向けた。

「だが、炎龍はどうか？　敵かたきは確かに其そ処こにいるのだ。なのに、手も足も出ない。誰も捕らえることができず、罰することもできない。かといって天のもたらした災さい厄やくでもない。では……では、この怒りはどこへ向ければよいのか？　恨みのやり場はどこへ向ければいい？　愛する者を奪われた憎しみは、誰に向ければいいのか？」

　さらにヤオは前に出る。

「復讐とは、愛する者を失った怒りと憎しみをはらし、自分の魂こん魄ぱくを鎮めるために必要な儀式だ。それを経てはじめて遺された者の心は癒され、現実に立つことも出来るようになる。明日を見ることもやがて出来よう」

　伊丹のすぐ前まで来たヤオは、おもむろに膝をついて額を床に擦りつけた。

「お願いだ。この娘のついででいいから、此の身の同胞を救ってほしい。お願いします」

　そのかわりに我が身を捧げるとヤオは言った。何をしてくれてもいい。八つ裂きにしてくれようとも何をされても文句を言わない。

　そんな言葉を、ヤオは体の全てを絞るようにして放ったのだった。
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　結局の所、ヤオと柳田の目論見は見事に失敗し、彼女は臍ほぞを噛む思いをすることとなった。伊丹が、テュカを受け容れてしまったからだ。

「おとうさん♪」

　伊丹はテュカの悲しい妄想に付き合っている。

　彼女が自分を父と思うことで、なんとか現実と狂気の崖がけっ縁ぷちに留まることが出来るならばと、それに応えることにしたのだ。

　勿論、それは問題の先送りでしかない。というよりは完全な逃避だった。

　明日撤収命令が出る可能性もある身なのだ。その時に、テュカを連れ帰ることは出来ないのだから、当然彼女はこの地に独り見捨てられることとなる。それはもう、精神的な殺人と言っても過言ではないだろう。

　だが、どうしろと言うのか。

　俺に何が出来る？　何をしろと言う？　伊丹は奥歯を噛みしめながらそう呟いては、無理矢理にでも表情筋を笑顔の形に引き寄せるのだ。

「なんだ、テュカ？」

　テュカは鼻歌を歌いながら嬉々として朝食の支度をしていた。

　二人でテーブルを囲んで食事をし、それを終えると伊丹は仕事と称して『隊』へと戻り、テュカは組合の仕事をしたり、近くの森の手入れをしたりする。

　やがて夕方になると、テュカが整える食卓へと伊丹は戻って来る。そんな偽りだが、穏やかな日々を十日ばかり続けた。

「今日はどうするの？」

「自衛隊の仕事さ」

「随分と働き者になったものね」

「この街も大きくなったからな。自衛隊の仕事はちゃんと引き受けていかないと、みんなもやっていけないだろ？」

「………………………そうね」

「それと、明日から帝都へ行くことになった。ちょっと留守にする」

「帝都に？　なんで父さんが？」

「通訳とか、案内人とかが必要らしい。第三偵察隊の人達と一緒だから安心だろ？」

　テュカの面倒を見ていたくても、伊丹の本来の身分は自衛官である。任務を疎かにすることは許されなかった。だから、適当な嘘を掻き集めて口にせざるを得ない。

「父さんが行くことないじゃないの？　出来れば家にいて欲しいな」

「そう言うな。家を空けることなんて、これまでも何度かあったろ？」

　テュカは頷きながらも眉根を寄せた。襲いかかる頭痛に耐えているようだった。

　いくらテュカが伊丹と父親を重ね合わせていると言っても、そこはやはり別人なのだ。

　些細な仕草や物腰まで、どうしたって違うのである。

　しかも伊丹はテュカの父親、ホドリュー・レイ・マルソーのことを全く知らない。知っていれば、多少でも似るような芝居をうつことも出来たろうが、何の情報もない中では、彼女の記憶にある父と伊丹の間には、どうしたってズレが生じて来るのだ。

　このズレ……現実と夢想の矛盾点を、なんとか吸収して整合性を保つのはテュカの側だ。矛盾することからは目を背け考えまいとする。おかしなことからは気を逸らす。見ない。聞かない。分からない。

　その時のストレスが、強烈な頭痛となってテュカを襲う。

　起居を共にして、食事を共にして、一緒に時を過ごせば過ごすほどに、そのズレはますます大きくなっていく。ズレの吸収が難しくなればなるほど、テュカには頭痛や各種の身体的な不調として表れた。それも日を追うごとに回数が増え、苦痛の度も増して来ているように見受けられるのだ。

　伊丹は、テュカの美しい顔が苦痛に歪むのを見て唇を噛んだ。

「俺に、どうしろって言うんだ」

　どうすることも出来ない。今のままでも精一杯なのだから。そんな思いを呟きながら、テュカの部屋を出て街を歩き始めると、あたかも待ち構えてたようにヤオが姿を現した。

「なんだ、またお前か？　まだいたのか」

「………………」

　その、恨みがましそうな視線に幾ばくかの疚やましさを感じるのか、伊丹は目を逸らせてしまった。それがなんだか悔しくて唾棄するかのように鼻を鳴らし、ヤオのことを無視して悠然と通り過ぎてみせる。

　美女の涙ながらの願いを受けて、勇敢なる戦士が立ち上がるという英えい雄ゆう譚たんは、伊丹が最も嫌う類の話だ。

　何しろ戦いには、勝って生きるか、負けての死しかないのだから。

　物語であるからこそ戦士は勝利を得て、報酬も名誉も、そして愛をも手にするが、現実の多くはその逆の結末へと向かって突き進み、戦士は骸むくろを野に晒さらす。

　そうなったら美女はどうするだろう。

　また、後払いの矮小な報酬で己の命を捨てるような、愚かなる犠牲者を捜すのだ。そして成功した例のみが美談として語られるのだ。

　そのような物語では戦士の命は軽んじられている。

　伊丹は、死にたくはなかった。これまで、良い人生を送って来たとは言えないのかも知れないが、それでも無闇に投げ出したいと思うほどには自分の命は無価値でもないと思っている。

　失敗したけれど結婚だってしたし、なんだか最近女性の知り合いが増えつつあるような気もする。何やら良いことがこれからもあると、期待できるんじゃないかと思えるのだ。

　なのに……。

「いつまでも続かないぞ。もう終わりはすぐ其そ処こまで来ている」

　ヤオのそれは、まるで呪いの言葉だった。

　伊丹は、歩みを止めると背中を向けたまま吠えた。

「くそったれめっ!!」




「よお、伊丹。いつまで家族ごっこやってんだ？」

　伊丹が、パソコンに向かって報告書を打ち込んでいると、柳田の声が背後から浴びせられた。テュカとのことを揶や揄ゆしているのだ。

「あんたの知ったことじゃねぇよ」

「ま、お前がそれでいいんなら、こっちも構わねぇんだがな。それより、いよいよ東京から捕虜返還の第一陣がやって来るぞ。首相補佐官も一緒だ。これをきっかけに講和に向けた本格的な協議もはじまるってわけだ」

「拉致被害者の件はどうなった？」

「それは、残りの捕虜返還の交換条件だな。今回の捕虜返還は、ピニャ殿下にきちっと義理を果たしておくという意味がある。それと、こちらがいかに捕虜を厚遇していたかを示すことにもなる。そうしておいて、『残りの捕虜の返還は、そちらの態度次第ですよ。場合によっては待遇も悪化するかも』とでも言ってやるわけだ。帝国側も『可及的速やかに』という言葉の意味を悟ることになるだろうぜ」

「そうかねぇ」

「なんだよ。随分と淡白な反応だなぁ。向こうさんの皇子様をぶん殴った奴とは思えんぞ」

「悪い。俺、今、全然余裕がねえんだ」

　伊丹はため息をつくと、キーボードから手を離した。

　仕事がちっともはかどらないのだ。柳田との雑談程度で、妙な苛立ちを感じるほどに。

　元々柳田との会話は不愉快さを伴うことが多いが、このところ、それがより増強しているように感じられた。

「お前大丈夫か？」

「正直言って駄目だ。最近、頭がごちゃごちゃしている」

　伊丹はそう言うと、ノートＰＣをパタンと閉じて、頭を抱えた。

「簡単な話だろ？　ドラゴン退治に行ってこいよ。そうすればお前の悩みなんて一発だ」

「で、部下の大半を死なせるのかよ。そりゃ駄目だ。俺はテュカも大事だが、あの連中も大事なんだ、どっちも引き換えに出来ねぇ。

　なぁ、知っているか？　桑原曹長おやっさんは娘さんが近々結婚するらしいんだ。定年を迎えて孫を抱くのをすっげぇ楽しみにしている。

　仁に科しな一曹は若い嫁さんが商社の総合職だから尻に引かれているって嘆いてるが、その実マゾ気質らしく喜んでいる。

　栗くり林ばやしは俺が紹介した連中と、休みの度にデートをしてる。どうも選り好みが激しくてな、タイプの男が居ないってぶぅぶぅ言ってるぜ。

　黒くろ川かわは相変わらず理念先行型の性格だが、テュカの件があってから割と慎重になった。いいことだ。

　富とみ田たは語学研修に来ているボーゼス嬢と交際中。禁令を破って夜這いに行ったりしているという噂だ。現場を見つけてとっちめてやらんと……。

　倉くら田たは、フォルマル伯爵家のメイド、ペルシアにご執心のようで、イタリカに行く任務があると、妙に張り切っている。

　勝かつ本もとは組合の子供達に懐かれている。

　戸と津づはますます財テク技術に磨きをかけている。以前から株だの為替だのに異様に詳しかったが、組合の経済顧問を始めてから絶好調だ。

　東あずまはもうそろそろ実部隊配備の教育期間が終わる。いよいよ最終過程でそれが済めば晴れて三等陸曹だ。

　笹ささ川がわは写真を撮りまくってコンクールに応募するんだって張り切ってる。

　古ふる田たは料理の腕に磨きをかけて、こっちの食材を生かした創作料理を考えてる。

　な、面白い連中だろ。こんな連中を任務ならまだしも、俺の勝手で危ない思いをさせるわけには行かないんだよ」

　柳田は手近な椅子を引っ張ると、腕を組んでデンと腰を下ろした。

「お前はそう言うがな、ダイヤモンドと、石油だぞ。そこから得られる利益も莫大だし、資源のない我が国にとって、その確保は額面以上の価値がある。要は国益を考えろということだ。ダークエルフの住んでいるところに、それだけの資源があるんなら、恩を売っておきたいんだよ。採掘とかいろいろと後で良いことが多い」

「だったら柳田さん、あんたが行ったらどうだ？」

　伊丹はそう言って柳田を突き放した。柳田とて自衛官なのだ。尻で椅子を温めてばかりいず、泥と埃にまみれて、特地の大地を走り回っても良いはずだ。

　すると柳田は悪びれずに肩を竦すくめた。

「残念だが、俺は部下がいなくてねぇ。伊丹、部下を貸してくれよ」

「嫌だね。あんた一人で行きなって」

「俺一人で？　無茶言うなって」

「柳田さん。人間、自分の自由に出来る命は自分のものだけだ。石油も、ダイヤモンドも命を張るだけの価値があると思うなら、まず自分の身をチップ代わりにオッズテーブルに載せろよ。今なら賞金は、人の頭サイズのダイヤと、ダークエルフの美女付きだぜ」

「一人で行ってどうにか出来る相手なら、どうにかするけどよぉ。ドラゴンってのは、どうにか出来る相手なのかねぇ？」

「まぁ、ＬＡＭは効いたんだから、結局は当たりさえすればどうにかな……る……」

　伊丹はそこまで口にして目を細めた。

　戦車だって、だだっ広い平野で、真正面から戦えと言われたら勝てる筈がない。が、遮蔽物の多い隆起に富んだ地形や、木や林の隠いん蔽ぺいが効いた場所に引き込めるのなら、単独でも何とかなるかも知れない。

　もし、相手が戦闘ヘリだとしても……。

　結局は戦い方次第なのだ。では空飛ぶ戦車ともいえるドラゴンならどうか。飛び回れない狭きょう隘あいな地形……洞窟とかが良い。そのような地形の中に誘い込めれば、ＬＡＭの直撃を叩き込むことも出来るかも知れない。

「ま、相手は生き物だからな。餌に毒を仕込んだり、寝込みを襲ったりって方法もあるだろうけど……」

「……………………それも良いかもな」

　何を考え込んでいるのか、妙に反応の悪くなった伊丹を柳田は訝しく思いつつも、話を切り上げるべく腰を上げた。

「伊丹よ。いずれにせよ、出かける時は言ってくれ。ちゃんとした形にしてやるからよ」

　だが伊丹は柳田に目を向けなかった。ぼんやりとしてただ口先だけで答えた。

「……………………ああ、その時は頼む」




　その夜、伊丹はテュカを連れだして食堂に行った。皆で酒盛りをするためだ。

　エルフだから人付き合いが悪くてお高く止まっている、と見られがちだったテュカを、どうにか、街のみんなとうち解けさせようとする配慮だ。それと同時に、伊丹自身が、この瞬間だけは父親役から解放されるという意味もあった。伊丹としては少しばかり考え事に時間を取りたかったのである。

　テュカの周りには、街の人々や第三偵察隊の連中が集まった。しかも隣には黒川が座ってフォローしている。

　黒川の話によるとテュカには両刀の気配があるそうだ。「もしかしたら自分に気があるのかも……」と少しばかり困ったような顔をしていた。そこまであからさまなものではないだろうが、いわゆる思し慕ぼの念に近いものかもしれない。

　そんなこともあって黒川が傍にいると、テュカは「父さん、傍にいてよ」とは言わないので、伊丹は別のテーブルに座って、レレイやロゥリィなどを相手に杯を傾けるのである。

「自分より年上のぉ子を持った気分はどうぉ？」

　ロゥリィの言い様に、伊丹は苦笑した。

「複雑だね。とっても複雑だ」

　破綻点が近いぞとか、もう止めておけ……といった類のことは言ったとしても意味がないことを、ロゥリィもレレイも分かっているので口にしない。

　伊丹はテュカと共に断崖絶壁に向かって全力疾走をしている。だが、これを止めることもまたテュカの破滅なのだ。だから、これを途中で止めるかどうかを決めることが出来るのは伊丹だけとなる。

　二人とも、伊丹が決断するその時まで、自分には見守っていることしか出来ないのだということを充分に理解していた。ならばその事を、今、ここでつついて皆を嫌な気分にさせる必要はない。今は楽しむべき時なのだから。

「はい。お待ちどうさまなのですぅ」

　よたよたと手元の頼りない猫娘が、追加の料理や酒を運んで来た。どうやら新入りの娘らしい。

「デリラはどうした？」

「先輩は、郷里から手紙が届いたとかで休憩中なのですぅ。はいぃ」

「そうか」

　ロゥリィは、伊丹の正面に座ってグラスを差し上げると伊丹と乾杯する。レレイは伊丹の右脇に座って日本から送られてきたソフトドリンクのグラスを掲げていた。

　二人とも、明るい雰囲気だった。

　こういう気配りの出来る女性は、恋人にするにしても友達にするにしても、非常に希け有うな存在なのでとても得難い。小賢しいだけの女は自分の感情を優先させるから、分かり切ったことを、場所も弁えずに主張して、周囲に嫌な気分をばらまくのだ。

　その意味では、ロゥリィもレレイも実に良い女だった。是が非でも大切にしたい。

　そんなことを感じながら、伊丹は、自分に出来ること、為すべきこと。その問題について、ゆっくりと考えていたのであった。





　　　　＊　　＊






　伊丹の母親が病んだのは、彼が中学生の頃であった。

　きっかけは、暴力がエスカレートした父親を止めようとした母親が、つい台所の包丁に手を伸ばしてしまったことにある。

　正当防衛。どうしようもなかった。

　母親の心を鎮めるために、警察官、弁護士、検察官、そして婦人相談施設の相談員など多くの人が多くの言葉を費やした。だが彼の母は、自身を恨むことを止めなかった。

　自らを責め苛さいなむ心。

　そして、仕方なかったという言い訳。

　この葛藤とせめぎ合いに加えて夫を失った悲しみ、愛する夫を奪った『何か』への怒り、憎しみ、残された自分と子供の将来への不安の全てを、自身へと集中させてしまったのだ。

　母親が、自らの心を救うために選んだ道が、現実を否定することだった。それしかなかったのだ。今となれば分かる。そうすることで伊丹の母は、かろうじて生きることが出来ていたのだ。

　だが当時の伊丹には、そんなことは理解できなかった。

　正しいとか、正しくないとか、そんな物差しは一義的な物であり、この世に生きる人々の救いには到底成り得ないものだ。だが、若い伊丹にはそれが分からなかったのだ。

　毎朝、毎夕食卓に並ぶ父親の分の食事。それを見て苛立ち、怒り、そして……。

「オヤジは、あんたが殺しただろう！」

　言うべきではなかった。

　時間逆行ものの小説みたいに、あの時に戻れたらと何度思ったことか。戻れることを夢見ていた。戻れることを願い、請い、祈った。あの時に戻れたら、きっと違うやり方が出来た。出来たはず、出来ただろう。そう思うのだ。しかし、現実は戻らなかった。それが現実というものだからだ。

　母のように狂えたらどれ程良いだろう。だが、それもできなかった。

　こうして伊丹は、母が時間をかけてゆっくりと、そして確実に壊れていく姿を、日々見て過ごすこととなった。蛙を熱湯の入った鍋に入れると、その熱さに驚いてすぐに飛び出してくるが、水からゆっくり茹で上げれば、煮上がるまで鍋の中に居るという。それと同じで、ゆっくりとゆっくりと進行する狂気は、やがて破綻点が訪れると思わせても、それはまだ先のことのように感じられたのだ。そして月日が流れ、伊丹が見ている目の前で不意に破綻点が訪れた。母親がついに自らに火を放つに至ったのである。

　結果として母親は入院することとなった。自ら傷つけ、他人を害する恐れあり。それが理由である。

　その入院は、措置入院と呼ばれる形態で、知事の命令によるものだ。従って本人や親族の意思は問われない。費用も、負担する余裕がなければ公費で賄われる。

「ここにはいたくない、退院したい」と縋すがるように叫ぶ母に、高校生の伊丹がしてやれることなど何もなかった。一緒にいて、壊れた母の世界に付き合い続けてやることなど、重すぎて出来ない。だから命令という言葉は都合の良い免罪符となった。

「命令なんだから、しょうがないじゃないか。そういう法律なんだからしょうがないだろ」

　鉄の重たい扉が金属音を立てて閉まる音は、今でも耳について離れない。

　そう、そこは通常の病院ではない。

　病棟には廊下に座り込んで、雑談に勤いそしむ患者達の姿がある。

　身体の病ではないが故に、皆肉体的にはそれなりに元気があり、そうした者は普段着を着て、何をすることもなく病棟で時が流れるのを待っている。

　朝食をとった直後に昼飯のことを話し、昼食後だというのに、夕飯を待つ。

　そうして気が付くと十年、下手すると二十年。いや、場合によっては三十年入院していたという現実が追いついて来る。しかし、彼ら、彼女らの時間は入院した二十歳、三十歳の時で止まっている。そこでは年齢相応の人生経験を積むチャンスなども無いのだから当然である。病の苦しみを日々耐えるのだけで精一杯だったのだから仕方ないのである。

　当時の精神科病棟というのは、大きな和室があって、まるで旅館の大部屋のようなところに皆で布団を並べて眠るという、病室と呼ぶにはいささか違和感のある風景を持っていた。だが、それが当たり前だったのである。今でこそ、近代的に『普通の病院』の『普通の病室』のごとく、一人一つのベッドが割り当てられているが、それが当たり前になってきたのは最近になってからだ。

　廊下を歩けば、ヤンキー座りしたおっさんやおばさん達が給食用ホールトマトの空き缶を取り囲んで灰皿代わりにし、煙草を吸っている。

　これらは病状の落ち着いている人だ。その隙間に、病状の激しい人を見かけることになる。

　例えば、そこにいる筈のない誰かと話しているご婦人。

　居丈高に威張り声を張り上げ、公衆電話で、何かを怒鳴りつけている青年。

　強い薬のせいで朦もう朧ろうとなり、弛し緩かんした表情でぺたぺたスリッパを引きずる足音を立て廊下を徘はい徊かいする若い女性。

　身体に盗聴器が仕掛けられていると言って、看護室に調べてくれと訴え続ける男性。

　素っ裸で駆け抜けていく少女。

　おむつをつけられて抑制……ベッドに縛られて、喉も裂けんばかりに叫び続けている男。

　病棟の空気は、煙草だけではない、何かすえたような独特の異臭で充ち満ちていた。トイレのドアは自殺を防いで早期発見するために極端なまでに背丈が低く、下は隙間が大きくて、背伸びをしても、しゃがんでもその向こう側が覗けそうなほどだった。

　そんな世界に、伊丹は母親を置いてきた。置いてくるしかなかったのだ。

　黒川に懐なついて、腕に掴まったりして、周りの自衛官やら、売店の娘達にからかわれたり談笑しているテュカからは、そんな狂気は片鱗すら感じない。が、このまま放置しておけば母のようになる。なってしまうかも知れないのだ。いや、確実になる。

　そして残念なことに、現代の精神医学は患者を治すことなど出来ないのである。

　今の精神医学に出来ることは、薬物を用いて病状をとりあえず軽くする。そのくらいである。治らない者はどうしたって治すことは出来ない。薬を飲ませて自然に治癒するのを待つ、それだけなのだ。

　伊丹は十数年の歳月で、そのことを身に染みて理解した。だから、テュカを救うとすれば、今しかないと感じていた。

　あの日、あの時、自分は何も出来なかった。

　当時の自分はガキだったからだ。

　では、今の自分はどうだ。

　今の自分には、何も出来ないのか？

　父を殺したというドラゴンを、テュカが討てば、そのカタルシスが彼女を狂気から解放するかも知れない。父の死を受け容れ、同時にその敵を討ったことで自らを憎むことを止めるかも知れない。

　だが、それは分の悪い賭だ。明らかに悪すぎる。

　少なくとも、他人の命をオッズテーブルに載せることは出来ない。

　伊丹が自由に出来るチップは一枚、自分の物だけだった。それをテュカのチップと重ね合わせて、グリーンのテーブルに載せる。

　だが……。

「本当にそれしか、ないのか？」

　それしかないとして、自分に出来るのか。ドラゴンに向かっていくなんて……正直に言えばどうしようもなく恐ろしかったのである。




　もう深夜に近い時間帯だが、伊丹は診療施設の玄関前にあるベンチに座っていた。

　夜風に当たりたかったのだ。そして「どうしたものかなぁ」と頭を抱えていた。

　四～五分も座っていると、カチャ、カチャという軽快な金属音が近付いてきて、薄闇の中で黒い人影が伊丹の前に立った。

「若いの、そこを退くが良い」

　人影は、老人であった。いや、実際はもっと若いのかも知れない。だが額や頬を始めとした顔に刻み込まれた皺の数々は、老成した男の年輪を感じさせた。その老人は、歩くたびに金属音をさせていた。歩き方から見ると左足が義足なのだろう。言葉はこの特地のものだから日本人ではない。

　老人の威厳がそうさせたのか、伊丹は気軽に腰を上げると座る場所を譲った。

　何しろベンチは他にもある。この場所に座りたいという者に、意地悪するために頑張る必要など無いのだ。

「ほう。なかなか殊勝じゃの。ここは儂わしが毎晩使っておる場所だ。以後は、気を付けよ」

　老人は、まだ義足に慣れないのか、よたよたとする感じで腰を下ろした。

「さて、若いの。いったい何を迷って、このようなところで黄昏たそがれておる？」

「爺さんには関係がない」

「そうか。ま、喋りたくないなら、それでもいいじゃろ」

　男は、深々とため息をつくと、左腕の義手の具合が気になるのか、がちゃがちゃといじっていた。

「どうにも、この細工が理解できぬ。お主らの世界に住む者は、手足をなくすと皆このような物を付けて生活しておるのか？」

　話しかけてくる男性がどうにも煩わしかったが、邪険にも出来なくて「ええ。全員が全員とは言えませんが、大抵は付けてます……」と答えた。

「医者はこんな物を付けて、走れるようにもなる等と言っておったが、実に疑わしい」

「走るための足を装着しますと、生身の足なんかより速く走る者もいますよ」

　男は、本当かと訝いぶかしがった。そこで伊丹はパラリンピックという障しょう碍がいを持った者の競技会があり、そこでは五体満足な者でも容易に超えることの出来ないような記録が次々とうち立てられているのだと説明した。

「そうかそうか。なんだお主、興きょうに乗れば結構喋れるではないか。その調子で、なんでこんなところで黄昏れていたのか、喋ってしまえ」

「はぁ？」

「大の男が、何を躊躇ためらっておる。情けないのぅ」

　伊丹は、忌々しく思いつつも、不思議と話すことにしていた。考えを整理するためにも誰かに聞いて欲しかったというのも、あったようだ。

　伊丹が用があったのは、この診療施設にいる精神医学ソーシャルワーカーだった。

　そのソーシャルワーカーは、あまり男っぽさのない、どちらかというと中性的な感じで、年齢も見た目では分かりにくいタイプであった。見た目は髪を短く切りそろえて、丸いメガネをかけている。白衣を着ているからこそ医療関係者であることが分かるが、医者のような権威的な雰囲気はないし、どちらかというと学生と見間違えかねない弱々しい、というか、柔らかな雰囲気の持ち主だった。

「これは伊丹二尉。どうしました、こんな時間に？」

「実は先生に相談したいことがありまして」

　その精神医学ソーシャルワーカーの男は、紀のり子このためにやって来ていた。彼女の様々な相談に応え、助言をするのが役割だ。

　伊丹は紀子の支援に男性が来たと聞いて、意外に思った。

　紀子のような状況に置かれた被害者にとって、男性は恐怖の象徴となると思うからだ。実際に、彼女の心理的なケアには女性の臨床心理士がつけられている。だが紀子の場合については、支援のメンバーに男性が入っていた方が良いという医師の判断があったらしい。

　そうしなければ男性に対する不信感や不安感が固まってしまって、男性恐怖症患者を作ることになってしまう。ここで配慮に欠けたが為に、夫や恋人、婚約者と上手く行かなくなってしまう例もあるという。

　確かに最初のハードルは高い。が、恐い男も、恐くない男性もいると認識するためには大切なことなのだ。ただ今回に関しては、その意味では楽であったという。何故なら、紀子には伊丹達が居たからだ。

　伊丹と富田は、紀子にとって自らを救い出してくれた恐くない男性の代表だ。その象徴を引き継ぐという意味で、精神医学ソーシャルワーカーの男は、紀子との初顔合わせで、ふたりに紹介されるという形式を求めたのである。その時に面識が出来た。

　ちなみにこのソーシャルワーカーは、一般陸曹候補学生を経て三等陸曹になりながらも退職してしまい、大学に入ったという変わり者だ。予備自衛官でもあったので『門』のこちら側への立ち入りが許可されたのである。

　伊丹はソーシャルワーカーの前に座ると、おもむろに切り出した。

　自分の父親を殺された娘は、父親の敵かたきを討つことで救われるだろうか、と。

　ソーシャルワーカーは、肩を竦すくめるとケースバイケースなので何とも言えないと答えた。

「だって、人によりますから」

　ただ、私見ながらと前置きして彼は言った。人間が敵かたきを追い求める心は、最早本能に近いのではないか、と。

　敵かたきを捕まえ、処罰する。犯罪被害者や被害者家族のカタルシスは、現代では警察が犯人を捕らえ、裁判所が判決を下し、そして刑務所に送られる、という過程の中でなされる。

　勿論、犯罪者を許すべきだという高邁な考え方を否定するわけではないが、それは被害者の側にそれを支えるような信仰心や哲学があってはじめて成立するものなのだ。そして、この場合は『許し』が、被害者やその遺族にカタルシスをもたらすことになる。

「復讐は虚しいとかよく言うぜ」

「そうですね。虚しいものなのかも知れません。でも、その虚しさを味わうことで、ようやく次へ進んでいけるんですよ。自分は詰まらないことに囚とらわれていたなって思えたら、それはそれでいいんです。それが区切りになるからです。人のこころには、区切りというものが必要になるんですよ」

　伊丹は、そんな言葉を受けて考え込んでいたのである。テュカを救うためにドラゴンを倒しに行くべきか否か、と。

　気が付くと、老人に対して伊丹はテュカのことも含めて全てを喋っていた。

「儂も同じように思うぞ。復讐を果たせば、少なくとも気が晴れる。敵かたきが大手を振ってうろうろしていると知れば、儂ならはらわたが煮えくりかえって、飯も喉を通らぬわ」

「でもね、敵かたきが強いんですよ」

「なんだ、怖じ気付いておるのか？」

「ええ。だってドラゴンですから……こっちの言葉では炎龍でしたね」

「なんだと！　炎龍が出ているのか!?」

　老人は眉間にしわを寄せた。

　伊丹は改めて気付いた。老人の左目には眼帯がつけられていることに。さらに見れば、老人の身体はあちこち傷だらけだ。その頬にも大きな傷が残っている。

「ただ、場所が場所なので、大規模な戦力を送ることは出来ません。少数では部下の過半を失うのが必定」

「そうだな。強大な敵との戦では、持ちうる戦力の全てを投入するのが定じょう石せきじゃ。ちまちまとした小戦力を送り込んだり、あるいは味方に敵の本質を教えず、突撃を命じたりするような馬鹿は、あいつらだけで充分じゃ」

　何やら、ものすごく気持ちの籠もった言葉であった。

「いっそのこと、テュカをつれて二人だけで行こうかと思ったりしたんですけどね。無理に決まってるし」

「おお、なるほど。それならば無関係な他人を巻き込む恐れはないものな。ただそれは自殺に近いのう」

「そうなんですよ。無理心中と同じです。だから迷ってるんです」

「なぁ、若いの。自殺としか思えないようなことでも、しなければならない時というのはあるものじゃぞ。自殺にならないように知恵を絞るのだよ。工夫をするのだ」

　老人はそう言うと立ち上がった。

　義足の立てる金属音とともに、肩を揺する、一見ふらふらとした独特の歩き方で前に出る。そして伊丹の肩に手を置いた。

「危険と分かっていても退くことが許されない時がある。負けると承知していてもなお、進まねばならぬ時もある。頭の良いやり方ではないが、馬鹿にならねば男はやっていけぬ。そうは思わぬか？」





　　　　＊　　＊






　翌朝、チヌークの中に伊丹と第三偵察隊の面々はいた。

　いつものように柳田が帝都に届ける荷物を運び込む。伊丹は、部下達が席に着くのを確認してから、自分も座った。

　パイロットが、柳田と何か話し合っている。

　ヘリポートの外には、テュカが見送りに来ていた。レレイがいた。ロゥリィがいた。

　テュカが泣きそうな表情でこちらを見ていることに伊丹は居心地の悪い苛立ちを感じた。だがこれが当たり前なのだ。自分は任務に従って、部下を指揮して、しばらく帝都に滞在して、外務省の担当者を護衛し、そして戻って来る。それまでのほんのちょっとの時間を留守にするだけだ。

　ちょっと留守にするだけなのだ。

　打ち合わせを終えた柳田が降りていく。

















　後部ハッチが閉じだすと伊丹の胸中に焦りに似た感情が湧き立った。

「では、行きます」

　パイロットがそう告げた時、伊丹は「くそっ！」と舌打ちして隣の桑原に告げた。

「おやっさん、すみません。俺、行けません」

　だが離陸のためにローターの回転数が高くなって騒音で声が耳に入らない。

「なんて言いました？」

「俺、降ります。後を頼みます！」

　伊丹は指揮を放棄して、後部ハッチが閉じる寸前にヘリから飛び降りた。

　ヘリはゆっくりと舞い上がって行く。

　第三偵察隊の部下達は、伊丹が見送る中を飛び去っていった。
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「どうしたの？」

　ヘリが飛び去るのを見送った伊丹は、泣き笑いの表情で立ちつくすテュカの問いに「帝都に行くのは止めたよ」と答えた。

　手袋を取って、重苦しい鉄帽ヘルメットも外した。

　すると、なんだか自分を縛り付けていた枷かせを取り払ったような解放感があって晴れ晴れとした気持ちになれた。多分、いろいろと後で悔いることになるだろう。でも、鬱々とどうしようかと悩み続けているよりは決めてしまった今の方が、遥かに良いと思ったのだ。

「いいの？」

　どうやらテュカは、自分の我が儘が父親を困らせてしまったのではないかと心配しているようだった。だが、独りぼっちにされずに済んだ喜びが先に立ったのか、ゆっくりと伊丹に歩み寄ってその胸に身を投げる。

「お前が、笑顔で居られるほうが大事だからな。俺が一緒にいてやるから、お前も頑張れ」

　すっかり開き直った上に、気分の高揚している伊丹は、普段なら気恥ずかしくて絶対に言えないようなセリフを平気で口にしていた。

「な、何よ、それ!?　じ、実の娘を口説いてるの!?」

　動揺を抑えきれないのか、抗議するテュカの声はどこかうわずっていた。

　伊丹は「そんな風に聞こえたか？」と苦笑で返す。

　実際、そんなつもりは毛頭無い。これからのテュカを待ち受ける運命の過酷さを思いやっての励ましのつもりだったからだ。

　けれど問題は、そんな朴ぼく念ねん仁じんな男の言葉が、女の胸にどんな風に響いたか、だった。お前が笑っていられるようにずっと一緒に居てやる……と憎からず思っている男性に言われて、それを口説き文句と思わない女性は、どれだけいるかなのだ。

　テュカは、額をコツンと伊丹の胸に当てると「ばかっ」と詰なじった。

　残念ながら完全武装をしていたために、彼女の温もりとか柔らかさを伊丹は堪能することはできなかった。チタンプレートの入ったボディアーマーはテュカの身体を硬く受け止めてしまい、その感触を伝えてくれないのだ。

　出来ることと言えば、懐中の子猫を愛でるようにその髪を撫でるくらいだ。

　細く軟らかく、流れるような髪を指で梳くしけずる。そしてテュカの形の良い頭蓋に掌てのひらを這わす。テュカの笹穂のような耳に指が触れてしまって、テュカがぴくっと身体を震えさせたりするのも、悪くない感触だ。敏感なタイプらしい。

　伊丹は、小さく息を吐いて呼吸を整えると、旅の支度をしなさいと告げた。

「一緒に行こう」

　少しばかり父親を気取ってみた。

　三十と数年の人生においても、『女性を旅行に誘う』などというのは、数えようにも思い出すことすら難しい行為だ。断られるかも知れない、嫌な顔をされるかも知れないという恐れと不安を、冗談めかして誤魔化すのと同じ類の方便である。

　そのための父親っぽい口調なのだが……それがテュカのツボにはまったようだった。彼女は「何処に行くの？」と喜び勇んだ反応を示した。

　その表情は、驚きと喜びで彩られていた。伊丹には知る由もなかったが、無理に父親を気取るような口調こそ、テュカの父であるホドリューとそっくりなものだったからだ。父親としては威厳に欠ける男が、無理に背伸びして父親を演じる。そんな時の微妙な声こわ色いろこそが、テュカが父親として愛した男のものであった。

　無邪気に喜ぶテュカの笑顔に、伊丹の良心は激しく痛んだが、それを押し殺して微笑みの形に頬の筋肉を引き締める。

「南の方だ。嫌か？」

「ううん、行く行く！　お父さんとだったら何処だって！　一緒に旅が出来るなんてっ、凄く嬉しいっ!!　今すぐ出るの？」

「今から支度しよう。それが済んだら出かけるぞ」

「それじゃあ、急がなきゃね。お昼過ぎには出たいもの」

　テュカはそう言うと、伊丹の手を名残惜しそうに掴んだまま身体を離した。少しずつ後ずさりして、もう指先を触れているだけで精一杯なところまで下がると、踵きびすを返して走り出す。

「すぐ支度してくるからねっ」

　テュカは軽く振り返ってそう言うと、自分の部屋へと向かったのだった。




「伊丹。お前馬鹿か？　いや、前々から馬鹿とは思っていたが、ここまでとは思わなかった」

　傍らで見ていた柳田は、テュカが去ると開口一番にそう言った。

「任務放棄の上に、単身でのドラゴン退治？　無茶が過ぎるだろう。こっちの身にもなれよ。どうやって、お前だけを派遣する状況を作れば良いんだ？」

「柳田さん、それを聞かれても困る。そいつはあんたの役割っていう約束だったろ？」

「とは言ってもなあ」

　柳田は、頭をカリカリと掻いた。

「部外的には根回しを済ませてあるから、馘クビになったりはしないと思うが、こんなやり方だと内部的にはもう駄目だわ。前の事件も保留のままだから、良くて停職、へたすりゃ降格の上で、配転ってところだな」

「覚悟はしたつもりだけど、改めて他人から言われるとずしっとくるなぁ」

　伊丹は、顔を顰しかめると腹部をさすった。

　流石さすがに胃に来ているようだった。これだけ問題を重ねれば特地での任務から解かれ、北端の過酷な駐屯地とか、離島とかに回されることもあり得る。当然テュカにも会えなくなってしまうが、そんなこともまた覚悟しなければならない。

「悪いことは言わん。今からでも、３ｒｅｃの連中を追いかけて、とりあえず任務を果たして来いよ。それが終わってから、隊を率いてドラゴン退治に行くんだ。そういう形にすれば、部内的にも言い訳が効くんだよ」

「柳田さん、もう言わないでくれよ。私事に、連中を巻き込む訳にはいかないし、もう時間的猶予もないみたいだしな。するべきことを先送りしたがための後悔なら、嫌というほどしたんだよ。だから、今は動く」

「それにしたってなぁ、やることが過激すぎだぜ。お荷物を引き連れて勝てると思ってるのか？」

「なんとかするさ。悪いね」

　伊丹は、柳田に向けて両手を合わせた。続けてアルヌスの丘の頂上にいる狭間陸将に向けて拝むように「ご迷惑をかけて申し訳ありません」と柏手を打った。

「ったく、なんだかなぁ。それだけの価値があの金髪エルフにあるのか？　いい女なんてそこらにいっくらでもいるだろうに。お前くらいに名声があって、すげぇコネを持ってて、その上に石油だの、ダイヤモンドだのが埋まってる土地の原住民に恩を売りつけることに成功すれば、業界が美味しい思いをさせてくれるんだぞ。いい女なんて掃いて捨てるほど寄って来るぜ」

　確かに、それは美味しいかもしれなかった。

　伊丹とて健全な男である。自分好みの女性ばかり集めた酒池肉林の風景が、脳裏によぎった。だが、思い浮かぶ光景はいささかギャグテイストに過ぎていた。例えばセミヌードなお嬢さん達に囲まれているという現実では決してあり得ないものだ。

　ぶるぶると首を振って想像した画像を一旦抹消する。自分は、マンガの主人公ではないのだから。ここは冷静に現実的にならなければならない。そう、将来を考えるに当たっては、リアリティが大切なのだ。そこで無理矢理、現実的な将来像を想像してみたりした。

　だが、次いで思い浮かんだのは伊丹の好みからは大きく外れたゴージャスな容姿のホステスさんとか、煌びやかな女性達に囲まれて窮屈な思いをしていたりとか、自衛官を退職してタレントみたいにコメンテーターとしてテレビ番組に出演させられていたりとか、誰が書いたんだか分かんない「二重橋の英雄」といったタイトルの本のサイン会に出席したり、保守系の政党から選挙に引っ張り出されたりといったものだった。

　実に貧困な想像力である。

　だが、柳田の囁く美味しい思いなんて、伊丹にはその程度のものとしか思えなかったのだ。何かを作ったり創造したりするという能力に欠けている以上、そんな形で自分を消費する将来しか考えられないのだ。そんなものがテュカを見捨てて得られる未来なら、あまりにも酷過ぎるというものだ。

　それだったら今まで通りの自衛官生活を続けて、テュカやロゥリィやレレイ、ピニャとボーゼスを引き連れて同人誌即売会に突撃してみたりとか、大騒ぎで疲れるけれど、楽しい日が時々ある方が良いように思える。

「やっぱ無理だわ」

　柳田は、伊丹のそんな言葉に対して肩を竦すくめて応じた。それが、馬鹿は救えないねという意味なのか、それとも言ってることが分からんという意味なのかは、伊丹にも分からない。だが、柳田が、伊丹のしようとすることを納得はしなくても、それなりに受け容れてくれたということは理解できた。

「ということで、柳田さん。つじつま合わせは頼むわ。それに、車両と武器と爆薬の用意も頼むぜ。予備の燃料と飯も必要だな……」

　柳田は天を仰いで頭を抱えると「ちょっと待て、ちょっと待て」と慌ててポケットからメモ帳を取り出し、伊丹が口にした物品をリストアップしていった。

「武器は何を？　それと食糧だがどれくらい必要だ？」

「ＬＡＭ（１１０㎜個人携帯対戦車弾）を最低でも十。多ければ多いほど良い。食糧は、俺とテュカの二人だから二人分で頼む」

「おい、ヤオは連れて行かないのか？」

「ヤオ？　誰だそれ？」

「今回の元凶だよ。ダークエルフの女」

「ああ、あれか？　どうでもいいよ。柳田さん、それを言うならあんただって元凶その二だろう？」

「うへっ、とんだやぶ蛇だったぜ。俺は俺の職分で埋め合せを頑張るから、それ以上言うなよ……分かった、食糧は二人分だな？」

　柳田は再度確認しながら、伊丹の肩越しに背後へと視線を向けた。

「ああ、二人分」

「本当に二人分でいいのか？」

「なにが？」

「………………」

　柳田は答えなかった。ただ、伊丹に対して、気の毒そうな、お悔やみを申し上げますと、言いたそうな表情をする。その途端に、伊丹の両足は強烈な力で払いあげられた。

　いきなり視界に空が広がり、気が付くと地面に背中から叩きつけられていた。

　その衝撃に咳き込みながらも見上げた視界には、伊丹の身体を跨またぐようにして立つロゥリィのフリルのちりばめられた黒ゴススカートと、パニエに包まれてその中へと消えていくスラリとした脚があった。

　黒のブーツとそれに続く黒い網タイツ。それを吊り支える黒のガーターが薄闇の向こうに見えたりした。さらなる向こう側で見える黒い何かについては、直ちに視野から除外して、冷たく見下ろすロゥリィと視線を交じらわせる。

「ちょっとばかりぃ、水臭いんじゃないぃ？」

　ハルバートの石突きが、伊丹の耳傍を掠めて大地に突き刺さった。

　その傍らにはレレイもいて、大地に横たわる伊丹を見下ろしている。

「だって、いや、ほら、巻き込むわけにはいかないかなぁって思って」

　ロゥリィは伊丹の腹部にズンっとお尻を降ろすと、その胸板を小さな拳で叩いた。とはいっても、埃を払う程度の衝撃だ。

「それが水臭いって言うのよぉ。いい加減、巻き込んで良いって思ったらどぉ？」

「いいのか？」

「寂しいこと言わないでよぉ」

　ロゥリィはまた伊丹の胸板を叩いた。

「でも、危ないぞ。無事に帰ってこれるか分からないんだぞ」

「すっごくぅ楽しそぉ。ゾクゾクしちゃうわぁ」

　微笑みながら言うロゥリィの双眸には、妖しい狂気にも似た挑戦的な輝きが満ちていた。今にも、伊丹に噛みつきそうにも見える。

「でもさ、ほら、まぁなんだ……」

「お馬鹿さぁんねぇ。女を危険な火遊びに誘いたいなら、見栄を張らずに素直に言ってみることよぉ。女はその一言を待っているものなのだからぁ」

「でも、ドラゴン退治だぜ。一緒に死んでくれって誘うようなもんだろ？」

「いやぁよ。心しん中じゅうなんてもってのほかぁ。まだ四十年近くはこの肉の身体を使えるんだからぁ、たっぷり楽しんでから解げ脱だつしたいわぁ」

「じゃぁ、駄目じゃん」

「もしかして、最初から負けるつもりなのぉ？　自殺なのぉ？」

　伊丹は首を振った。自殺に等しい危険性の中でも、わずかでも生き残れる可能性があれば、それに賭けるつもりはある。

「じゃぁ、心中ではないわよねぇ……」

「……………」

「…………………」

「……………………」

「……………………さっさと言えってのぉ。おい」

　ゴスッとロゥリィの拳が伊丹の腹部に突き刺さる。硬質のボディアーマーも、その強烈な衝撃だけは素直に伝えてきた。

「うっ……わかった、わかった。言うから、待て待てって」

　マウントポジションから放たれる、二発目を躱かわそうとして伊丹はロゥリィにしがみついた。それは、丁度ロゥリィのささやかな胸に顔部をつっこむ形となる。

「ロゥリィ、一緒に来てくれるか？」

　剣けん呑のんな気配がさっと退ひいて、輝くような笑みが見えた。ロゥリィもこんな透き通るような笑顔が出来るのだなぁと、伊丹はしみじみと思う。

「高いわよぉ」

「借りておく。返せるかどうかわからんが」

「大丈夫ぅ。ちゃんと取り立てるからぁ。死後にぃ魂をいただくだけよぉ。眷けん属ぞくになってもらうわぁ」

「お前は悪魔かっ！」

　ロゥリィは伊丹の突っこみを可憐なまでに無視すると、伊丹の身体に視線を巡らせておもむろに右腕へギッと歯を立てた。

「痛いっ！　痛いっ！　痛いっ！」

　肉に食い込む痛みに伊丹は叫んだが、ロゥリィはさらに歯を皮膚へとめり込ませていく。

「契約完了ぉ……」

　伊丹の腕についた歯形。ロゥリィはそこからにじみ出る血をひと舐めして腰を上げた。

　地面に突き立てておいたハルバートを引っこ抜くと、柳田に向けて指を三本立て「三人分ねぇ」と告げる。そして自分の部屋に向けて走り出した。支度に行くのだろう。

　振り向かずに行ってしまったロゥリィの背中を見送っていると、今度は「四人分……」と柳田に注文するレレイの声が聞こえた。

「おいおい、レレイも行くのか？」

　レレイの情緒に欠けた視線は、「何、自明のことを尋ねているのか」と小馬鹿にするような冷たさがあった。「夜が明けたら陽が昇るのか？」とか「物を落としたら地面に落ちるのか？」と真顔で尋ねたりしたら、きっとこんな視線を向けられるだろう。

　こんなことも説明しなければならないのか？　とばかりに、レレイは手短かに説明をする。

「生還率を上げるには魔法が必要。同行の許可を……」

　レレイの、物問いたげな色彩をもつ視線。

　無表情という相貌の向こう側に、伊丹はレレイの様々な感情が揺らめくのを感じた。そしてそれは、レレイの怒りが心頭に発していると主張していた。

「レ、レレイさん？　も、もしかして怒ってらっしゃる？」

「………………………………………………」

　こうして、伊丹は「四人分頼む」と柳田に告げた。

　ロゥリィに譲ったばかりで、レレイの申し出をはね除ける理由もないし、滅多に感情を表すことのない少女の怒りがとてつもなく恐ろしかったからだ。

　伊丹が思いつくような「若いから」とか「組合に必要な人材」といった類たぐいの言い訳をしたとしても、レレイにかかれば赤ん坊の手を捻ひねるがごとくに論破されてしまっただろうし、かえって怒りの炎に油を注ぐようなことになるような気もしたのだ。

　伊丹の対応に満足したのか、レレイもまたこの場から立ち去る。彼女にもまた支度があるのだろう。




　今度は伊丹の前に、ヤオが姿を現した。

　無言のまま前に出ると、地に座り込む伊丹に向けて片膝をついて、胸にクロスさせた両の掌てのひらをあてて、深く頭こうべを垂れる。

「なんなりと仰せ付け下さい。此の身は只今より永久に御身の物。御身の、いかなる仰せにも従います。今この場で命を絶てとおっしゃるなら、ただちに……」

　伊丹は、神妙に忠誠を誓うヤオを見て深いため息をついた。本気で、自死しかねない迫力があったからだ。

「とりあえず、ここで死なれても後始末に困る。それなら道案内をしてくれ。ドラゴン退治でも役に立ってくれ」

「かしこまりました。囮おとりでもなんでも仰せ付け下さい」

　ヤオの言葉の端はし々ばしには、自罰的な気配が見受けられた。

　自嘲や自罰というのは、他者から罵られたり罰せられることへの心的な防衛としてなされることが多い。ヤオも自らの罪と、それに対する伊丹の怒りを感じているのだろう。

　そんなヤオを、伊丹は罰するようなことはしなかった。あからさまに憎しみを向けることもしない。ただ、淡々と彼女の役割を指図するだけである。

　罰されることを求めている者を罰することは、逆に楽にしてやることを意味する。ヤオに良心というものがあるなら、その呵か責しゃくを受け続けることが罰となるだろう……などと考えたわけでもない。

　ただ、腹を立てたりするのは、面倒なばかりで詰まらないと思っただけだ。愛情の反対にあるのは怒りや憎しみではなく無関心であるように、彼女に対して心が全く動かないのだ。

　もう少し、ヤオの境遇とか想いを伊丹が知っていれば、別の感情が湧いたかも知れない。だが、伊丹にとってヤオという名のダークエルフは、いきなりサーベルを突きつけて来たり、テュカに対する精神的な狼ろう藉ぜきを働いたという悪い印象しかないのだ。

　そんな伊丹の距離を感じさせる冷淡さは、慚ざん愧きと呵責に凝り固まったヤオにとって心地良いものであったのが皮肉である。「しょうがなかったんだよな」、などと優しくされたらかえって地獄だったろう。

　自分はそうされるだけの罪を犯したのだから、手頃な道具のように使い潰されて、そのまま打ち捨てられるのが相応しいと思っている。それが不幸慣れした此の身らしい末路だろう。でも、叶うなら罰が欲しかった。苦痛と罵倒を与えて欲しかった。侮辱と陵辱を欲していた。

　ヤオは自分の深奥にある何かが嗜し虐ぎゃくを求めていて、それを快楽と感じるのかも知れないと気付いて、背筋を震わせていた。




「結局、五人分ってことかよっ……」

　一連のやりとりを見ていた柳田は砂を吐くようにして言い放った。何故だか急に不機嫌になっている。

「あのなぁ、伊丹。この際だからはっきり言わせて貰うと、俺はお前が嫌いだ。前から嫌いだったが、もっと嫌いになった」

　何を言い出すかと思えば、柳田の口からこぼれたのはそんな罵倒であった。ボールペンとメモ帳を胸ポケットに仕舞いながら、伊丹の傍らで傅かしずいているヤオにちょっと視線を向ける。

「俺は防衛大を出て、それなりに優秀な成績を上げて自衛隊に入った。第一選抜のエリートコースに乗っていると言ってもいい。だが、楽をしてここまで来た訳じゃない。軍事、法律、様々な勉強を暇さえあれば続けてるし、同僚や上司との付き合いだって慎重にこなしてきた。下げたくもない頭を下げて、言いたくもないおべっかをあっちこっちに言って回り、本省の背広組との顔つなぎも丁寧にやって、政界や財界の連中がつけてくる無理難題な注文もなんとか収めてきた。俺はな、組織の苛か烈れつな競争で生き残るべく、努力して来たんだよ。苦労して来たんだよ。頑張って来たんだよ。だからな、正直言ってお前みたいな奴は嫌いなんだ。はっきり言って、見下している。片手間な仕事をして、趣味を優先した息抜きの合間の人生？　嗤わせてくれるぜ」

　柳田の罵倒は言葉だけ追えば、エリートの増上慢にも聞こえる。が、どこか調子外れで必死な気配があったために伊丹は聞き入ってしまった。

「お前はいったい何様なんだよ。やる気は無ぇくせに偶然の幸運で、ちゃっかり昇進して来て今や俺と同じ階級だとぅ？　それじゃぁ、俺のこれまでの苦労は何なんだよ。確かに、自衛隊ってのは戦闘組織だからな。実戦で戦果を上げればその功績に報いるのは当然だろう。だがな、お前みたいな勝手なことをやってる奴がのさばって、俺のような裏方が苦労してるのってなんだか狡ずるくねぇか？　だからよ、苦労しろよ。もっと酷い目に遭えよ。危ない思いしてくれよ。部下の家族に、息子さんは悲運にも特地でお亡くなりになりましたって手紙を書く立場になってみろって言うんだよっ！　そうしてやっと俺の努力と釣り合うってもんだ。違うか？　えっ？

　なのに、何なんだよ！　私わたくし事ごとだから部下を巻き込みたくないっ？

　国益のためになるだろう？　体裁は整えるって言ったじゃないか!?

　俺たち自衛官が引き連れていけるのは上が付けてくれる部下だけなんだよ！　階級と編成で与えられた部下が全て。それが当たり前なんだよっ！　みんな、その部下を得るために、命令できる立場になるために努力するんだろ!?　違うのかよ!?

　隊を離れたら、俺たち個人はなんにも出来ないんだよ。出来ちゃおかしいんだよっ!!

　なのに、どうしてお前には、付いてきてくれる奴が居るの!?

　なのに、どうしてお前だけに、自分から付いてくって言う奴が出て来るんだよ!?

　くそっ、腹が立って来る。胸くそ悪いっ」

　柳田はそう言うと地面を蹴って背中を向けた。

　肩で息をしている柳田の背中を伊丹はしばらく眺めていたが、やがて居たたまれなくなって口を開いた。

「まぁ、そのお、何だ……悪いねぇってことかな？」

「うるせえっ、ただの八つ当たりなんだから、お前は黙ってろっ！」
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「なによ、この女も連れていくの？」

　ヤオの存在を見て愁しゅう眉びを寄せたテュカに、伊丹は「この女性も、いろいろとあったみたいだけど、もう諦めて故郷に帰ることにしたんだと。帰り道だって言うし、途中まで送っていくことになったんだ」という説明をした。

　レレイもロゥリィも、この嘘については何も言わなかった。ヤオも、伊丹の嘘に即興で合わせ、「しばらくお世話になる」と頭を下げた。

　テュカは、二人きりだと思っていた旅の同行者が増えてしまったことについては、思うところがあったようだ。だが、ロゥリィもレレイも、もう仲の良い友人であるから、彼女達との旅も父との二人旅とは違う楽しみが期待できるとして、すぐに機嫌を直した。

　旅装を整えたテュカ、レレイ、ロゥリィの周囲には、アルヌスの街の人達が見送りに集まっていた。

　レレイは、カトーに後のことを頼み、子供達に向けて帳簿や経理について困ったことがあればカトーとよく相談するようにと申し送っていた。

　ロゥリィは信者達や飲み仲間達と挨拶を交わし、ヤオは世話になった自衛官や警務隊の隊員が遠巻きにしているのを見つけて、目線で挨拶をしている。

　そうこうしていると、クラクションが聞こえて人垣が割れて道を開く。そして柳田の乗った高機動車がゆっくりと伊丹達の前で停まった。

「よお、伊丹。さっきは恥ずかしいところを見せたな。よかったら忘れてくれ」

「何のことだ？　記憶にないぞ」

「それならいいんだ」

　柳田はそう言うと、エンジンを止めて運転席を降りる。入れ替わるようにしてレレイが後部から乗り込み、ロゥリィ……そしてヤオが恐る恐るという感じで乗り込む。助手席にはテュカが座った。

「頼まれたものは、積みこんで置いたぞ」

　伊丹が運転席に座る。

「みんな、いいかな？」

　伊丹は乗り込んだ女性達に声をかける。

「さぁ、行こ！」

「準備は完了済み」

「いつでもいいわぁ」

「こ、此の身は、本懐です」

　伊丹はアクセルを踏み込んだ。

　こうして、一行を乗せた高機動車は、あっけなくアルヌスを出発したのである。




　アルヌスの丘にある診療施設。

　その病室からは眼下にアルヌスの街が見える。老人はベッドに腰掛けて、街から出ていく車両を見送っていた。

「若者が行ったか……」

　潰れて光を失った片目を黒い眼帯で覆い、左腕と左足に義肢を装着。服装を整えると、ナースコールのボタンを押した。

「デュランさん、どうしましたか？」

　スピーカーを通じて聞こえる看護師の声かけに、老人は肩を竦すくめた。

「済まないが、一番地位のある人を呼んでくれぬか？」

「どうしたんですか？」

「いや、以前から誤魔化しておった儂わしのことなのじゃが、話そうと思ってな」

「どういった心境の変化ですか？　いくら尋ねても、『儂はただの農夫じゃよ』としか答えて頂けなかったのに」

「なに、若者がなけなしの勇気を示そうとしているのに、儂がこんなところでぬくぬくとしているわけにも行くまいと思ってな」

「分かりました。すぐに先生を呼びますね」




　アルヌス協同生活組合、従業員宿舎。

　ドワーフの大工が突貫工事で作り上げた長屋は、自衛隊が拵こしらえた仮設住宅にも負けない住み心地を誇っていた。

　そのなかの一室に、食堂の主任給仕のデリラの部屋がある。

　石畳の床に、木造のベッド。その通常は藁わらを積むべき所に、なんと綿の入った寝具が置かれていて彼女を驚かせた。

　さらに、据え付けの家具として小さなテーブルとタンスが置かれて、小さな台所まである。窓には、カラフルな彩りのカーテンがかかっている。信じられないことであるが、この空間と備品の全てが、デリラ一人に与えられたものだった。

　思わず涙ぐんでしまったほどだ。

　こんな好待遇は、自分のような雇われのヴォーリアバニーでは考えられないのである。

　亜人に対する待遇が最もよいと評判のフォルマル伯爵家ですら、ハウスメイドは大部屋が普通で、古参格になってようやく二人部屋が与えられる。

　ところが、今や自分は個室の主だった。

　アルヌスの街は住民や出入りする人間が増えた。これによって手狭になった食堂は席数を増やしたのだが、当然のことながらデリラやドーラ達だけでは人手が足らなくなってしまった。その為に、給仕を増やすこととなったのである。

　そして新人の給仕を監督したり教育する役職として、デリラには主任という肩書きが付いて、これに伴って彼女の給料が増えて、居室としては個室が与えられたというわけである。

　デリラは、はしゃいだ。

　無意味に、窓を開けたり閉めたり、カーテンを擦ってみたり、まだ埃も浮かんでないというのに拭き掃除してみたり、同僚や後輩を部屋に招いて「先輩、すごぃですぅ」と羨ましがらせて悦に入ったりした。

　また気兼の必要な同居人がいないのを良いことに、裸でくつろいだり、へたくそな唄を歌ったりしてみた。その解放感と心地良さは例えようがない。

　さらには、故郷の友達に手紙を書いて自慢したぐらいである。返事の手紙を送る余裕がないことを見越して、返信用の費用まで添えて。

　手紙の最後にはこう付け加えていた。フォルマル伯爵家に赴いて自分からのこの手紙を見せ、推薦を貰ってこのアルヌスに来るように、と。

　デリラは、自分も行くと言ってくるであろう友達の返事が待ち遠しかった。

　朝、遅めに起きて支度をして、店に出て昼から店を開く。そして、一生懸命に働いて、客達と楽しくお喋りをして、そして夜遅くに店を閉めて、部屋に戻ってゆっくりと眠る。

　食べ物の心配をしなくても良い。

　寝る場所の心配をしなくても良い。

　休暇をどう過ごそうかな、と悩むことの出来る贅沢。

　それは夢のような毎日だった。

　だが、昨夜届いた手紙の文面は、デリラが期待していたものとは異なっていた。

「なんで、こんな内容の指示書が、イタリカから？」

　それは、フォルマル伯爵家からの秘密指示書であった。

　その内容は、今のデリラには到底受け容れがたいものだった。もし、この指示をそのままに実行したら、この街で自分はもう働けなくなってしまう。それどころか、この街で働く全ての亜人達が立場を失いかねない内容である。それはもう、決して許されないことだった。

「どうして!?」

　どうして、このような内容の指示をフォルマル伯爵家が出して来るのか。今の自衛隊とフォルマル伯爵家の関係においては、絶対にあり得ないはずだ。しかもフォルマル伯爵家は、日本との講和を推し進めているピニャの後見監督下にあったから、二重の意味であり得ないのだ。

　だが、指示には従わなければならない。

　それが、フォルマル伯爵家の密偵としてのデリラの使命である。矛盾した命令と立場と、自分の幸福を考えたデリラは、手紙を前にして身動きを取ることが出来なくなってしまったのである。

　せめて誰かに相談したかった。だが、誰が良いか。同僚？　駄目だ。上司の料理長？　もっと駄目だ。いっそのこと、伊丹や組合の幹部達ではどうか。

　そう思った時、窓の外を高機動車のエンジン音が響いた。

「あ、イタミの旦那！」

　窓を開いたデリラの前を、伊丹達の乗る車が走り去って行くところだった。
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「神よ。天地を支える、使徒よ。我が祈りをここに捧げる。この身を供く犠ぎとして、我は祭さい祀しの炎をくべる者なり……。

　戦いの神エムロイ

　冥府の王ハーディ

　盟約の神デルドート

　復讐の神パラパン……」

　デリラは祈りの言葉と共に、テーブルにしつらえた小さな祭壇に向かった。

　神々を象徴する燭台に火を灯すと、片膝をついて頭を垂れる。その長い兎耳の尖端を床につけるほどに。

　既にその身は、戦衣につつまれていた。

　その美貌を隈取りで化粧し、手には煤すすで燻いぶした抜き身の剣を掲げている。

「我を、あらゆる恐れ、慈悲、愛、迷いから守り給え。この身はこの時より、敵たる者の命を奪う一振りの剣と為らん。赤き血を受けてただ錆びゆく鋼はがねとなりしも、忠誠を誓いし我が魂魄は不滅不変なり」

　それは、ヴォーリアバニーの祈りだった。

　ヴォーリアバニーは、大陸の東北域の平原に小さな原始的な部族国家を築いていた。

　その性質は剽ひょう悍かんにして残忍、激しやすく、そして淫乱であると年代記に語られているが、ヒト種の一方的な記述だけで、彼女達とはこういう種族であると語ることは不公正のそしりを受けることとなるだろう。が、そのような記述が残されるには、やはり残されるだけの理由があって、そこには彼女たちの生活していた地域では、部族間の争いが絶えることなく毎日のように戦争にあけくれていたこと、そして彼女たちが種しゅを残すために、部族外の男と好んで交わったことが年代記作家達に強い印象を残したのだろうと考えられている。

　その社会は、純血種たる女王が絶対的な権力をもって大勢のヴォーリアバニーを従えるというものだった。君臨する女王を支えるために、貴族に相当する階層も存在する。だが、それらはもっぱら地位や血統を示したものであり、家によって継承されていく性質のものではなかった。何故なら、彼女たちには家という概念がなかったからだ。その理由は家を形成するのに必要な男という性が、極まれにしか産まれなかったことにある。ヴォーリアバニーは多産であるが、男はほとんど産まれてこない。故に稀少であり、稀少であるからこそ一族の男と交わって産まれて来る子供は純血種として女王候補とされていたのだ。

　一族の男が稀少となれば、他の女達は他の種族の雄と交わってその精を得て、子をなすしかない。夫婦という概念がないから気に入った者と気に入った期間、つがいとなって閨ねやを共にする。そして飽きれば別れてしまうのである。実にあっさりとしたものである。だから、あえて言うならば、部族その物が家族として機能しているのだ。デリラも部族の女達を親として育てられ、部族によって教育されて成長したのである。

　だが、その王国も女王の裏切りによって滅亡した。

　帝国軍が攻めて来たのである。

　それは軍事的な攻撃というよりは、狩猟に似ていた。そう、帝国軍の目的は領土や財貨ではなく彼女達そのものであったのだ。美貌に優れていると名高い彼女たちを捕らえ、奴隷として売り払うためだけに、仕掛けられた戦争であった。

　彼女たちは果敢に抵抗した。個々の力量においてはヴォーリアバニー達は帝国兵士をはるかに凌駕していたから、帝国軍を苦しめ、翻ほん弄ろうした。だが、そこまでであった。

　装備と数、そして戦力の組織的な運用において帝国軍は洗練されていた。各所でヴォーリアバニーの反撃に翻弄され、戦線を食い破られたりしつつも全体としての攻勢は怯まず、面で押し続けられた彼女達は、最終的には敗北してしまったのである。

　最後まで刃向かった者は嬲なぶるようにして殺され、力尽きて抵抗を断念した者は兵士達に陵辱された後に、烙印代わりとして片耳を中途で切り落とされる。そして市場でセリにかけられたのである、奴隷として。

　もちろん、全員が捕らえられたわけではない。一部で、なんとか逃げ落ちることの出来た者もいる。ただ、逃げた者を待ち受けていたのは奴隷となった者よりも、さらなる過酷な毎日であった。

　帝国軍の追跡を逃れるために、住み慣れた故郷を捨て各地を流転し、一日一日の糧を得るだけで精一杯。襤ぼ褸ろをまとい一握りの穀物のために盗みに手を染め、馬鈴薯の一つと引き換えに身体すら売る。こんな辛い日々が続くなら奴隷の方がマシと、あえて自ら片耳を中途で切り落として、捕らわれようとする者も出た。

　その決断を、止める者もいなかった。

　誰も彼もが、一片の誇りに縋って酷い生き方を続けるより、楽な生き方の方が良いかも知れない、と揺れ動いていたからだ。

　だから、最後まで残ったのは、誇りを捨てるなら死んでしまった方がマシという思いの強い者だけだった。そして、それを支えたのは自分達を裏切った女王に対する怨念だろう。この誇りと憎悪の二つだけが、彼女たちを生かし続けて来たのである。

　そんな彼女たちに、希望の光がもたらされたのは程なくしてからである。

　フォルマル伯爵家先代当主コルト。

　それが彼の趣味だったのか、それとも開明的な思想に基づくものだったのかは、今となっては知る由もない。彼をよく知る者ほど「趣味だろう」と評する。要するにヒト種の美女よりも、亜人の美女を好んだという説である。

　実際、彼の寵ちょう愛あいを受けたというキャットピープルや、メデュサの女性の名が後々まで残っている。が、彼女たちの殆ど全員が、伯爵について問われても幸せそうな微苦笑をするだけで、口を閉ざしているので真相は謎となっていた。

　後年、当主として成長したミュイ一人だけが後継者の特権として、年老いた彼女たちから父親の思い出話というか愚痴話を聞くことができたらしい。ただ、そのミュイ自身も、噴き出しそうになるのを堪えて、父親の名誉のために決して語らなかったということである。

　そこから推測されることは、ただ一つ。彼が地位や権力を利用したり、彼女たちの弱みにつけ込んだりしたことはなかったということだろう。たとえ亜人趣味だったとしても、彼女たちの自由意思を尊重する開明的な趣味だった、と評して良いのかもしれない。

　いずれにせよ、フォルマル伯爵家は、ヴォーリアバニーやキャットピープル、ハーピィ、メデュサといった、大陸の各地で虐げられているような亜人部族を集めて領内で庇護し、不当に取り扱うことを禁じた。これによって多くの亜人達が彼の領内で最低限ながらも生活を続けることが出来たのである。

　流れ着いたヴォーリアバニー達が伯爵に与えられたのは、作物も育たないような痩せた土地ばかりの山中だった。だが、そこは彼女達にとっては唯一無二の安住の地となった。小さな家をつくり、集落を作り、仲間を呼び集めて、そこを第二の故郷として生活を始めたのである。

　しかも伯爵は、彼女たちを貧困から救うために、希望する者のなかで条件に適う者をハウスメイドとして雇い入れるということまでしてくれた。こうしたことで彼女たちの極貧生活は、わずかでも潤ったことは確かなのである。

　この恩に報いることができるならば何でもする。それが彼女たちの総意である。

　だから、伯爵家からの指図ならばそれに従う。それがデリラの最終的な決断だった。

　デリラは、考えることを止めた。あらゆる疑念と迷いを捨て、彼女に与えられた責務を果たすべく剣を握ったのである。
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　伊丹等を見送った柳田は憤ふん懣まんやるかたない表情を見せていたが、しばらくすると、肩を竦すくめて「ちっ、しょうがねぇなぁ」と頭を切り替えて日常の業務へと戻った。

　アルヌスの街の人々もそれぞれに、それぞれが担うべき仕事へと戻っていく。ＰＸの売り子はＰＸに、料理人や給仕達は食堂に、そして大工のドワーフ達は現場にと……。

　柳田は、伊丹のせいで増えてしまった仕事を手際よく片付けていった。

　苦虫を噛みつぶしたような表情をしている檜ひ垣がき三等陸佐に、伊丹がしでかしたことを説明して、表情の苦さをさらに増強させたあと書類の差し替え等を進言する。

「つまり、『現地住民から重要な地下資源情報を得た伊丹二等陸尉はその緊急性と重要性に鑑かんがみ、隊の指揮を桑原曹長に任せると、現地住民の協力を得て単身特地エルベ藩王国との国境方面へ調査に赴いた』ということになるわけだな……」

「そうです。以前より、伊丹にはこちらでのコネクションを利用して、戦略資源についての情報は優先的に集めるようにという訓令が出ています。今回の行動は、それにのっとったものであります」

「ま、地下資源が原油、ダイヤモンドとなればいたしかたないか」

「ええ。以前から『早く探せ、早く探せ、まだかまだか』と本省の連中にせっつかれておりました。こちらの言語に精通した各偵察隊の要員は、帝都での活動で手一杯でしたから、これまでは資源探査に手を付けることは出来ませんでしたが、これは極めて重要な任務と位置付けられております」

「目的については良しとしよう。だが、問題は緊急性だな。帝都に赴く任務を放棄するほどのものか？」

「はい。現在日本を取り巻く周辺状況は日増しに厳しくなっております。アメリカ、ＥＵ、中国、ロシア……世界の国々がこの特地に踏み込んで来るのも、そう先のことではありません。今のうちに資源の正確な位置情報をおさえておかなければ、我が国のアドバンテージは失われてしまいます。これは国家戦略上極めて重要な任務であり、可及的速やかになされなくてはなりません。伊丹は適切な判断を下したものと思われます」

「だが、単身での活動は危険ではないのか？　ドラゴンも出ると聞いているぞ」

「奴も、覚悟の上でしょう」

「そうか。覚悟の上か……」

　檜垣三等陸佐はそう言うと、書類を前にしばし瞑目して、判はん子こに手を伸ばした。

「よし。そのように理解した」

　印影もまだ乾いていない書類を受け取った柳田は、一礼して檜垣三佐の前から退出しようとした。そんな柳田の背中に檜垣の言葉が浴びせられた。

「俺は思うんだ。彼奴はいったい、何を考えてるんだろうか、と」

　柳田は基本教練の教範通りに回れ右して向き直ると、破顔して言い放った。

「自分は以前から馬鹿であると理解しておりました。本日、その確信を深めたところです」

　檜垣は視線を窓の外に向けると、独り言のように言う。

「なんで、あそこまで馬鹿をやれるんだ、あいつは」

　柳田は檜垣の問いをあえて無視した。

「ルールや規則というのは、守るために存在します。ただ、それを遵守するだけなら、我々人間の存在は、いずれ世に出てくるであろう人工知能を搭載した人間型のロボットに劣ることとなるでしょう」

「なんだ、それは？　ＳＦの話か？」

「いいえ。さして遠くない未来の話だと心得ています」

「そうか。だとしたら人間の価値はなんだ？　何の意味がある？」

「人間の価値は、ルールや規則を逸脱できることにあります。いつ、何を理由として、ルールや規則を破るか。そして破ったか。そこに人間の価値は見出されることでしょう」

　檜垣は柳田にすら聞こえるほどに、深く嘆息した。

「ヤオという娘が地面に頭をこすりつけて言ったんだ、自分の故郷を、一族を救ってくれってな。俺の足に縋るんだ。あの綺麗な娘がさ。そりゃもう、こっちの胸が苦しくなるような声で泣くんだぜ。あの時ほど迷ったことはない。だが俺は動かなかった。動けなかったんだ。俺にも養うべき家族が居る。部下にだって家族が居る。勝手が出来る立場ではない」

「三佐。それが普通です」

「お前の言い様なら奴だけが人間としての価値を示したことになる。奴が羨ましいな」

　檜垣はそう言うと椅子を回して背を向けた。

　柳田はその背中へと告げた。

「三佐。貴方にとっての『その時』が、たまたま今でなかっただけだと存じます」




　柳田の仕事は続く。

「はいはい、お次は、と」

　走るようにしてやって来たのは、陸上自衛隊特地方面派遣部本部・作戦幕僚部の第二科執務室。

　二科長の今いま津づ一等陸佐は、特地内における『情報』を一手に取り扱う責任者である。

　彼の部下は基本的に制服組自衛官だが、この特地においては背広組を含んだ情報本部の要員や、公安調査庁、外務省、そして警察の公安からの出向者等も含まれて、寄り合い所帯の体ていを成している。ある意味、それぞれが本局の出先機関として第二科に陣借りしていると言っても良い。

　そして、それぞれが得意とする分野で特地における情報収集の糸を繰り、あるいは情報を分析、評価、方針の策定に携わっている。これを統御することが今津の任務なのである。

「今津科長。書類に判子をお願いします」

　柳田の差し出した稟りん議ぎ書しょを、今津はちらりと眺め見た。これは伊丹の単独行動の合法性を裏付ける書類でもある。既に、檜垣の判が押されていて、残る空欄を埋めれば完成である。

　今津は、さらさらと斜め読みすると印鑑を押した。

「柳田。天然資源関係の情報なんじゃけんど、もうちぃと急げないものかのぅ？　ものすごい矢の催促なんだが……」

「今でも偵察隊の人員の殆どが、二科主導の帝都工作に取られてるじゃありませんか。これ以上は、なかなかままならないのが現状です」

「そこをなんとかならんかのう。カトー先生センセとか、レレイちゃんみたいな学者さんからもろうた情報と空自の航空写真だけではどうもな。やっぱり現地に赴いての調査が必要なんだわ。講和交渉も大事だが、こっちはこっちでやっぱり大事やから、たのむわ」

　実際、現地語が使えて、調査・各種工作といった活動に従事できる人員は限られているのだ。講和交渉の支援や帝都内での活動にほとんどの手が取られているため、資源状況の調査は遅々として進んでいないというのが現状である。

　柳田はこうした関係各部署の要望を調節して、実働部隊に任務を振り分けていく実務を担っているために、こうした要望が直接ぶつけられてしまう。だが現状では、抜本的な対応などとうてい見込めない。だからどうしても、その場しのぎや場当たり的な対応、時間稼ぎなどで対応せざるを得なかったのである。

「ホイで思ったんじゃが、この伊丹っちゅう奴の今回の行動。これからも続けられんかのう？」

「どういうことです？」

「要するにや。幹部自衛官に、雇った現地人を三～四人つけて、あちこちに偵察に行かせるっちゅうことや。さすれば人員も少なくて済むやろ？　六個ある偵察隊それぞれから、一人か二人を引っこ抜ければ、資源探査のチームが少なくとも六個くらい作れるやないか。偵察隊だって一人か二人ぐらいなら、都合つくんやないか？」

　確かにその通りである。

　資源探査と言ってもどんな鉱山があるか見て来るだけだから敵と会ったら逃げればよいのだ。これなら通常装備の隊員が二人も居ればよい。

　ただ人員が少ないと危険が多いから、これを補うために信用できる現地人を雇って連れて行けばいい。名目が必要なら案内人ということにすればいい。つまり、今回の伊丹のように、である。

　ただ、何かあったらすぐさまサポートできる態勢が必要となるかも知れない。これも、特戦や西普連（西部方面普通科連隊）が使えるなら、現実的なアイデアとなり得る。

「頭に入ったようやな。別に今日明日までに何とかしろとは言わんから、しっかり頼むわ」

　今津はそう言って、次の書類を手にした。

　柳田は、資源探査チームの構想を練りながら二科を後にしたのである。




　国旗降納のラッパが鳴った。

　すでに、陽も落ちようという頃合いだ。隊員達の多くは訓練や各種の仕事を終えようとしていた。それぞれ隊舎前に集まって、課業終了の挨拶を中隊長にして、武器の手入れを始めたりして、武器庫に収める作業に取りかかっている。それが終われば、飯を食い、風呂に入り、洗濯や靴磨きなどを済ませ、居室の清掃と身辺の整理をして、余暇を過ごすこととなるだろう。

　勿論、夕方や夜間に任務がある者はこの限りではない。付近の偵察や警戒のために、これから武器に弾薬を装填し行動を始める者達もいるのだ。

　柳田も、時間が来ても仕事を終えることの出来ない者の一人であった。

　まだ、この特地における自衛隊で最も偉い人に、書類について説明を垂れて判子を貰うという大仕事が待っていたからである。

「そうか、原油埋蔵の可能性を示唆する情報を得た伊丹二等陸尉は、エルベ藩王国方面の国境地帯に、現地人協力者数名の案内を得て資源探査に赴いた、ということなんだな」

　重々しい口調の狭間に、柳田は背筋を伸ばして直立不動のままに頷いた。

　陸将室の厳粛な雰囲気は、柳田をして緊張させる重々しい雰囲気で満ちていた。何故なら、第一、第二、第四、第五、第六と、特地に配備されている全ての戦闘団の隊長達、そして空自から来ているパイロット四名も顔をそろえていたからだ。

　特に、加か茂も一等陸佐（第一戦闘団長）、健けん軍ぐん一等陸佐（第四戦闘団長）の戦闘的なほどの鋭い視線は、柳田の身体を貫いて、無言の重圧をぐいぐいとかけて来る。彼らにみなぎる怒気がひしひしと伝わって来るようだった。

　何か彼らを怒らせるようなことを俺はやったか？　などとびくびくしつつ、緊張を高めていく。いくらエリート意識に凝り固まった柳田であっても、この場では下っ端二尉でしかないのが現実なのである。

　柳田は、奥歯を食いしばりながら、狭間の問いに「はい。その通りでありますっ！」と答えた。

「彼奴は何を考えている？」

「本省訓令五の３０４号『特地における戦略資源探査について』が、伊丹の行動の根拠となります」

「それは分かっている。私が言っているのは表向きのことではないことは分かっているんだろう？」

「わかりません。表も裏も、伊丹は資源探査に出かけただけであります」

　柳田の迷彩服は、水でも浴びたかのようにその迷彩色をくすませていた。絞れば滴しずくが垂れそうだ。

「そうか。ならば良い」

　狭間は、柳田から視線を逸らして書類に視線を向けると、椅子に深々と腰を下ろし、その場にそろったそうそうたる部隊長達に問いかけた。

「諸君。どうするかね？」

「陸将のお心のままに」と健軍は告げる。

「我々も、いつでも準備が出来ています」

　空自の神かみ子こ田だ二等空佐の言葉に続いて、久く里り浜はま二等空佐、西にし元もと二等空佐、瑞みず原はら三等空佐の四名は胸を張った。

「宜しい。大変宜しい」

　狭間は腰を上げた。

「今の中国についてはさておき、古代中国には尊敬すべき人物も、我々が参考とすべき逸話も多い。申しん包ぽう胥しょという者の話がそうだ。彼は中国戦国時代における楚国の臣だった。楚が呉の軍によって滅びようとしている時に、彼は援軍を求めて秦に走った。だが秦王は『楚が滅びようとしているのは、身から出たサビである。なぜ、我が秦の兵を危険な目に遭わせなければならないのか』と言って断ったという。すると申しん包ぽう胥しょは秦宮の広場で七日間昼夜を問わず号泣して援軍を求め続け、これに心動かされた秦王は援軍を約束したという。……どう思うかね？」

　これに答えたのは空自の神子田二佐だった。

「余所の国の戦争に引っ張り出されて、命を落とした秦兵からすれば、たまったもんじゃないねぇ。馬鹿のやることですな」

「そうだ。だが、我々の中にも馬鹿が居たようだ」

　久里浜二佐がため息と共に言った。

「馬鹿とはいえ、日本国民です。こいつを見殺しにはできませんね」

「というわけだ、諸君。馬鹿を死なせるな。加茂一等陸佐っ！」

「はいっ！」

　加茂は伸ばしていた背筋をさらに伸ばした。

「第一戦闘団に待機を命じる。適切な戦力を抽出して、伊丹二尉の資源探査支援の準備をせよっ！　次に神子田二佐っ！」

「はっ！」

「航空支援を要請する。あらかじめ予想することの出来ない万が一の不測の事態、例えば特とく地ち甲こう種しゅ害がい獣じゅうとの遭遇に備えていただきたい」

「了解ですっ！」

　それぞれの隊長達が散開して、陸将室から出ていった。

　何が起こっているのか理解できず、あっけに取られていた柳田は、おそるおそる狭間に尋ねた。

「あの、エルベ藩王国との国境を越えられないからこそ、我々は手をこまねいて見ているしかなかったのでは、ないでしょうか？」

　柳田が、伊丹を焚たきつけたのもそれが前提条件だった。こうもあっさりと、部隊を派遣できるなら、テュカを追いつめるような、悪どい手段をヤオに唆そそのかさずに済んだのである。

　狭間は、柳田を見据えた。

「今となっては何も言うまい。奴が行動を起こさなければ、彼かの人物も自ら名乗り出ることはなかったのだからな。柳田、お前こっちの言葉は結構使えるようになっていたな」

「ええ。日常会話くらいなら、なんとか」

「これから診療施設に行って来てくれ。会って貰いたい人物がいる。お前の任務は、その方の要望を聞いて、こちらの要望を伝えることだ」

「了解しました。ですが、その方はどんな方でありましょうか？」

　狭間は、柳田の問いに大きな咳払いをひとつするとまず汗まみれの上衣を脱ぐように言うのだった。
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「エルベ藩王国の国王が、ここの診療施設に入院してる？」

　狭間の話に柳田は驚きを隠せなかった。

　こんな重要人物が身近にいたとは。もし本当なら、今回の件についてもそうだが、藩王国との国交も日本にとって有利に展開することが出来そうである。

「で、本物なんですか？」

「ああ。先ほど、ボーゼス嬢から連絡を受けた。語学研修生の一人でスィッセスという娘さんが、本人と話をしたことがあったということで、間違いないらしい。彼女たちも大いに驚いていたよ」

　狭間も抜け目なく、語学研修生達に国王が本物かどうか確認させたようであった。帝国の貴族なら、帝国の諸侯国の君主と面識があるかも知れないと考えたのが、何気に正せい鵠こくを射いることとなったのである。

　こうして、柳田は診療施設の病室へと赴いたのであるが……。

　柳田の見た光景はベッドに座った隻せき腕わん隻せき眼がんの男性が、晩飯をがつがつと口に運んでいるところだった。病み上がりとも思えない、なかなかの健けん啖たんぶりである。

「おおっ、来たか。待っておったぞ……儂の留守中、政務は継けい嗣しの王太子が執とっておるはずじゃが、儂からの手紙が届いても奴は喜びはするまい。おそらく黙殺するじゃろう」

　デュランは、柳田の顔を見るなり、脈絡のつながらない状況の説明を始めた。自己紹介も、前ふりも無しだった。

　柳田が、状況を把握できるまで何の反応もしないと見るや、デュランは「ふむ」と再度料理に挑み始める。どうやら話の主導権を取ってなし崩し的に要求を畳みかけて来るつもりだったようだ。

　柳田はタフな交渉になると気を引き締めた。何しろ相手は小なりといえども一国一軍を一身で率いた男だ。甘く見て良い相手ではないのである。デュランは、料理をつつきながらここでの食事について論評した。

「儂としては、酒が付かんことが常々不満じゃった。じゃが医者と看護人が煩うるさいでな、ずっと我慢しておったのじゃよ。が、今宵からは晩飯だけは下の食堂からまわして貰うことにしたわい。このアルヌスの庶民達は、随分と良いものを食べているようじゃな。まつりごとが上手く行っており、民が豊かな証左じゃよ」

　見れば、トレイに載せられていたのは肉や野菜を炒めたものだった。

　何を食べているのかと思えば、街の食堂で出される普通の定食である。特地の新鮮な食材に、日本の調味料という組み合わせだから、確かに美味い。だが、陛下などと敬称付けで呼ばれる立場の人が、お気に召すほどに凄いとも思えない、ごく普通の食事なのである。

　ただ、病院の食事は不味いというのが定番である。どれくらい入院していたかは知る由もないが相当長い期間、味気ない病院食を食べていたのかも知れない。そのせいで、まともな味付けの食事が数倍美味く感じるのだろう。

「まぁ、下の街は我が国の影響下にありますからね。当然と言えば当然です」

　柳田はそんなふうに日本という国を誇ってみせながら、国に残っている王子が自分からの手紙を喜ばないだろうという理由を尋ねた。

「ああ。あ奴はの、日頃から儂を疎ましく思っておったのじゃよ。だから儂がいなくて今頃清々しとるはずじゃ。使者など送ってもいい顔はするまいて」

「そうでしたか」

　国境を越えての軍事活動について、国王個人の承諾を得たとしてもエルベ藩王国が彼に従ってないのであれば意味がない。エルベ藩王国政府に、国境を騒がせる旨をきちんと知らせておかなければ、軍事侵攻と受け取られかねない。

「そこでな、この手紙をクレムズン公爵と、ワット伯爵に送ってくれ。この二人は儂に味方してくれる。場所も地図に示しておいた」

　デュランは柳田に、二通の信書と手描きの略地図を差し出した。

「この二人を通じて、国内の有力な貴族をまとめて貰うつもりじゃ」

　柳田は、これを素直に受け取らなかった。両手を振って「とんでもない」と断った。

「お家騒動は嫌ですよ。我が国には関わりのないことです」

「何を言う。藩王国は本来儂の物じゃ。それを取り戻すのにちょっとぐらい協力せい」

　柳田は、デュランの要請に対して眉根を寄せながら「そういう話は、宗主国の帝国にご依頼下さい」と突き放した。

　するとデュランは「帝国はもう嫌じゃ」と憮然とした表情を見せる。相当の恨みを帝国に対して抱いている様子だった。

「しかし陛下にご助力して、我が国に何の利益がありますか？」

「炎龍退治のために国境を越えることを許可する。それでどうじゃ」

　柳田は首を振った。そして非常に狡ずる賢がしこそうな表情をするとこう言い放った。

「陛下の首を塩漬けにして王子様にお送りしても、ご許可が頂けそうですな」

　デュランは「ちっ」と舌打ちした。

「なんとまぁ、喰えない奴。儂の首を塩漬けにするというか？　他人のために命がけで、炎龍退治に出かけるようなお人好しもおれば、お前のような嫌らしい奴もおる。どっちがニホン人なんじゃ？」

　柳田はどちらが本物と言われても、どちらも日本人であるとしか言い様がないのだと嘯うそぶいた。日本人にもそれぞれ個性があり、一人を見て全員を規定するのは間違いなのだ。

　この陰険漫才は、それぞれの国益をかけた舌戦である。

　本来ならば外務の官僚がするべきことであるが、彼らの担当だからと言って、今此処にいる柳田があやふやな対応をすれば、それをきっかけにズルズルと利益だけ取られて、こちらは何も得られないという状況になりかねない。実際、日本政府はこの手のことで、利益を得ることが苦手で、いつも気前よく損ばかりしている。だが柳田は日頃の仕事の関係か、それとも元々の性格か、得られる可能性が少しでもある利益は、狡賢く立ち回って根こそぎ掻き集めることに馴れている。

　狭間が、あえて自分をここに差し向けたのも、デュランとの交渉を有利に進めるためだと柳田は理解していた。

「で、何が欲しいんじゃ？」

　ようやく、デュランは韜とう晦かいを止めて単刀直入に要求を聞くという態度を見せた。デュラン個人には取引の材料がないことを素直に認めたのである。

　柳田は、遠慮なく欲しいものは欲しいと素直に告げることにした。

「地下資源の採掘権。税の免除」

「金山と銅山は、我が国の富の源泉じゃ」

「ことごとく寄越せとは申しません」

「しかしなぁ……」

「では、金と銀と銅については半分。そして金銀銅以外で、有望な資源があったら、それらについては全てということで」

「ちょっと待て。今、ある金鉱も半分か？」

「では、新規に開発する金、銀、銅の鉱山については半分と、金銀銅以外の未開発の地下資源については全てということで」

「容易に答えられぬなぁ」

「何故ですか？」

「お前さんが、金銀銅以外は全て寄越せと口にする理由じゃ。妙に気になる。金銀銅以外で価値のあるものが、我が国に埋まっておることを知っておるのではないか？」

「それを知っていて、教えて差し上げなければならない理由がありますか？」

　デュランは、「欲をかいては損をするぞ」と場の緊張を解きほぐすように笑った。

　柳田は、損をするのは陛下の方だとそっぽを向いて呟く。

「知らないのですから、ないのと同じでしょう。これからも知らずに居てください。それとも、やはり塩の用意が必要ですかねぇ？」

「分かった、分かった。金銀銅など貨幣に用いる鉱物以外の、地下資源一切でどうか？」

　柳田は立ち上がると、デュランの差し伸ばした手を取りつつ念を押した。「免税特権をお忘れなく」と。これを忘れると、油田や鉱山の利益、そして通商と通行に莫大な税金をかけてくるおそれがある。

「ちっ、抜け目ない奴。致し方あるまい」

「では、引き換えとして我ら自衛隊が、陛下のご帰還を護衛いたします。ドラゴン退治のついでです。さして手間もかかりません」

「よしよし。これより、我が国はニホンと同盟関係じゃ」

「それについてはお約束いたしかねます。残念ながら自分は下っ端なんで、外務担当者が後日、城に戻られた陛下の下を訪ねることでしょう。その際に、お話し合い下さい」

「なんじゃ、アテにならん奴だのう」

　帝国から距離をおいて自立しようと考えるデュランとしては、この条件を認める見返りとして、日本からの庇ひ護ごを確かなものにしたかったのだろう。

　デュランは不満そうに鼻を鳴らした。だから柳田は付け加えてやることにした。

「陛下が、地下資源についての約定をお守り下さる限り、お国と、日本は好意的な外交関係を結ぶことが出来ますよ」
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　アルヌスにおける医療施設をわざわざ『診療施設』と呼んでいるのには、実はそれなりの理由がある。日本では、医療機関についての定義が医療法によって明確に定められている。ベッドが十九床以下の医療機関を『医院』または『診療所』と呼び、ベッド数が二十以上の場合は『病院』と呼ぶ……というようにである。

　アルヌスの診療施設はベッド数で言えば百を超える収容能力を持つ。その意味では都内の大病院に匹敵する。だが、今のところ稼働ベッド数はわずかに五。法に従うなら、施設基準とか人員の配置基準の都合上『医院』としておきたいところである。が、しかし一度医院として届け出てしまうと、万が一の場合、二十人を超えた患者は受け容れることが出来なくなってしまう。戦闘地域という性質上いつ何時大量の負傷者が出るか分からないのだから、これは不味いということになる。

　だから、法律上の医療施設としては届け出ず、どちらともつかない『診療施設』などという言い方をして誤魔化しているのである。どれほど立派な建物を持っていても、被災地などにテントで作った臨時の診療施設と同じ扱いなのだ。

　とはいっても、そんな診療施設も外見的には立派な病院だった。

　診療施設の玄関口にはベンチが置かれて、一人の女性が座り込んでいた。

　紀子だ。

　空には無数の星が瞬く頃合い。

　消灯時刻を過ぎた病院では、病室はもとより喫煙場所と定められた廊下などでも煙草を吸えなくなる。だから玄関先やその周辺でパジャマを着た患者達が屯たむろして煙草を吹かせている光景を、大きな病院などに行くと見ることができる。

　余り褒められたことではない。だが元気だけは余っている整形外科系（骨折とか……）の入院患者がストレスを溜め込むのもよくないので、医師や看護師も本人の体調が許す限り黙認しているのである。

　だが、ここの診療施設では入院中の患者は全部で五人しかいない上に、喫煙者は紀子一人だけ。普段はこの時刻に、デュランとかいう義足義手の爺さんがやって来て、紀子が鬱陶しく思うほど話しかけて来るが、そんな彼も今夜に限っては来ないので、紀子は一人静かに煙草の煙をくゆらせていた。

　ありがたかった。今夜に限っては、独りであることがありがたかった。

　今日、医師立ち会いの下、精神医学ソーシャルワーカーから告げられた言葉があった。

　それは、「貴女のご家族は全員、銀座事件以来連絡が取れません。おそらく皆さん、お亡くなりになったものと思われます」というものだった。

「うそでしょ」

「…………」

　当然のように発した紀子の懐疑に、医師は首を横に振るだけである。そして携帯電話が与えられた。

「なんだ、電話使えるんじゃない。嘘つき」

　当然のように、紀子は実家に電話した。だが電話は通じなかった。兄妹の携帯電話にもかけたが、別の人が出た。

「変よ。電話、故障してるんでしょ」

　次に、電話をかけようとしたのは大学の友達だった。

　だが、親しい友人の電話番号は、無くしてしまった携帯電話のメモリーの中だ。使わない記憶は頭の中にはほとんど残っておらず、親しい友達に電話をかけることも出来なかったのである。

　幸いなことに知り合い程度の友人が、たまたま末尾四桁が１１１１と、とても記憶しやすい番号を持っていたのを思い出したので、震える指を押さえつけるようにして、ボタンを押した。

　するとその友人は、紀子からの電話に驚き、続いて紀子の無事を喜んでくれた。そして、紀子が行方不明になってから家族に起こったらしい出来事をかいつまんで教えてくれたのである。こうして彼女を通じ、紀子の友人に無事が伝えられて多くの友達と連絡が取れることとなったのだが、皆一様に、紀子の家族と連絡が取れないこと。それどころか彼女の家が火事で焼けてしまい失われてしまったことなどを教えてくれた。数カ月間帰る者のなかった家だけに、家電製品が過熱したらしいという。

　人は、あまりにも激しい精神的な衝撃を受けると、ブレーカーが落ちるように何も感じなくなってしまうものらしい。

　脱力感と倦怠感だけが紀子の中に残った。

　悲しくなっても良さそうなのに、全くもって全然悲しくないのである。

　こういう時は、普通は憔しょう悴すいしていないといけない。テレビや映画にあるように、号泣して枕を涙で濡らすとか、わめいたりとかしないといけない。そんな考えから、今の自分の状況に相応しい行動を取ることにして、悲しんだような表情をしてみる。だが、それがどうにもしっくりこなかった。まるで他人のよう。自分のことでは無いような感じだったのである。お陰で、なんだか可笑しくなって笑ってしまったほどだ。

　何をしても、自然な感じがしない。手を叩いてみれば痛いのだが、それは自分とは関係ないところで起きた出来事のようにも感じる。痛みとしての実感が湧かないのである。自分が自分でない感じとでも言うべきか。ふわふわと浮いているような感触だった。どこに居ても身の落ち着け所がない。ベッドに横になっても、座っていても、本を読んでも、壁を叩いてみても、自分の頭を叩いてみても、落ち着かない。

　さすがの紀子も気付いた。「どうも、自分は変みたい」と。

　考えてみれば当たり前だ。恋人と一緒に拉致されて、彼はどうなったか分からずじまい。そのあと思い出したくもない毎日が続いて、助けられたと思ったら、実は家族全員が死んでいて、しかも帰る家も無くなっていたというのだから。変にならない方がおかしい。

　紀子の頭脳はそう結論付ける。

　そう、変なのが普通なのだ。紀子はそう考えて、気持ちを落ち着かせるべく玄関先にまで来て、煙草をふかしていたのである。

　ため息と共に煙草の煙を吐いて、ふと思う。

「いっそのこと、死んじゃおうか」

　そんな言葉を口にしてみた。普通なら、何考えてるんだ自分は……と思ったり、死に方を連想してゾッとしたりするのだが、それもない。ただ、「そっか、あんた死にたかったんだ？　よかったぁ」という安あん堵どの響きの籠もった女声が耳に届いただけであった。

　拉致されてから、虜りょ囚しゅう生活の中で生き残るために特地の言葉を会話程度ならこなせるまでに必死で学び取ったのが幸いして、紀子はその声の主と会話をすることが出来た。

「誰？」

「そう言うあんたは、ノリコでいいかな？　人違いだったら困るからね」

　紀子の前に立ったのはヴォーリアバニーの女だった。怖そうな隈取りと、女性的な身体のラインが妙に合っていて妖艶な感じだった。

「あたいも、死ぬのは嫌だって奴を殺すのは気が引けてたんだけどね、死にたいんなら、いいよね。手伝ってあげるだけってことで……」

「私を殺したかったの？」

「うん。ちょっと訳ありでね」

「そっか。私、死んじゃうんだ」

　紀子は死の影をまとった女が前に立っても、心が動かなかった。恐いとも、嫌だとも、逆に嬉しいとも思わない。ただ、そうなのか……と思うだけだった。だから、紀子は真っ直ぐ女に目線を向けた。これから自分に何が起こるのかを黙って見つめる。

　ヴォーリアバニーの女は煤で燻いぶされた剣を腰から引き抜くと、ビリヤードのキューを構えるかのように、紀子の喉元に切っ先を当てた。

「ゴメンよ。ホントにゴメンよ。ちょっと痛いけど我慢してな。なるだけ痛くないようにするからさ」

「どっちなの？　痛いのは嫌なんだけど……」

　すると喉元に感じていた剣先の力がすっと抜ける。

「困ったなぁ。あたい、痛くないように刺す方法なんて知らないんだ。どうすればいいんだろう。出来るだけ、早く死ぬようにするってことでいいかな？」

「早くってどのくらい？」

「参ったなぁ。どうしよう……」

　ヴォーリアバニーの女は本気で困っているようだった。

「死にたくないと抵抗したり逃げようとする人間を殺す覚悟は決めてきたけど、死にたいって言うのを手伝ってやるなんて、思っても見なかったんだよ」

　などと言いつつ、長い耳の後ろを掻きむしる。

　そんな所作が、知り合いのヴォーリアバニーと妙に似ていたので紀子は笑った。

「くすっ。今の貴女って、なんだかテューレさんみたい」

　紀子が何気なく漏らした名前に、女は凍り付く。

「……………今、誰だって言った？」

　喉元に突きつけられた剣が突き出されるのを、今か今かと待ってた紀子は、「どうしたの？」と改めて目の前にいる女性を見直す。その時である。

「そこで何をしているかっ!?」

　デュランとの打ち合わせを終えて出てきた柳田は、ベンチの女性に対して剣を突きつけているヴォーリアバニーを見て、即座に九㎜拳銃を抜いた。

　ヴォーリアバニーも反射的に動いた。

　柳田は九㎜拳銃を目標に向けると、躊躇ためらい無く引き金を三回引いた。だが、バニーの身のこなしは、柳田の予想を遥かに超えていた。中空に跳躍して柳田の放った銃弾を躱すと、そのままの勢いで正面から剣を振り下ろしてきたのである。

　これを避けることが出来たのはおそらく単なる偶然だったろう。

　跳躍した目標を視線で追うために顎を上げてしまい、バランスを崩したのである。半歩の後退が柳田を救った。

　鋭い切っ先がわずかに額をかすって柳田の足先にバニーの剣が食い込む。柳田は自分の腹の高さまで伏せられていたバニーの頭部めがけて、前蹴りを放つ。半長靴の硬い爪先は充分な凶器となる。だが、これをバニーは後転跳躍で避けると、そのままに距離をおいて剣を構えた。

　すかさず、柳田は銃口をバニーに向けようとしたが、バニーは銃口の延長線上を見えない槍か剣でもあるかのように避けて狙わせてくれなかった。発射された銃弾はよけられないが、銃口を相手に向けるのはあくまでも人間。撃剣に馴れた者なら充分に可能な芸当と言える。

「ちっ」

　当たらないのは承知でも柳田は続けて引き金をひく。

　銃声が巡察パトロールの注意を惹いて、駆けつけて来ることを期待してのことである。実際、遠方が騒がしくなってきた。

　銃口を避けるために地に伏せたヴォーリアバニーは、そのまま柳田に向けて突進してきた。腰溜めに剣先を向けて。

　下から下半身に向けて突っ込まれると柳田には対応できなかった。

　無様に身を捩ねじって躱すのが精一杯。おかげで脇腹に焼けた火箸でも突き立てたような感触がある。

「あちっ！」

　その衝撃で引き金を握り込んでしまう。だが幸いなことに、銃口の前には敵の背中があった。柳田は狙いをつける必要もなく弾が尽きるまで引き金を引き、弾が尽きても引き金を引き続けたのである。

「くそっ、くそっ、くそっくそくそくそっ！」

　意識が続く限り。
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　暗い地下倉庫を照らすのは、わずかな数の燭台の灯火。湿気を含んだ空気は重くぬめり、冷たい石の壁はあらゆる温もりを奪い去る。光と音の双方において、外界から途絶されたそこは地獄のような暗さで満ちていた。そんな場所に、唯一とも言える調度品があった。

　朽ちかけた椅子だ。

　長年の酷使によって継ぎ目も緩み、全体がきしむようになった上に、しばらく放置されていたのだろう。埃が厚く積もっていた。

　フォルマル伯爵家の老執事は、そんな危なっかしい椅子に座らせられ、額ひたいから脂汗をながしながら肩で息をしていた。その視線は虚空の闇を睨むような、それでいて怯えるような弱々しさが感じられる。

「わ、私は知らないっ！」

　喘ぐような返事は、誰に向けたものか。

　闇の中に複数の人影が浮かんで、その中の一つが老執事の頬を平手で打つ。

「あうっ」

　鈍い音と共に、執事の呻き声が地下室内に響いた。口角の唇が切れて、赤い血が流れ出す。

「バーソロミュー。貴方が当家の信しん箋せんを横流ししたことは、分かっているのですよ」

　黙々と執事の襟えり首くびを掴み上げて、ぎりぎりと締め上げていくのは猫耳メガネメイドのペルシア。その背後に立つ老メイド長は、苦痛に歪む老執事の表情を無機的に見つめながら尋問を続けていた。

「し、知らない。私ではない。断じてない。信じてくれっ！」

「本当のことをおっしゃいなさい。今ならまだ間に合いましてよ」

　数度にわたる殴打が続く。だが、老執事は強情なまでに口を割らなかった。

「本当に違うんだ、私は知らない！　だいたい何を証拠に私を疑う。私は此処にいる誰よりも長く当家に仕えている身なのだぞ。私よりも疑わしい者は大勢いるではないか。お館様の書斎に立ち入ることなど、誰にだって出来るのだからな！」

「しかし伯爵家の公印だけは、貴方が管理しています。違いますか？」

　老メイドの視線を合図に、ペルシアは再度の打撃を老執事へと加えた。致命傷を避け、いたぶるように苦痛を味わうように、痛めつけていく。

　だが、老執事は頑として口を割らなかった。

「イッソノコト、ココロヨム」

　アウレアが前に出ようとした。メデュサ種の彼女の髪は、犠牲者の『精』を吸う際に、それとともにその思考や記憶を深層表層を問わず読みとることができる。ただし吸われる精の量によっては、犠牲者は死ぬが。

　だが老メイド長は、それを止めた。

「お待ちなさい。貴女が心を読んでも証拠になりません。自分の口から話させなければ……」

　老メイド長は地下倉庫の隅で、この場を監督するかのように立っている人影へと視線を向けた。

　この尋問も、フォルマル伯爵家と、後見人たるピニャにかけられた疑いを晴らすためのものだ。少なくとも、この場に立ち会う者を納得させるものでなければならない。アウレアがいくら「心を読んだ、真相はこうだった」と主張しても、証拠能力に欠けるので他人を信じさせることなど不可能なのだ。

　同じように部屋の片隅で、身体を震わせていたマミーナが怒気を含んだ声で言った。

「ペルシア、代われ！　私がやるっ！」

　ヴォーリアバニーのマミーナが割って入り、執事に拳を振り下ろした。デリラとは同族でもあり、それなりに交流もあったから、彼女が暴挙を起こした責任がこの老執事にあると思うと、どうしても怒りを堪えることが出来なかったのである。

「お止めなさいっ！　我々は疑われている身なのですよっ。怒りにまかせて打って、死なせでもしたらどうしますっ！　口封じとしか思われませんよっ！」

　老メイドの言葉にマミーナの拳が止まった。

　老執事は椅子ごと床に倒れて呻いている。

　マミーナは口惜しそうに舌打ちすると、肩と耳を震わせながら後ずさり、壁に身体を預けた。

　デリラの起こした事件は、アルヌスの街を震撼させた。発展しつつあるとはいえ小さな街だ。警務隊が従業員宿舎のデリラの部屋を調べ始めたことは、瞬く間に知れ渡った。

　そして、「どうやらデリラが何かしでかしたらしい」という推測に、入院中のドワーフの弟子から「ヴォーリアバニーと柳田が血だらけで担ぎ込まれた」という別角度からの情報が合わさって、「デリラが柳田を刺した」という正確な推測として、皆に広まったのである。

　料理長は、あらかじめデリラに通告した通り、警務隊の菊きく地ちが職務質問にやって来ると「ええ。以前から、彼女は何か探るような振る舞いがありました」と正直に答えた。

「これで、あっしらは街から追放ですかね？」

　料理人やＰＸの娘達はうなだれていた。仲間がしでかした不祥事の累が自分達に及ぶかも知れないと考えていたからだ。だが警務隊の菊地は「なんで？」と首を傾げる。

「お前達は関係ないだろう。それとも関係あるのか？」

　この言葉で、アルヌスの住民達は安堵のため息と共に、胸をなで下ろしたのである。

　だが、フォルマル伯爵家は、そのようにはいかない。デリラの部屋から、彼女に暗殺を指示する文書が発見されたからだ。それは、この伯爵家の信箋に書かれており、伯爵家の公印まで捺された状態で、ノリコという女性の暗殺を命じていた。

　その荒唐無稽な話には、笑うしかない。

　今のフォルマル伯爵家は、帝国と日本の間の中立地帯として安定し、繁栄している。だから日本との関係を損ねるようなことは、自分の家を支える柱を切るようなものなのだ。

　また、万が一にも、それをしなければならない事情があったとしても、誰の仕業とも分からないように実行させる。わざわざ、暗殺を命じた証拠を残させるなど、馬鹿のすることとしか言い様がない。だが、この事実を知らされた時、老メイド長は反射的に伯爵家は、もうお終いだと思った。

　日本側の世界においてもかつてそうであったように、この特地でも要人暗殺の現場に、その家の紋章の入った剣が落ちていたとか、国王を呪った符が出てきたというだけで、幾ら身に覚えが無くとも証拠とされてしまった例が数え切れないほど有るのだ。しかも、デリラがフォルマル家の密偵だったことは事実だ。しかし、間違っても日本人女性の暗殺を命じたことなどない。これだけは確かである。ノリコなどという女性が存在していること自体知らなかったからだ。とすれば、誰かが嘘の命令をデリラに送ったとしか考えられないのである。

　老メイド長は、証拠の文書を携えて「この文書はおたくから出たものですか？」と、第四戦闘団の四〇一中隊を率いてやって来た用よう賀が二等陸佐の詰問に「直ちに真相を調べるから待って欲しい」と告げて、家内の取り調べを始めたのである。

　やがて疑わしい者の名前が挙がった。伯爵家の執事、バーソロミューである。

　理由は彼が伯爵家の公印を管理していたからだ。

　もちろん、老執事が自身でこのような命令書を出したとは言わない。彼とて伯爵家の一員であり、伯爵家が危機に陥れば災厄をその身に被る者の一人だからだ。だが、公印を捺した信箋をそのような用途に使われるとは思わずに横流ししたとしたら？

　ペルシアが老執事の身体を痣で綺麗に染め上げ、もう色付ける場所が無くなった頃、部屋の片隅で監視していた男達が、いよいよ動き出した。

「もう、結構です」

　用賀二等陸佐と、通訳として付き添う第一偵察隊の陸曹だ。

　二人とも無表情そのもので突き放したような態度だ。その冷淡さが、伯爵家に対する日本の感情を表しているように見えて、老メイド長も、マミーナもペルシアも、不安であった。

「いえ。いけません、事を明らかにしなくては」

　老メイド長は必死だった。何としても真相を、真犯人を明らかにしなくてはという思いで用賀に訴えかける。真犯人を明らかにすることで誤解が解ける。そのことに一いち縷るの望みを繋ごうとしていた。

「しかし、この男は喋らないでしょう」

「いいえ、必ず喋らせてみせます」

「婦長さん。時間の無駄です」

　無駄の一言が、伯爵家に対する死刑宣告のように感じられた。

「そんなっ！」

　そんなやりとりをしている最中、地下倉庫の戸を叩く音があった。

「二佐。お呼びですか？」

「おぅっ、待ってたぞ。入ってくれ」

「なんです、ここ？　暗いですね……」

　場の空気を読まずに不躾な感想を告げたのは、医官の二等陸尉だった。だがせっぱ詰まった雰囲気が彼のお陰で霧散する。老メイド長も、メイド達も用賀が何をするつもりなのか見る気になった。

「悪いが、打ち合わせたように頼む」

　医官は「ふん」と小さく鼻を鳴らすと「了解です」と頷いて、鞄から注射器を取り出した。アンプルを取り出してその首を切ると、シリンダを引いて注射器へと薬液を移していく。

「さてと」

　用賀は、ペルシア達メイドに下がるように伝えさせ、執事の顔を覗き込むようにして言った。

「我々は、叩いたり殴ったりしない」

　この言葉に、執事は縋すがるように言った。

「そ、そうか。ならば聞いてくれ。私は、本当に知らないんだ」

　通訳のタイムラグの間、用賀は図ず嚢のうから一枚の紙を取り出した。デリラの元に送られた文書そのものではないが、それをコピーしたものだ。しかも、文字ばかりでなく触った者の指紋もしっかりと浮かび上がった状態での写しだ。

「では、デリラの元に送られたこの文書も知らないということで良いな？」

「当然だ。私は見たこともない」

「そうか？　思い出すなら、今のうちだぞ。ここを、よく見ろ」

　用賀は、文書の文字ではなく指紋を指さした。

「この文様は、爪印なんかで使われるから、お前にも分かるな。指の痕だ。この指の痕が残っているということは、この指示書の実物に触ったことがあるという証拠だ」

　老執事は、通訳の言葉を聞いてその顔色を青ざめさせた。小刻みに震えてもいる。

「赤い丸で囲ってるのは、デリラの指。そして彼女の物でない指紋が、あと二種類あった。さて、残された二種類のうち一つがあんたの物でなければいいな」

　そう言うと、用賀は老執事の手を、ぎゅっと握った。通訳の偵察隊員が朱肉と紙を取り出す。

　老執事は、体中を硬直させて抵抗した。

「どうした？　何で嫌がる。はっきりさせるのに丁度良いじゃないか。この指紋がお前の物でなければ、疑いも晴れるんだぞ」

　老執事は、歯を食いしばって手を握って、絶対に指を開かないという態度だった。

「諸君、手伝ってもらえるか？」

　用賀の言葉に、ペルシアもマミーナも嬉々として手を伸ばした。老執事の手をねじり上げ掴み上げると、こじ開けるようにして指を開かせて、その十指全ての指紋をべっとりと採取した。

「私じゃない。私じゃない。私じゃない……私じゃないんだっ！」

　全身を震わせて懸命に言い訳する老執事の前で、用賀は朱色の指紋と、コピー紙の指紋とを照らし合わせた。とはいっても、薄暗い地下室で精確な照合作業が出来るはずもない。なんとなく見比べただけであった。

　しかし、照合作業などするまでもないことは、指紋を採取する際の態度で明白と言えるだろう。

「う～む、残念ですな。少なくとも貴方は嘘をつかれた。その訳を伺いたい」

　全身を震わせる老執事は、この期に及んで尚なお、頑かたくなであった。痙攣なのか拒絶なのか見分けの付かない、引きつったような首の振り方で口を噤んだ。

「何か言えない理由があるのかも知れませんね」

　通訳をしている陸曹の言葉を受けて、用賀は医官を振り返った。医官は老執事の腕をとるとゴム管を巻いて、その二の腕を酒精綿で消毒を始めた。

　何をされるのかと、老執事は驚いたような目で腕を見つめる。

　ペルシアやマミーナは、ここまで来たらもう何であっても協力するという姿勢で、老執事の両脇からその腕を動かないように固定していた。老メイド長も、用賀のやり方ならば事の真相に迫れるかも知れないと感じて黙って見ている。

　ゴム管で静脈を浮かせておいて、トンボ針（点滴用の針）を刺す。そのチューブの先には注射器が取り付けられていた。これなら多少暴れても、針が抜けるような恐れはないので精神科病院などで混乱して暴れる患者を、薬物で抑制する際に用いられる手法だ。

　医官は底意地が悪そうに告げた。

「これは、アミタールという薬です。この薬液があなたの体内にはいると、考えることも出来なくなって、問われたことを貴方の意志とは関係なく、喋ってしまいます。いいですね。貴方の意志とは関係なく、無理矢理、喋らされてしまうんです。ですから貴方は（誰かと交わした）約束を破ることにはならないのです」

　映画や小説に出てくるような自白剤という薬の存在は、一種の都市伝説である。

　実際には、問われたことをべらべら喋るような薬はない。しかし、このアミタール面接、あるいはバルビタール面接と呼ばれる技法は現実に存在し、精神分析臨床の現場では結構行われてきた枯れた技術の一つと言える。

　勿論『自白剤』などというほどの効果はない。しかし、証拠を突きつけた上で「自分の意志に寄らずしかたなくしゃべってしまう」と薬を打つ前に言い聞かせた言葉が、老執事の中での抵抗を和らげる言い訳となるのだ。

　医官はゆっくりと注射器のシリンダを押し込んでいく。ゴム管を弛めると、静脈血の流れに従って老執事の体内に薬液が流れていく。老執事の意識はゆっくりと霞がかかっていき、やがて朦朧となった。

　医官は、さらにゆっくりとシリンダを押していった。アミタールは催眠鎮静薬だ。一度に沢山の薬液を入れてしまうと本格的に眠ってしまう。眠るか眠らないかの丁度良い加減に調整することが、難しいのである。だが医官は手慣れた様子でそれを為す。

「どうぞ」

　医官の合図で、用賀は質問を開始した。





　　　　＊　　＊






　陸上自衛隊特地方面派遣部隊・作戦幕僚の第二科長である今津一等陸佐は、用賀から送られてきた報告を読んで舌打ちした。

　そこには、日本と帝国の講和を妨害しようとする地下組織の存在が示唆されていたからだ。今回の事件を概括すれば、何者かが、フォルマル伯爵家の秘密工作員に嘘の命令を送りつけて、事件を引き起こしたものである。

　老執事に対する尋問の結果、『信箋』の流出先は判明した。だが、イタリカにある『その者』の投宿先はすでに引き払われてもぬけの殻となっていた。痕跡を辿ろうにも、その糸は途切れてしまったのである。

　惚れ惚れとしてくるほどの手際の良さである。

　素人の仕業とは思えない。今津は、これまでの一般的な情報収集とは性格の異なる、積極的な諜報・工作活動の必要性を強く感じていた。

　事件の発生を防げなかった段階で、初手は敵に取られた。デリラによる紀子暗殺を防げたのは、偶然の産物……たまたま柳田が居合わせただけ、だからだ。しかし、敵がそこに存在すると分かったなら、巻き返しの方法は幾らでもある。

「問題は、敵の正体やな」

　折角集まった選りすぐりのスタッフ達である。防衛、警察、外務、内閣府、公安……それぞれ本局との情報交換だけさせておくのももったいない話だ。今津は、彼らを集めて意見を求めた。

「敵の正体を掴み、逆撃を喰らわす方法について討論してや」

「最初に言えることは、敵は『紀子』という女性の存在と、容姿を正確に掴みうる立場にあるということです」

「そうだ。彼女は女優でもなければ、有名人でもない。この地に知る者のほとんどいない異邦人だ。日本と帝国の関係において、彼女の重要性を知る者は限られている。まして容姿を知る者など、面識のある者以外あり得ない」

「皇太子ゾルザル。ここまでは普通に考えることだな」

「たしかに。『そう思わせる』ように作られているシナリオとも考えられるからな。奴ばかりでなく、その周辺にいる者も考えておく必要がある。奴の人間関係について、望月紀子さんに問い合わせて、しっかり裏付けしておく必要があります」

　今津は頷くと、部下の一人に早速手配させた。

「その中で、帝国と日本の講和を快く思わない者」

「なんだか、ゾルザルが一番怪しく思えてきた」

「ああ。奴が怪しい」

　ゾルザルが主戦論者であり、日本との講和を快く思わないことは、菅原達帝都の外交官達が、貴族との付き合いから得てくる一般情報からでも充分に読みとることが出来るからだ。

　男達は敵の思惑に嵌はまった会話をあえてすることで諧かい謔ぎゃく的に笑いあった。

「もう一つあるぞ。フォルマル伯爵家が、このアルヌスに諜報員を潜り込ませていることを知る立場にある者だ」

「それは、執事のバーソロミューじゃないのか？」

「バーソロミューは今回の件では捨て駒として利用されただけだ。事件について詳細に調べていけば、疑いがかかってくることは誰にでも分かる。逆説的に言えば奴が消えていなかったことが無実の証と言える」

「つまり、別の誰かが伯爵家に居る」

　用賀からの報告書に依よれば、執事バーソロミューには、女性に対する素行の悪さと借金という弱みがあったらしい。行商人から、伯爵家の公印の入った白紙の信箋を高く買うと持ちかけられて、思わずその誘いに乗ってしまったということだ。その上に美人局つつもたせに類する方法で弱みを握られて脅迫されたようだ。従って敵は、彼の借金と女癖の悪さを知り得る立場にあった。

「伯爵家内を探せば、敵と繋がりを持つ者を見出すことが出来るだろう。切れたと思った糸が繋がったな」

「伯爵家ばかりじゃない。このアルヌスにも居るかも知れない」

「ところで、イタリカから帝都までの情報伝達速度はどのくらいだ？」

「不味いな、資料がない。距離から見れば馬で十～十三日ってところかな」

「夜通し走らせるわけではないからな。そのくらいだろう」

「敵の工作員は、デリラが事件を引き起こしたことを今日知った。ただ、まだ事件の結果を知らない。敵は今頃、事の結果を探ろうと必死だろう」

「ああ」

「敵の工作員に特別な情報伝達能力がない限り、事件の報告は十～十三日前後で帝都に届くことになる」

　今津もここまで聞いて、大まかな方針を得ることが出来たが、自分一人で決めようとせず、「どうすれば良いか？」と尋ねて二科全体の方針とすることにした。

　背広組の科員が総そう括かつして答えを出した。

「伯爵家には諜報員の存在を伏せるか、ごく少数に限って知らせておく。そして伯爵家に欺ぎ瞞まん情報を流し、その伝達ルートをたどって、糸が何処まで伸びているか手繰るという手法が古典的ではありますが、効果的です」

「欺瞞の必要はないかも知れません。暗殺の失敗。それと、講和交渉団がいよいよ入ってくる。イタリカで第一次捕虜返還と、講和交渉が行われるって情報を流しましょう。第一次捕虜返還も、白百合補佐官がやって来るのも予定通りですが、まだ帝都には伝えてませんので使えると思います」

「講和をぶち壊したい敵さんとしては血相を変えるだろう。この講和交渉の妨害をしてくる可能性もあるな」

「提案。皇太子ゾルザル周辺にも探りを入れておくべきです。中途で『糸』を見失っても、その欺瞞情報を受けて、誰が反応を示すかを見ることも出来ます。内部に入れ込めそうな人材も確かいたはず……」

　言いながら、テーブルの上に置かれた資料から、現在帝都にいる人材についてのリストを引っ張り出す。

「そうだ。こいつも役に立つぞ」

　科員の一人が、背後の事務机に積み上がった書類の山からひと束の報告書を発掘した。

「悪所で特殊な職業をしている女性達から提供されたものだが、これには帝都の貴族の子弟とか、令嬢とか、議員の皆様、それと家々のメイドさんとかの下ネタとか醜聞に類する情報がたっぷり書かれている。ゴシップに関わるものだから、今までうっちゃっていたんだが、コレを使って我々側の協力者になっていただくのはどうだろう？」

　男達は、互いに顔を見合わせると悪戯をたくらむ子供のような表情で笑った。

　今津が腰を上げると会議を総括する。

「デリラは悪い娘じゃぁなかった。食堂の華の一人やった」

　皆頷いた。此処にいる誰もが、街の食堂で彼女と親しく言葉を交わしたことがあるのだ。

「諸官。彼女を騙してあんな真似をさせ、我々の仲間の血を流させた奴に落とし前をつけさせてやってくれ。確かに敵には地の利があって我々は不利や。だが、こっちには敵さんを上回るスピードがある、少なく見積もって十日。それを生かすんや。いいな！」

　こうして二科主導による、カウンターテロの戦いが静かに始まった。




「このブランデーという酒はいいねぇ。評判が上々だよ。誰かが献上品にしたみたいで、最近貴族様の需要が増えている。あればあるだけ買うっておおせだよ。俺も試してみたが確かに美味い。舌が肥えた連中はもう止められないさ」

　アルヌス協同生活組合、帝都支店。

　ここには帝都中の商人が商品の仕入れにやってくる。

　ネコ耳やイヌ耳の娘さん達にまざって店の仕事を手伝っていた倉田は、商人達と親しく雑談を交わしながら、それとなく皇太子周辺のことに誘導していた。

「でも、貴族様よりは宮廷でしょ。例えば、皇太子殿下のまわりに売り込めるような話はないかな。皇太子殿下御ご用よう達たしってなれば、売値も上がるだろうし」

「皇太子殿下か。難しいぞ。やんごとなきお方達は御用商人ががっちり固めて、入り込む隙なんてどこにも無いからな」

「やっぱり無理かね」

　倉田は嘆息した。いつも、帝室関係者は御用商人の壁が立ちはだかり、近付くことさえ難しいという話で、終わってしまうのである。

　すると突然商人は声をひそめた。

「おいおい、簡単に諦めるなよ。話はこれからなんだから……」

「って言うと？」

「実はな、最近殿下はいろいろな貴族のお屋敷を借りたりして宴席を頻繁に催しているんだ。要するに非公式って奴さ。だから俺みたいな小さな商会でも商いの機会が回ってくるってわけだ。後は言わなくても分かるだろ？」

「なるほど……やっぱり、注文で『特別な便宜』を図るってのでいいかな？」

「ああ、それで良い。あんたんとこの商品なら儲けは確実だからな」

　二人はがっちりと固い握手を交わした。

「お宅の注文品は、優先的にそろえさせるよ。で……それっていつ頃？　場所は？　お前さんのコネで、料理人とか送り込めるかな」

「なんだそれ？　変わった商売のやり方だな」

「ほら。酒や、料理の材料を売り込んでも、その上手な使い方ってやつが分からなけりゃ、商品の真価は伝わらないだろ？　腕のいい料理人を送り込んで、舌の肥えた連中を病みつきにさせるのさ。それで儲け倍増！」

「商魂逞たくましくて、実に頼もしい。それなら、俺もおこぼれにあずかれそうだし、良いぜ、引き受けた」

　二人は再度固い握手を交わした。




「フルタさん、このマ・ヌガ肉評判良いね。後で、作り方教えてよ」

　厨房で燃え上がる炎を前にしてフライパンを振る。

　臨時の料理人として厨房に紛れ込んだ古田は、厨房と宴席をせわしなく行き来するメイドさんの一人に声をかけられた。

「いいよ。その代わり、客について教えてくれないかな。舌の肥えた人だったら、それなりの味付けをしたいからね。女性が多ければ、甘いものが喜ばれるだろうし……出来るだけ詳しく、何処の誰とかも」

「え～っ！　今日は、軍人さんとかが多いけど……そのくらいじゃ駄目？」

「もうちょっと詳しく知りたいな。若い軍人さんなら塩味が強い方が良いし、年寄りのお偉い人なら、塩と油分を抑えて香辛料を増やした味付けをしたいからね。できれば名前とかも知りたいなぁ」

「うん、分かった。そういうことなら、ちょっと聞いてくるね」

　メイドはそう告げると、古田の焼いた肉を皿に盛って宴席へと向かった。

　すると、しばらくしてゾルザル自身が厨房にずかずかとやって来た。

「このマ・ヌガ肉を焼いたのは誰だっ!?」

　怒声とも罵声ともつかない大音声に、古田は一瞬どきっとした。やはり潜入しているという後ろ暗さがあるだけに、バレたら不味いという心理があって脅かされると心臓が強く反応する。

　しかもゾルザルは、厨房の料理人達の視線が集まった古田を発見して、凄い勢いで近付いて来た。

（やばいっ。怪しまれたか、正体が露見したかっ？）

　思わず懐中の九㎜拳銃に手が伸びる。

　が、どうやら心配する必要はなかったようで、ゾルザルは古田を見るとその肩をバンバンと叩いた。

「お前がこれを焼いたのか？」

「は、は、はいっ。そうですっ！」

「探したぞ。前にピニャの宴席でも料理を采配したであろう。いや、分かっている。俺はあの味を忘れておらん」

「え、あ、はい、確かにピニャ殿下のお仕事を、い、いたしましたっ」

　思わず直立不動になって胸を張ってしまった。

「やはりそうか、この味は他にはなかったものだからな。実は、お前に申し付ける仕事がある。明日宮殿に来い。いいな」

「有無を言わせない」という言葉があるが、これはもう最初から断られることなどあり得ないと思っている尊大さであった。そして、手元にあった焼き上がったマ・ヌガ肉を抱えられるだけ抱えると、用件は終わったとばかりに背を向けてしまう。

　緊張で身体の硬くなった古田は、そんなゾルザルの背中を見送るので精一杯であった。

　そしてそんな古田に対して、ゾルザルにぶら下がるようにしていたヴォーリアバニーの女性が、まるで値踏みするような視線を向けていた。

「なんだ、あれ？」

　戻ってきた、メイドが肩を竦すくめた。

「あのヴォーリアバニー？　知らなぁい。でも、殿下のお気に入りの愛玩奴隷でしょ。いつも連れて歩いてるわ。でもあの目、生意気よね。殿下のお気に入りかなんだか知らないけど、ヴォーリアバニーの癖に」

　メイドが言うには、あの女があのような視線を向けるのは、別に古田に対してだけではないということであった。
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　特地の空を白銀の翼を翻して二機のファントムが征く。

　雲上の空。

　天空の蒼を背景に、眩しい太陽が輝いていた。その光をさえぎるものはなにもなく、照りつけるような陽射しが、ファントムの機体を熱いまでに照らしていた。

「現在、高度一万一千フィート」

　二機の編隊は、小揺るぎもせず安定した速度と高度を保って飛行していた。

　コ・パイの久里浜が、キャノピーを画板代わりに地図に線を描き込んでいた。燃料消費量と照らし合わせながら航路の変更を記していく。

　パイロットの神子田はまるで機械の仕掛けのように、顔や視線を周辺へと留まることなく廻めぐらせて警戒していた。斜め後方に位置する僚機のパイロットと担当する方角を手分けしてのものだ。

「神子田。国境地帯まであと、十分。速度二百八十ノット。進路百九十。ターンヘディング（進路変更）……ナウッ」

「おうっ」

『了解』

　見事に右後方を追従してくる僚機。

「コンプリート」

　コンピュータとすら評される精緻な管制を行う久里浜の指示は繊細だ。並の神経の持ち主には煩わしさしか感じられないだろう。

　だが、それに従っている限り機体は進路を失うことも、迷子になることもない。そして機体が持つ性能を最大に引き出すための前提条件を作り上げてくれるという安心感が神子田にはあった。

　これまで誰も飛んだことのなかった特地の空。

　ここにはＧＰＳも、航空管制網もない。実際の地形と地図、そして計器だけを頼りに現在位置を見出し、進路を定め、気象条件と燃料消費量を勘案しながら航路を決めていかなくてはならないのである。まして戦闘機動をするならば……だが、それらの作業も久里浜なら任せて確実だ。

　だからこそのファントムでもある。

　だからこその神子田達でもあった。

「今日で三日目……いい加減見つけたいねぇ」

「カレを見つけてもいきなり攻撃するなよ。今回の目的は、カレの戦力評価なんだからな」

「分かってるって」

『そう言っても、いざとなると神子田さんは、手綱を離した猟犬並みの勢いでぶっとんでくからなぁ』

　僚機の瑞原の声がレシーバを通じて入ってきた。

『もう、おっさんって言われる歳なんだから、ちっとは自重しろ』

　そんな冗談が西元から飛んだ瞬間、計器が小さな電子音を上げた。

「レーダーに感、百二十七度。高度三千二百五十。コンバットマニュバ、ゴッ」

「おうっ」

　神子田はまるでスイッチを入れたかのごとき勢いで、スロットルをあげると機体を傾けた。エンジンが唸り、力尽くで速度が上がっていく。

　水平であるべき大地があたかも壁に立てかけたように視界に広がった。そう、まるで巨大な壁だ。強いＧが二人の身体を締め上げる。雲の隙間を抜けて大地へ向かって突っ込む。




「くっ、ふぅ……目標進路百八十八度、高度そのまま。距離……近い。やっぱり生き物だ、電波の反射率はえらく低い。こんなに近付くまで『感』がないとはステルス並だ」

「ふんっ、要は目視下での近接戦闘ってことだろっ。ギッ、基本通り後方からアプローチするぞ」

　腹筋を使った呼吸でＧを堪えながら、あっという間に打ち合わせを済ませる。

　僚機は高度を上げて観戦である。万が一の支援と、彼我の動きを余すところ無く調べ上げることが任務だからだ。

　空気を切り裂き、エンジンは咆哮を上げる。

　ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）の中心付近に、ドラゴンの赤い鱗で覆われた身体が入る。その悠然と空を滑空する姿は、美しくすらあった。

「あれだ」

「目標。特とく地ち甲こう種しゅ害がい獣じゅう、通称ドラゴンと確認。間違いない」

　この地にはこの地における弱肉強食の摂理がある。

　ある意味、カレは本能のままに餌を捕食しているに過ぎない。その行為を害と決め付けるのは人間のエゴである。ドラゴンはこの世界において、捕食ピラミッドの頂点にいただけなのだ。

　だが人間であるが故に、これを狩る。ヒトが殺されているのを黙って見過ごすことは出来ない。それもまたヒトの条理だ。

「撃てば当たりそうなんだけど」

「当たっても落ちない。20㎜じゃ豆鉄砲。無駄な攻撃をして、こちらの武器情報をカレに与える必要なし」

「あいよ」

　予定通り、神子田は機体のパワーを全開にさせるとドラゴンの背後から、その近くを掠めるようにして追い抜いた。要は、挑発である。

　激しい乱気流に巻き込まれ、驚いたようにドラゴンの飛行は乱れた。

　神子田は機体を旋回させるとドラゴンの周囲を回るような進路を取った。犬だって頭を叩けば噛みついてくる。ドラゴンは羽ばたくと、彼の誇りをいたく傷つけたファントムの後を追おうとした。

「へっ、怒ってやがるぜ」

　高度一万五千フィートで、神子田とドラゴンの接触を見守っていた瑞原は西元に言った。

「旋回半径が、めちゃくちゃ小さいですね」

「身体が自由に曲がるからな。巴ともえ戦せんは駄目だな」




「次、上昇性能」

　神子田はわざとパワーを抑えめにして、ゆっくりと上昇を始めた。

　ドラゴンが後に続いて来るが、追いつけそうでいて追いつけないよう、少しずつパワーを上げて引き離し、ドラゴンの限界を見極める。

「高度三千六百、三千七百、三千八百……羽ばたいてる癖に意外と推進力があるな」

「次、急降下」

　上昇から転じて機首を下に向けての急降下。

　重力に引かれて自由落下が始まる。ドラゴンも羽ばたくのを止めると、翼をすぼめるようにしてこれに追従して来た。

「まずいっ神子田！　パワーアップ！」

　これは翼をすぼめて空気抵抗を自在に調節できるドラゴンの方が優勢のようであった。

















　瞬く間に距離が詰められてしまう。

「高度一千、七百、五百」

　コクピットにロックオンされたときのような警告音はないが、それを受けた時に匹敵するほどの緊張感が二人の背中を襲った。神子田はドラゴンを引き離すために、地面を掠めるようにして機首を上げて、高度を上げた。

　ドラゴンもこれに追従しようとしたが、上昇性能の差で追いつけないことを理解したようで、中途で翼を広げ中空に停止した。

「ホバリング能力あり」

「Ｖ・ＳＴＯＬで格闘戦にも秀でている」

「機動力から見れば、戦闘ヘリ並ってことだな。それに、おつむの具合も悪くない……」

　神子田は機体を安定させると、高度二千フィートでゆっくりと旋回させた。

「久里浜、そっちのテストは終わりか？」

「ああ、だいたい分かった」

「んじゃ、今度はこっちの番だな」

「そう言うだろうと思った」

　久里浜はそう言うと、しっかりと顎を引き締めた。神子田はこんな時、性能限界ぎりぎりまでぶん回してくる。

「戦闘ってのは、機体の性能だけじゃなくて、スピリットのぶつけ合いでもある。ドラゴンの野郎がどの程度据わっているか。こいつを確認しないと中途半端ってもんだ。そうだろ？」

　神子田はそう呟いて、機体をドラゴンの正面に向けた。

　ファントムとドラゴンは、互いに向かい合って急速に接近していく。

　ＨＵＤの中心にドラゴンの顔が見えた。

「衝突コースに乗った……こいつ、片目だぜ」

　ドラゴンの身体が、視界の中で点に始まって急激に拡大していく。

「そいつは良い情報だ」久里浜が言った。近接するための死角として利用できるかも知れない。

　パワーマキシマム。アフタバーナーオン。

　音速を突破し、衝撃波が轟いた。

　まさに、チキンラン。

　ドラゴンも、悠然と翼を広げるとそのままに身じろぐでもなく、慌てふためくこともなく真っ直ぐ突き進んでくる。それは、空の王者としての誇りをかけた意地の張り合いであった。




「で、これか？」

　整備班長に睨まれて、後ずさる神子田と久里浜。

「もう、部品のストックは少ないんだぞ。しかも、耐用年数もギリギリいっぱいと来てる」

「それはもう、重々」

　神子田と久里浜の機体は機首が見事なまでに、こんがりと焦げていた。相当の高熱だったようで正面のキャノピーも白濁している。

　外見的には分からないが、レーダーなどの電装品も熱で損傷を受けたようであった。

　整備員達は覗き込んで、非常に危ないところであったことを確認し合っている。燃料系統のパイプが高熱に晒された形跡があったからだ。

　その強きょう靱じんな爪による一撃を避け得ただけでも幸運と言えたかも知れない。

　神子田は握り拳を固めて訴えた。

「あの野郎、武器を使わないはずのガチンコ勝負で、火を噴いたんですよ。火を。男らしくないと思いませんか!?」

「馬鹿野郎っ!!　でかいトカゲ野郎に、んなこと分かるか！　だいたいメスかも知れんだろうがっ！」

　こうして、整備班長の罵声が飛ぶのであった。
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　土砂降りの雨の中、進路が水に浸かり立ち往生した。

　空は分厚い雲に覆われて暗く、そこかしこに出来た水たまりも水面下がどれだけ落ち窪んでいるのかの判別もできなくて、車輪が嵌はまり込んでは車体が大きく揺れた。

　迂闊に泥濘ぬかるみに踏み込むと脱出するのも難しい。このまま行くのも退くのも危険と判断した伊丹は、高機動車を停車させると、エンジンも止めた。

「この辺りは、降り始めると凄い勢いで降るが、上がる時はあっさりとしたもの」というヤオの説明を受けて、伊丹はこのまま天気が変わるまで待機することにしたのである。

　エンジンの喧騒が静まると、雨が車体や幌を叩く音だけがする。

　伊丹が借り出した高機動車は、ドアが外されていて天井も幌だ。両サイドも幌がないから、外の風がそのまま吹き抜けていく。比較的陽射しの強いこの地では、このほうが心地良いのである。

　雨が両脇からわずかに吹き込んでくるが、車体の大きさがそれを救った。同乗者達は雨宿りの軒先から外の雨を見るような表情で、雨雲が去っていくのを待ち続けていた。

　手が空いた伊丹は、図嚢から地図と方位磁石を引っ張り出してここまでの進路とこれからの進路の確認を始める。

「現在位置はＰＤＧ・３４・ＲＥ２４９・４８７３１１……と」

　特地ではまだ緯度経度が定められていないため、航空写真から起こした地図にはＰＤ座標と呼ばれる線が均等に引かれて、位置を表記するようになっている。

　進路の参考とするために、ヤオにいったいどんな経路をたどってアルヌスまで来たのかと尋ねてみた。

　モダバーデンの村からコルロ山の麓を南に迂回、その後、テリリア平原を突っ切って、メタバル、グレミナ、ヘブラエ、トングート……。

　ヤオの語った経路を繋いだ線は、地図上で見事なまでにジグザグと折れ曲がっていた。後戻りしているとしか思えない線まである。

　直線距離……とは言っても、山や谷はどうしたって迂回しなければならないから、やはり直線移動は無理なのだが、それにしたってシュワルツの森のある国境付近からアルヌスまでの道のりを、ヤオは見事なまでに迂回しまくって、一カ月の時をかけたようである。

「仕方ないだろう。緑の人の噂を拾いながら来たのだから。最初からアルヌスにいると分かっていれば、此の身とて真っ直ぐに進めた」

　ロゥリィとレレイの呆れたような視線に、ヤオは唇を尖らせた。

　そう言われてみればそうだ。街や村があれば立ち寄っては噂を尋ねて歩き、そして頼りない情報を元にしてアルヌスにたどり着いた一カ月という時間は、もしかしたら短い部類になるのかも知れない。

「現在位置はテリリア平原」と伊丹は地図に赤ペンでマークする。

「さて、ドラゴンを見つけるのに、コルロ山麓を迂回するか、グルバン川沿いに進む道を選ぶか。どっちを進んでも、道が悪くて、大して進めそうもないけどなぁ」

　朝から夕方までずっと走り続けても移動距離は大して稼げなかった。何しろ、道無き道を行くのだから高速道路を疾駆するような訳にはいかなかったのである。

　このテリリア平原にしても、地図上では真っ平らになっていたから距離を稼げるかなと期待していたら、実際には巨石がゴロゴロとしていて、四六時中ハンドルを右へ、左へと切って進まなくてはならず、歩くほどの速度しか出せなかった。

　目的地まで、あとどれくらいの時間がかかるか。伊丹は、地図を見ながら荷台を振り返った。

　荷台の三分の二は、ガソリンの詰まった予備タンク、ＬＡＭ（１１０㎜個人携帯対戦車弾）、膨大な量の爆薬、各種機材、弾薬箱や水と食糧の入ったダンボール箱。迂闊に火がつけば、この辺りには大きなクレーターが出来るだろう。

　その他には各種の荷物。これらが引っ越しか夜逃げと間違われそうなほどに積まれ、その隙間に嵌るようにして毛布を厚めに敷いたテュカが眠っている。顔色はそう悪くないが、時間的余裕はそんなに無いようだ。

　アルヌスを出てからテュカの症状は酷くなる一方だった。考えてみれば当たり前かも知れない。テュカの父親が高機動車なる不思議な乗り物を自在に操っているなんて、彼女からすれば盛大な矛盾だろうから。

　あまりに強い頭痛を訴えるので、睡眠薬代わりにレレイが魔法を使って眠らせたのである。だが、そのお陰でテュカには聞かせられない話も出来るというものだ。

「ヤオ。ドラゴンが出るのは、シュワルツの森なんだな」

　伊丹を地図を指さして尋ねると、ヤオは首を振った。伊丹の指さした範囲を含めた、もっと広い地域を囲む円を指で描いた。

「厳密に言うならばシュワルツの森を含む、南部地域全域だ」

「こんな広いのか？」

「炎龍を探すのなら、シュワルツの森から南に出たロルドム渓谷に行けばいい。炎龍は餌が取れなくなるまで、同じ餌場を漁る性質があるからな。待ち伏せが可能だぞ」

　ロルドム渓谷にはヤオの一族が隠れ住んでいる。

「俺達の目的は、テュカに敵かたきを討たせることであって、お前の仲間を救うことではないんだがな」

「だが、炎龍の巣の場所を知る者がいるぞ」

「確かにそうだ」と伊丹は、ヤオの言い分を認め、ダークエルフが隠れ住んでいるという渓谷へと向かうことにしたのである。

　ヤオが、満足そうに笑ったので、伊丹は釘を刺しておくことにした。

「言っておくが、そこでは戦わないぞ。ドラゴンが自由に飛び回れる場所で会敵するのは不利だからな」

「では、どうする？」

「今は、奴の巣を襲おうかと思っている。地形や状況によるけどね」

「どんな地形だと良いんだ？」

「例えば……」

　ドラゴンが自由に飛び回れないくらい狭きょう隘あいで入り組んだ場所。もし、炎龍の巣がそういった場所でないとすれば、別の場所を戦場として設定し、敵を引っ張り込んで叩き潰すやり方に切り替える。

「囮おとりが必要なら言ってくれ。必要なら同胞にも協力を求めることも出来る」

　ここまで来たなら簡単だ、とヤオは朗らかに言った。

「以前から不思議に思ってたんだが、逃げるという選択肢は無かったのか？」

　村を捨てたコダ村の村民達のように。そういう選択肢もあったはずなのだ。

　だが、ヤオは言う。「ヒト種には出来ても、エルフには無理だ」

　エルフにはエルフに適した生活の場というものがある。

　ヒト種のように、臨機応変にどこにでも移動できて、街や集落を作って住めるというものではないという。だから、どうしても住み慣れたシュワルツの森から離れることが出来なかったのだ。ロルドム渓谷に隠れ住んでいるのにも、心身に相当な疲労が溜まるという。

「ただ、旅をする程度なら出来るのにな」

　そうヤオは自嘲的に笑うのだった。

　伊丹は我々が船で旅をすることは出来ても、船で生活をすることが出来ないのと似ていると理解することにした。もちろん海上で生活することが出来る人もいることはいるが、誰も彼もというわけにはいかないのが現実だ。人間が、揺れない大地の上でしか暮らせないようにダークエルフ達には、森が必要なのだ。

　考えてみればテュカだって、アルヌスの丘の麓にある森を、丁寧に手入れしていた。彼女にとってはそれが必要な環境なのだろう。

「でも、いいのぉ？」

　ロゥリィが、眠っているテュカに視線を向けて問いかけてくる。

　当然のことながら、テュカには旅の目的を話していない。南に向かうのも、ヤオを彼女の住んでいたところの近くまで送り届ける為だと思ってる。

「ああ。炎龍の前までつれてって、あれがお前のオヤジの敵かたきだぞって言ってやるつもりだけど」

「きっとぉ、騙したって怒るわよぉ」

　おそらく怒るだろう。だが、テュカの妄想に乗じて、父親を演じている段階で充分に騙していると言える。伊丹は「今更だろ」と笑った。

「ここにいる全員、共犯者」

　レレイの言葉にロゥリィも苦笑した。

「しょうがないわねぇ。一緒に怒られてやりますかぁ」

　ロゥリィはそう言って伊丹の肩を叩くのだった。
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　シュワルツの森は、樹海と呼んでも良いような広大な地域である。

　その深さ、険しさは想像の範囲をはるかに超える。最深部では、倒木の折り重なった上に腐葉土が積もり、その上に大木が根を張る。木々の枝に、木々が根を張るから、見下ろしても大地はどこまでも見えず、天は樹冠によって完全に覆われている異世界の如き空間なのである。

　当然のことながら、徒歩で踏み入るのが精一杯で、車両で此処を通過するのは無理。そこでこれを迂回することにする。一旦南に向かって中途で一泊。翌朝になってから樹海の畔を西へと向かうことで、ようやくロルドム渓谷へとたどり着くことができた。

　ここの洞窟などにダークエルフ達は隠れ住んでいるという。

　見てみると、ここも入り組んだ地形であった。

　渓谷の名が示すように、平らかなる大地を渓流が削り取り、かなり狭くて深い谷となっている。もし、この谷底まで炎龍が下りて来れるのなら、ここで待ち伏せをしても良いかも知れないが、ここは狭すぎて炎龍の巨体は入らないように思われた。

　もともと、ここはダークエルフ達が身を守るための場所として選んだところだ。炎龍が入れるようでは困るのである。

　見下ろせば谷底も狭い。川原は丸みを帯びた大小の石がごろごろしていて、心得のある者なら渓流釣りが楽しめそうである。が、そんな地勢だけに、ダークエルフ達が生活していく上で必要で充分な食糧を得ることはほぼ無理。また、燃料としての薪なども谷を出て外に求めなければならない。だから、どうしても谷から出る必要があり、炎龍はその時を狙って来るのだ。

　しかも、少し多めの雨が降っただけで川の水はたちまち増水して彼らが生活の場としている洞窟内にまで侵入してくる。その度に、家財や食糧などが押し流されてしまい、生きた心地のしない毎日が続いているのだ。

「ちょっと待っていてくれ」

　崖の上に伊丹達を待たせたヤオは、雨上がりでぬかるんだ地面も気にせず、一人で目も眩むような谷底へと下って行った。ヒト一人歩くのがやっとの狭い階段様の通路が、崖上から下に向かって斜めに切り開かれていた。

　伊丹は、エンジンを停止させた。

　丁度、眠りから覚めたテュカが両手を上げて、万歳するかのような欠伸あくびをしている。こしこし目を擦る子供っぽい所作が可愛らしくもあった。

　が、すぐに「油臭い」と顔を顰めた。

　テュカが寝ていたのは予備タンクと弾薬・爆薬の隙間なのだから、当たり前と言えば当たり前であった。正面を除けば、ドアもなければ窓ガラスもない高機動車は、走行中は外の空気が吹き込んで来るから換気も充分だが、停車してしまうと、中毒にならなくても鼻につく程度には揮発油の臭いがまとわりついてしまうのだ。

「よく眠れたか？」

「ええ。とっても」

　テュカはそう言いながら車から降りた。

　改めて大あくびをして、外の空気を胸一杯に吸い込んでいる。

　伊丹はそれをしばし眺めていたが、小銃に手を伸ばすと車から降りた。一応、このあたりは炎龍の出没地域なのだから気を配る必要がある。とはいっても、７・62㎜弾など通じないけれど。それでも双眼鏡を目に当てて周囲、特に空へ警戒の視線を巡らせた。

「ここはどこなの？」

　テュカの問いに「ロルドム渓谷だと。ヤオの同族が避難してるところだね」と答える。

「そっか、着いたんだ。ようやくあのダークエルフを降ろせるわね」

　テュカのヤオに対する感情はお世辞にも良いとは言い難い。ヤオの旅の終着点はここだと思っているから、息苦しかったのがこれで楽になると言いたそうな口振りであった。

「でも、住みにくそうなところね……」

　恐る恐る、切り立った崖下を覗き込んでみると、遥か下を川の水が勢いよく流れていた。

　エルフの好む森や緑は、申し訳程度しかない。

　この崖の上にしても、岩や、砂礫ばかりで植物と言えば灌木やら雑草が地面を覆っているだけだ。

「なんで、こんな所に住んでいるのかな？」

　どうやらヤオ達がドラゴンに襲われて滅亡に瀕しているという事自体、失念しているようである。どうも炎龍に関わる記憶は徹底的に削除されるらしい。だから伊丹も「さあな。きっと、何か理由があるんだろ」とだけ応じることにした。

　そんな会話をしていたせいだろうか、あるいは注意が空に向いていたからか……。

「お前達、何者で、何しに来た？」

　弓を構えたダークエルフの男女が七～八人。伊丹は周囲を完全に取り囲まれてしまったことに全く気付けなかったのである。




「ヤオよ、よく戻った。だが、我らが汝を送り出した理由は何であったか、忘れたのではあるまいな？」

　光の届かない渓谷の洞窟の奥。薄暗い灯火の下で、ヤオは七名の長老がつくる馬蹄形の中心に片膝を付くと、顔を伏せたまま「はい、忘れておりません」と丁寧に応じた。

「お前を送り出してより、およそ二カ月になろうとしている。その間に多くの同胞が命を失った。分散して隠れ住んでいる者達とも、連絡が取れなくなって来ている」

「御身の帰還があと少し遅れれば、我らもいよいよ諦めねばならぬかと思っていたところだ」

　ヤオは長老達の中でも主立った三人へと顔を向け、はっきりと告げた。

「炎龍を撃退したことで知られている、緑の人を連れ帰りました」

「おおっ！」

　一斉にどよめく長老達。

「よくやった、うむ。よくやった」

「で、その緑の人はどこにおられる？」

「いきなりここまで案内すると無用な軋あつ轢れきを起こしかねませんので、谷の入り口にて待っていただいております」

　ヤオのこの答えに、長老達は眉根を寄せた。訝しげに問いかけてくる。

「遠来の客人を待たせるとは、何という無礼。どうしてこちらにお連れせぬ？」

「そうだ。礼を失しては、我が一族の品格が問われようぞ」

　今すぐにでも、腰を上げて走り出しそうな長老達。だがヤオは、「ちょっと、お待ち下さい」と前もって説明して置かなくてはならない事情があることを打ち明けて、押し留めるのだった。

「その事情とは何だ」

「緑の人が、炎龍退治をすると決断されるまでの、経緯です。此の身は、罪深きことをしてしまったのです」

　ヤオはそう前置きするとアルヌスにおける自分の所行。特に、テュカに対してしたことについて、事実をそのままに話したのであるる。

「我らの立場では、何故にと問うてはならぬのは分かっている。問うことは責める意味があるからな。だが、あえて問いたい。何故そのようなことを、いちいち気に病んでおる？」

　ヤオには意味の分からない反問であった。何故そんなことをした？　と責められると思っていたからだ。ヤオには、自身が人倫に反する行為をしたという認識があった。

　ところが長老達はまるで意に介していない。ヤオは、自己の持っている倫理観が微妙に歪むような気がした。

「イタミと申す者は、そのエルフを救うために立ったというのだな」

「そうです。そして、そのイタミという者こそ緑の人の名で謳うたわれた者の一人でありました」

「知ち・慮りょ兼ね備える者ならば、見知らぬ者は見捨てるという判断を下すこともあろう。それが危険なことならば、なおさらじゃ。当然のこと」

「だが、仁じん・情じょう兼ね備える者なら、自らの知る者のために、危険を承知で踏み入り、時に則のりを破る」

「うむ、好漢と言えるな。物欲色欲名誉欲に釣られて動く者より、はるかに信用できるようじゃ。で、そのエルフには、炎龍退治のことは伏せているのだな」

「はい。イタミはテュカを炎龍の前まで連れて行き、そこで全てをうち明けると申しております」

　長老達は、今ひとつ呑み込めていない表情のヤオを見て、ため息とともに互いに顔を見交した。

「ヤオ。御身はどうやら分かっておらぬようだな。我らも、窮すれば御身と同じことをした。使命を果たすために必要ならば、どのような不評を買おうとも、あらゆる手段を尽くす。それは、我らダークエルフにおいては美徳と見なされる」

「そうじゃ。奸かん計けい大いに結構。此度はヤオの手柄である」

　長老達はヤオの行為を部族の道徳に照らしても、素晴らしい行為であると賞賛した。

「御身は、目的が手段を浄化しないと、気に病んでおるのであろうな？　だが、それは御身一人が気に病むべきことではない」

「そう。我らは汝に、使命を果たすのに手段を問うなと命じた」

「御身はそれに従ったまでのこと。責は我ら全てが負うべきものなのじゃ」

　長老達は、ヤオの行為を部族全体の行為として、その償いをどのようにするべきかと論じ始めた。

「しかし、此度の一件はあくまでも此の身の為したこと。償うべきは、此の身ではありませんか？」

　あくまでも自分が償うと言い募るヤオに対して、長老達は鬱陶しそうに応じた。

「どうやって？」

　ヤオは澄んだ表情で「お任せ下さい」とだけ答える。

「御身の事だ。どうせ一命に懸けてとか、その程度の浅はかな考えに浸っておるのであろうな。それこそ恥の上塗りだ。それは一見して贖しょく罪ざいに見えるやも知れぬが、実は楽になろうという狡い道なのだ。罪に罪を重ねて何とする」

「汝らしいと言えば汝らしい。じゃが、本当の償いとは、軽々な方法でもたらされるものではない。もっと手間暇のかかる、長く険しい道のりじゃ。その全てを汝に被せては、我らの軽重が問われようぞ」

「我らとしては、何が出来ようか？」

「炎龍討伐に助勢は当然のこと。また、緑の人が大切にしているというエルフの身も守らねばならぬな」

「当然だ。戦士達を集めよう」

「それと緑の人は、軍を勝手に飛び出してきたという。戻れるならばその立場が悪くならないように気を遣わねばならぬ。軍の上層部とやらに賞賛と感謝をたっぷり送りつけてみてはどうか？」

「我らだけでは足りぬよ。炎龍に苦しめられている国や部族は多いでな、そういった全ての部族と共同して賞賛と感謝を贈れば、軍の上層部も面目が立つであろう」

「うむ。それがいい」

　長老達が、今後の方針を談合していく。そこには、ヤオが考えもしなかった方策が次々と立てられていく。

　ヤオは自分の考えや思いが長老達に一蹴されるだけでなく、伊丹の名誉回復など現実的な意味でも役に立たないという事実を改めて認識して呆然としていた。

「では、緑の人を迎えに参ろうか」

「おう。炎龍退治のことは伏せて『緑の人』を迎えることとしよう」

　ヤオは、長老達に付き従って洞穴を出た。

　だがその時、渓谷には爆発の衝撃と大音声が木こ霊だましたのである。




「くそっ！　炎龍だ！」

　ダークエルフ達の声が響いた。

　伊丹を取り調べるために近付いたダークエルフの男が、突然舞い降りてきた炎龍によって攫さらわれてしまったのである。炎龍の牙の隙間に、ばたつく手足が見える。それをバリッ、ボリッと咀そ嚼しゃくして飲み下す巨大な獣。

「ああっ、あ、あっ、ああわ、ああ、あ」

　その一部始終を目の当たりにしてしまったテュカは凍り付いていた。炎龍の目前でのそれは自殺行為とも言えるだろう。

　他のエルフ達は、懸命に走って手にした弓をかまえて連べ撃ちを始めた。だが、堅牢な鎧にも似た鱗にはじかれるばかりで効果は全くない。

　炎龍はエルフ達の懸命な抵抗など意にも介さず、目前で凍り付いてる金色の髪を持つテュカに縦割れた爬虫類の瞳を向ける。そして血の付いた炎龍の顎が、テュカに向かって大きく開かれた。

　死の顎がテュカを捕らえようとした瞬間。巨大な岩石が砕けるような音が、渓谷に響いた。

　まるで強風に舞った黒い花びらのような勢いで、駆け寄ったロゥリィ・マーキュリーが、ハルバートの一撃を放ったのである。その鉄塊は炎龍の頬を捕らえていた。

　その凄まじいまでの斬ざん撃げきも、強靱な鱗を破ることは出来なかった。だがハードパンチャーの一撃のごとき衝撃は、ものの見事に炎龍の顔をひしゃげさせた。

　それは、蟻が巨象を殴り倒すにも似た非常識な光景だった。

　だが事実として炎龍は、翼と手足をじたばたさせながら大地を転げる。砂塵を巻き上げて吹き飛んでいく。その衝撃に大地すら揺れて、鳴動したほどだ。

「すげぇ」

　思わず漏らすダークエルフ達。

「duge-main」

　既に魔法を起動していたレレイの目前には、魔光による連環円錐Hessu-amntが形成されている。

　レレイが指を鳴らした瞬間、それが弾けて凄まじい爆轟波の奔流が炎龍に叩きつけられる……かに見えた。

　しかし、その射線は地を転げていた炎龍から、微妙にそれて大地に突き刺さったのである。

　炎龍は転がりつつも巧みに翼と脚を動かしてバランスを取り戻した。大地にいては不利であることを悟って、地を蹴る。

　ロゥリィが跳ねるようにして追撃を試みたが炎龍の吐いた炎が彼女の前に立ち塞がった。

　戦いの神エムロイの使徒は、巨大なハルバートを振ってその風勢で、高熱の壁を吹き飛ばす。だが、防御が甘くなったところに鋭い爪を持つ炎龍の右腕が鋭く振り下ろされた。

「きゃんっ！」

　身を捩って爪の尖端こそ躱しても、その掌の衝撃はロゥリィの小さな体躯をはじき飛ばすのに充分であった。

　砂を蹴り地を擦りながら、叩きつけられた勢いを殺してハルバートを構え直すロゥリィ。その泥にまみれた頬を自らの拳で拭いつつ、切れた唇の血をペロリと舐めた。

「やってくれるじゃなぁい？」

　戦いは膠こう着ちゃくして、不意の一撃による勝機は諸共に失われた。

　レレイが二発目の連環円錐Hessu-amntを目前に作り上げたが、それが何であるかを既に理解している炎龍は正面を避けて狙いを外していく。

　一度浮かべた光円は容易には向きを変えられない。地面に大穴を穿ちながら、レレイは小さな舌打ちをして胸中の不快を顕わにしたのだった。




「は、はっ、はは、はっ、はっ……」

　震えるかのような呼吸で痙攣するテュカ。

　伊丹はロゥリィが炎龍に強烈な一撃を叩きつけるとほぼ同時に、テュカの身体を抱えると地に伏せていた。

「あ、あ、あわ、な」

　喘いでいるテュカに伊丹は言い聞かせた。

「見ろ、あれを見るんだテュカ」

　テュカを背後から抱きすくめる伊丹は、両手で彼女の顔を挟み持つと炎龍へとその顔を向けさせた。

「あれが炎龍だ。お前の父さんを殺した敵かたきだ。分かるか？」

　テュカは、目を閉じて必死に顔を背けようとした。だが伊丹は渾身の力でそれを禁じる。

「見ろっ！　よっく見ろっ！　あれがお前の住んでいた村を全滅させた炎龍だっ！　あれがお前の父親を殺したんだっ！」

「う、嘘よ。お父さんは死んでないわ。だってお父さんは……」

「俺はお前の父さんじゃない。ただの赤の他人だ。お前は、俺の娘じゃないっ！」

「ひぃぃぃぃぃぃ。いやぁ、どうしてそんなに酷いこと言うの？　誰か助けてっ！」

　テュカの心が軋きしんだ。伊丹の言葉によって、そして突きつけられた冷酷な現実によって無惨なまでに引き裂かれていく。

　炎龍対ロゥリィ＆レレイタッグの一瞬の交錯を終えると、炎龍はジロリとその場にいた全てを見渡した。それはまるで敵かたきの顔を記憶する為のような視線であった。

　炎龍の片目に突き刺さっている矢が、テュカの視界に入る。

　その矢羽こそ、父の愛用したもの。

　テュカの目前には、自分を逃がすために井戸に突き落とす父の姿が大きく広がった。そしてその背後には、鋭く尖った牙の並ぶ炎龍の顎。

「……あ、あれは」

「そうだ。こいつが、お前の父親を殺した敵かたきだっ！　撃て、討て、やっつけろ！　怒れっ！」

「無理よっ！　できっこないわよっ。あんな化け物に勝てるわけないじゃないっ！」

　伊丹は、テュカを抱きかかえたまま、高機動車まで下がる。そして後部に積まれていたＬＡＭを引っ張り出した。いつ会敵してもよいように、即座に使用できる状態で積みこんで置いた一本だ。

「これが、彼奴の片腕を引きちぎった、ＬＡＭだ」

　テュカにＬＡＭを見せた瞬間、炎龍は絶叫の如き咆哮を上げると、地を蹴って飛び立った。その耳を劈つんざく大音声に腰が抜けそうになったが、伊丹は前に一度経験したことがあったために、どうにか呆ほうけずに済む。

「くそっ、彼奴、こいつに痛い目に遭わされたことを覚えてやがる」

　空に飛ばれてしまっては、ロゥリィのハルバートも届かない。激しく動かれてはレレイの魔法も狙いを定められない。

　ロゥリィは跳躍して、数度にわたって炎龍に襲いかかったが、その全てを右腕にはじかれ、あるいは炎によって妨げられてしまう。

　レレイの魔法も破壊力に優れていても、即応性に欠けた。

　そして、ダークエルフ達の矢は当たりこそしても効果がない。

　このまま、炎龍が飛び去るのを黙って見送るしかないかと思われた。

　炎龍はロゥリィが飛びかかれない距離まで高度を上げると、悠然と背を向けてさらに高度を上げようと羽ばたいたのである。

　だが、伊丹はＬＡＭを手に取るとテュカに背後から構えさせた。

　もう二度と、現実から逃避しないように。自分達は炎龍に対して無力ではないと示すために。

　飛び去っていく炎龍の背中に照準を合わせて、テュカの手を取って引き金を握らせる。これだけは自分でさせなければならない。

「いいか、しっかり見ろ。あれが敵かたきだ。真ん中に入れて引き金を引け。いけっ！」

　テュカの耳に怒鳴る。

「無理よ、駄目に決まってるじゃないっ！」

　泣き叫ぶように嫌がるテュカを懸命に押さえ込んで、伊丹はＬＡＭの尖端を、離れていく炎龍に向け続けた。

「いいから、引き金を引きやがれっ！」

　それが、耳元での罵声に怯えたからか、それともただ無我夢中だったのか。テュカは掌をぎゅっと握り込んだ。

　引き金は引かれ、ロケットの噴射音とともに対戦車弾頭は発射される。

　当然のごとく、その弾頭は炎龍から大きく外れる。だが、その着弾による爆発と衝撃は、渓谷に大きく鳴り響いたのである。





　　　　＊　　＊






　炎龍を追い払ったという知らせは、ダークエルフの間を瞬く間に駆け抜けていった。

「緑の人が来た。ロゥリィ・マーキュリーと魔導師の娘までいる」

　一方的に捕食されるだけであったダークエルフ達にとって、それは朗報となった。今こそ、炎龍を退治し、安心で快適な森の生活を取り戻そうという掛け声に、誰も彼もが武器に手を伸ばした。

　炎龍を退治する。緑の人とならばそれが可能。ましてや、エムロイの使徒ロゥリィと、リンドン派魔導師もいるというのだから。

　こうして、周辺の谷や、野に、そして山に隠れていた者達が復讐心に燃えてロルドム渓谷へと続々と集まりだした。夜半には狭い渓谷の川原がダークエルフの姿で一杯になったほどだ。明け方にもなればもっと多くの者が集まって来るだろう。

　長老達には、「まだ、これほどの数が生きていてくれたか」という思いと、「もう、これほどしか残っておらぬのか」という両方があった。耐乏の時間が長すぎたのかも知れない。だが、座して滅びを待つ時は終わりを告げた。ダークエルフの存亡を懸けた戦いに討って出る時が訪れたように思われたのである。

　伊丹達の歓迎の為に、そして集まった戦士達の為に食料庫が開け放たれて、乏しい中からも工夫を凝らした様々な料理が振る舞われた。

　また、伊丹等を連れ帰ることに成功したヤオには、友人や仲間達から賞賛の声が惜しみなく浴びせられた。

　日頃から『不運』の二つ名をもって呼ばれた彼女も、これによって大いに面目を施した形になるのだが、どうにも居心地が悪く落ち着かない思いである。

　自分が、皆が言うような賞賛に値する者とはとても思えなかったからである。何かがあった時に、自分の身をもって罪を濯すすぐ。そんな風に考えていた贖罪方法も、長老達に「軽率」の一言で一蹴されてしまって、どうしたらいいか分からなくなってしまったのだ。

　そんな彼女の屈託を、多くの者は彼女が不在中の出来事を聞かされたからと誤解した。

「トドゥロムはどうした？」

「彼奴は、喰われた。お前が旅立った翌日にな」

「まさか、彼奴までもか？」

「お前と使者の座を争ったほどの奴だったが……残念だ」

　見渡してみても、随分とその数を減らした同年代の仲間達。その訃報の多さに、不幸慣れしたヤオもさすがに肩を落としたくらいである。

「ヤオの馬鹿っ！　どうして、もっと早く帰ってきてくれなかったのよっ！　そうすればっ、メトサはっ！　メトサはっ！」

　ヤオは、愛する人を失った友人の嘆きを全身で受け止めた。

「ヤオの馬鹿ぁ。あんたなんかっ！」

　友人が口にする理不尽な罵倒を黙々と受けるヤオの姿を、誰もが寛容と見なした。だが、ヤオにとっては、遠慮無しに投げかけられる罵声の方が、今の自分に相応しいもののように感じられたのだ。

　さらに、かつて自分を捨てて親友に走った男が、妻を亡くしたと言って近付いて来た。

　抱き合い抱かれ合ったりする行為も、ヤオは嫌いではない。だが、自分を捨てて親友に走った元恋人というのは、さすがのヤオもお断りである。お断りのはずであった。なのに、こんな自分でも抱くことで慰めになるというのなら、相手してやるのも吝やぶさかではないと思ってしまって、我が事ながら驚いている。

　ここまで来ると相当自虐的になっているのだなあと気付いてしまう。

　ただ、ヤオはもう自分のことであっても勝手に出来る立場ではない。

　その事を思い出して、「み、緑の人達のお相手をしなければならないから」と告げて、かつての友人達から逃げ出したのである。

　ところが、伊丹達の表情も暗かった。




「不味いなぁ」

　焚たき火の傍ら、テュカが伊丹の膝に縋りついて眠っている。泣き疲れたのだろう。

　様子を見てくれたダークエルフの長老によると、悲しみに向かい合わずに閉じこめておくことで心の平安を得ていた者が、現実に立ち返り全てを知ると、それまでに溜め込んでいたあらゆる情緒を一時に集中して味わうことになるという。その悲嘆は通常よりも強く激しいため、耐えきれないテュカは懸命に伊丹を父だと思い込むことで逃げようとしているのだろう。

　ここで間違えると、取り返しのつかないことになりかねないので、今は休ませておくようにと警告されてしまったのだ。

　そんな状態のテュカをどう扱うべきか。伊丹は頭を抱えていた。

「イタミ殿。どうされた？」

　ヤオの問いに、伊丹は嘆息して見せた。

「テュカの件さ。お父さん、お父さんって、俺が幾ら否定しても頑がんとして聞かないんだ。絶対認めるものかってムキになってるような感じだった」

「此の身も、婚約者を失った時、立ち直るのにひと月くらいはかかった。今でも何かの拍子に胸が痛くなる時がある」

「なんだ。婚約者がいたのか？」

　ヤオは、「いては、おかしいか？」と、唇を少し尖らせた。

　伊丹は、そんなことはないと首を振って、テュカの事へと話題を戻した。

「まぁいいさ。いざとなったら、引きずってでもドラゴンの前に連れて行っちゃおう」

　そんな伊丹の決断にヤオは首肯で応じた。

「既に、此の身はイタミ殿のもの。なんなりと指図して欲しい」

　ヤオは、そう告げると伊丹の指図を待つかのように、その隣に腰を下ろした。




「ハルバートの刃が立たないのは困っちゃったぁなぁ」

　ロゥリィは、ハルバートの刃を研ぎながら愚痴をこぼしていた。

　下手するとハルバートを鈍器として用いて、炎龍が動かなくなるまで殴り続けるしかないかも知れない。勿論、炎龍とて黙って殴られていてはくれない。片腕でもロゥリィを地面に叩きつけるだけの力と敏捷性を持つのだ。

　負けるとは思わないが、勝てるとも思えない。炎龍はロゥリィにとっては相性の悪い相手と言えた。

「撲殺ってぇ趣味じゃないのよぉねぇ」

　第一手応えが良くない。やはり、すぱっと切断する感触でなければ……などと呟いていると、ダークエルフの長老が近付いて来た。

「聖下。このようなむさ苦しいところまでおいでいただき誠にありがとうございます」

　ロゥリィはハルバートをタッチアップする手を止める。刃先の立ち具合を指先で確かめながら嘯うそぶいた。

「別にぃ、あなた達のために来たわけじゃないしぃ」

「それは重々承知しております。ささ、こんな所におられず、どうぞ中に」

　長老が洞穴の中へ迎えようとした。「こんな川の畔よりはくつろげるでしょう」と。

　だが、ロゥリィはげんなりした表情で首を振った。

「わたしぃが、地面の下とか駄目なのぉ、知ってるでしょぉ？」

「我が主神との確執は、言い伝えの通りでありましたか？」

「………………」

「…………いや、お怒りはごもっとも……ですが、そんなに悪い話ではないと存じますが」

「どうしてわたしぃがあんな奴の、お嫁さんにならないといけないわけぇ？　要は、自分の駒に出来る、肉の身を持った亜神が欲しいってだけでしょぉ。そんな詰まらないことに、残りの約四十年を費やすのは嫌ぁよぉ。まぁ、お陰で興味深い男とは出会えたけどねぇ」

「おや。聖下のお心を射止めた者がおりましたか？」

「其奴そいつがどんな老い方をして死んでいくかぁ、看取ってやりたいくらいにはねぇ」

　ダークエルフの長老は、ロゥリィの視線に釣られるようにして伊丹を見た。

　テュカの頭を膝に置いて、座っている伊丹。

　その傍らにはヤオが立って、伊丹に話しかけている。

「でもぉ、どうしてハーディはあんな大穴をアルヌスに開けたのかしらぁ？」

　そんなことを言いつつも、ヤオが伊丹の側に寄り添うように腰を下ろすと、ロゥリィは、ニィと唇を歪ませて腰を上げる。

「穴？　アルヌスに？」

　一人残された長老は、ロゥリィの言葉の意味について問うことが出来なかった。




　レレイは自分の魔法の重大な欠陥に、悩んでいた。

　動かれると、狙いを定めることが難しいのである。

　炎龍が、攻撃準備が整うまで動かないでじっとしていてくれることなどあり得ない。なんとかして、動けないようにしなければならないのだ。

　もちろん、現段階のレレイ個人の技量では不可能である。

　伊丹やロゥリィとの連携が必要であると考えて伊丹を捜すと、テュカの頭を膝に乗せて、ヤオとロゥリィに挟まれている伊丹の姿が見えた。その光景に、何となくむかつき感を覚えたレレイは腰を上げるのだった。




　いつの間にか伊丹を中心に、人が集まっていた。

　ロゥリィ、レレイ、そしてヤオ。この三人は当然だが、ダークエルフの長老達、それに部族の戦士と言った者達が周囲にいた。

　長老達は、明日の出しゅっ立たつには部族の戦士を随伴させると告げた。伊丹としては、炎龍の巣の場所さえ教えてもらえればよかったのであるが、そこまでの道の険しさや、周辺の様子などを説明されると、長老達の申し出を有り難く受けることにした。

「では、明日の朝に……」

「恐縮です。荷物運びなんてさせてしまって」

「なあに、炎龍退治の場に居合わせたいと思う者が、これほどに集まったのです。何か仕事の一つも言いつけてやりませんと、拗すねかねませんぞ」

「そうそう。若い連中にも自慢の種を作ってやらねばなりますまい。皆にとって明日という日は特別なものとなるでしょうな」

「とはいっても、明日一日では終わりませんけどね。行くだけでも二～三日かかるでしょう。下手すると、もっと……」

　伊丹の言い様に長老達は皆破顔した。

「分かっておる。空き巣狙いはその家の主が留守でなければできないからのぅ。しかし、緑の人もなかなかに奸かん智ちに長たけておられるようじゃ」

　伊丹の立てた炎龍攻撃のプランとは、炎龍が留守の間に巣に忍び込んで、持ってきた粘土爆薬（Ｃ４）七十五キログラム全てを仕掛け、炎龍が帰ってきたところで吹っ飛ばす、という凶悪かつ卑怯な手段だった。

　どこぞの勇者宜しく、正面から戦いを挑むなど、伊丹の趣味ではないし不確実すぎる。難しいことは可能な限り避けて通る。可能でなければそもそもやらないという伊丹の本領発揮とも言えよう。

　もし、それでも生きているようなら、肉迫してのＬＡＭの連べ打ちでとどめを刺すことになる。いくら炎龍とはいえ、ダメージは受けているだろうから、有利に事を運べるだろう。

　長老達は伊丹が口にした『爆弾』とか『爆破』という単語がどれほどのものか理解できなかったが、緑の人が言うのだから、相当のものだろうと受け止めていた。

「若い連中に見習わせたいのぅ」

　とはいっても、長老達の言う若い連中とは皆、伊丹から見ればお年寄り揃いだ。

　例えばヤオは見た目三十女っぽい艶やかさだが、実際は三百十五歳だと聞くと伊丹としてもなんとも言えない複雑な気分になる。ここで変に年齢を意識すると、自分より若く見えるはずのテュカやロゥリィの実年齢まで思い出してしまうので、伊丹は話題を変えることにした。

「それにしても、同じ狩り場の獲物を取れなくなるまでしつこく襲うというやり方は、あまり賢いやり方ではないように思えるんだが、炎龍っていうのは頭が悪いのか？」

　こんな伊丹の疑問に対する答えはレレイからもたらされた。

「炎龍の活動期と休眠期のサイクルは長い。だから餌となるものを採りつくしたとしても休眠期中に増えるので、これまであまり問題にならなかったのではないかと思われる」

「ふ～ん。活動期かぁ」

「本来なら五十年は先だった」

「休眠期間中って、何をしてるんだ？」

「動物の冬眠に類似する状態で眠っている、と博物学の書物には記されている」

「活動期に喰い、休眠期に寝る。随分とお気楽な人生……いや、龍生だねぇ」

　羨ましいぞと伊丹は思う。息抜きの合間の人生をモットーとする伊丹にとっては、そこに遊びさえ加えることができるなら、理想的とも言える生き方だ。

「それほどお気楽ではない。あらゆる動物は活動期にするべきことがある。例えば捕食の他に、巣作り、場合によっては縄張り争い、そして……………………あっ」

　レレイの一言に人々の時間は停止した。

　この世の中で「……あっ」と口にしてはいけない時と場所と状況が存在する。

　例えば、治療中の歯医者が患者の歯を削っている時。

　例えば、お客の髪にハサミを入れている時の理容師。

　客からすれば、安心して任せていたらいきなり「……あっ」と言われたら、そりゃあもう得も言われぬ不安に襲われること間違いない。

　あるいは、お客を乗せて離陸したばっかりの旅客機の機長が、客室にアナウンスしている最中、「当機は只今順調に飛行を…………あっ」などと告げようものなら、誰の背中にも、氷を押しつけられたような悪寒が走ることだろう。

　それと同じである。レレイの漏らしたささやかな一言が、伊丹のみならずエルフ達の背中に、ある種の不安というか戦慄を駆け抜けさせた。

　これまで気付けなかった重大な欠陥が、今明らかになった。そんな、恐ろしくも冷たい感触であった。

「……どうした？」

　レレイは恐る恐るといった体で答えた。

「…………あらゆる動物は、活動期に繁殖、子育てをする」

「おいおいおい、嫌だよ。行ってみましたら、炎龍がいっぱい居ましたなんてオチ」

「し、新生龍は炎龍ほど脅威ではない」

「あれと比較されてもなぁ」

「古代龍＞新生龍＝歳を重ねた亜龍＞飛竜」

　大して変わらないじゃん。

　伊丹はそれを聞いた途端、発作を起こしたかのように腰を上げた。

「忘れ物をしたから、帰ろうかな」と、いきなり帰り支度を始める伊丹に、ヤオは涙目になって「今更それはない」としがみついた。長老達も大慌てだ。

　そんな伊丹も、テュカを抱いたロゥリィの一言で鎮まった。

「この娘をどうするのぅ？」

　大きくて太いため息を一つ。

「龍は卵を一度に一個か二個しか産まない。しかも古代龍の繁殖期は数百年に一度と言われている」

　場を取りなすようなレレイの説明が入ったおかげで、伊丹は二重の意味で胸をなで下ろした。

「すなわち、確率的に言っても非常に少ない」

「そうですぞ、イタミ殿。我らも炎龍は一頭しか見ておらぬ」

「だな。滅多にないことに出くわすほど不運だと思いたくないしな」

　そう言って伊丹は安堵したのである。

　が、傍らで聞いていたダークエルフ達は、伊丹の発した「不運」という言葉の響きに、びくっとその身を震わせてヤオへと視線を集めた。

「なに？　どうしたの？」

　突如空気が変わったように感じられた伊丹は周囲に尋ねる。

「いえ。その、あの……あはははは」

　ヤオは、誰かが呟いた不運という言葉に、脂汗をじっとりと流していた。
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　炎龍に対しては通じないと分かっていても、それでも武器を持たずにいられないのは戦士としての性か。ダークエルフ達は、それぞれに得意とするサーベルやジャマダハル（カタール）、弓や剣で武装し、黒革鎧で身を固めていた。

　しかし、黒革のボンテージを纏った集団というのは独特の雰囲気がある。女性だけならまだ良いが、半分以上が男というのが特にいけない。ちょっと混ざりたくないなぁ、という感想を密かに抱いた伊丹は、精神的にはすでに後方に向けて駆け足状態だ。

「イタミ殿。此の身を含めた九名がお供いたします」

　そんな伊丹の心境を知ってか知らずか、雑然と集まる男女を代表してヤオが挨拶をしてきた。ヤオがひとりひとりを紹介してくれる。

　クロウはヒト種で言えば四十男のような外見だ。メト、バン、フェン、ノッコはヤオと同じくらい。そして少年っぽさを残したコム。尋ねてみると一番年若く見えるコムですら百五十四歳ということで、微妙に敬老精神が歪む気がする。女性の方は、セィミィ、ナユでヤオと同じか、やや若い。

　とりあえず集まってくれたヤオの同胞達に「よろしくたのむ」とだけ告げ、高機動車から荷物を振り分けていった。荷物とは、ＬＡＭと粘土爆薬。それと信管やコードを巻いたリールなどの各種機材である。

「これが、鉄の逸物いちもつか……」

　ダークエルフ達は、長い筒を渡されるとその重量感に浸っていた。

「これは魔法の品ではなく武器という話だが、どう使うんだ？　我々にも使えるのか？」

「ああ。今から言うようにしてくれ」

　知性のある相手に、運搬だけの役割を担って貰うにしても、武器を預けるからにはその扱い方を教えておく必要がある。驢ろ馬ばや、馬だったら勝手にいじくることを心配する必要はないが、人間なら変ないじり方をして暴発させる危険性がある。

　そのために、伊丹はＬＡＭこと１１０㎜個人携帯対戦車弾の扱いを一から説明していった。

　使い方を知った彼らが、これなら炎龍を倒せるから、と勝手に使用するリスクもある……というか彼らの炎龍に対する憎悪の深さや目の色から察するに、必ずやるだろうなと思える……が、それならそれでいいのである。目的は炎龍を倒すことなのだから。そして、トドメをテュカが刺すことだ。

　要は、不用意に引き金に触らないこと。また後ろに誰か立っている状態で発射してはいけないということを分かってもらえればよいのだ。

　まずは筒からＬＡＭの弾頭部を持ってゆっくりと抜き出していく。発射筒の保護を取り外して、照準器と発射装置を取り付けていく。これは、工具の扱いに馴れないダークエルフ達より自分がやった方が早いと、伊丹が取り付け作業をするのだが、それを待つ間に男女のダークエルフ達はきわどい冗談を言い合っていた。

　ちらと見ると、「こんなに太いもん入れたら裂けちゃう」と言い放つのが楚そ々そとした雰囲気のセィミィだったり、「俺の物の方が凄い」とバンが豪語したりで、ダークエルフというのはセクシャルなことを開けっぴろげに扱う部族らしい。良くも悪くも奔ほん放ぽうで、恥ずかしがるこっちの方がおかしく思われているようだ。

　発射筒に書かれている注意書きが読めないダークエルフ達のために、伊丹は使用時に弾頭の尖端部分に埋没しているプロープを引っ張り出して、保護キャップをはずし、矢印の方角に軽く回して固定させることを説明した。

　対戦車（対装甲）で用いる場合は、これを飛び出させる。対人などに用いる場合は、これを引っ込ませたまま用いる。炎龍相手なら当然プロープを出して使う必要があるだろう。

「すると、この先っぽが飛んでいくというのか？」

　伊丹に指導された形でＬＡＭを構えるフェン。筋肉質で、体付きなど伊丹よりもしっかりしているため、構える姿もなかなか堂に入った物だ。

「その頭の部分が当たると爆発を起こして、説明の難しい何とか効果で穴を開ける仕組みだ。発射する時の反動を吸収するために、後ろ向きにも凄い勢いでカウンターマスってのをまき散らす。こいつは危険だからな、後ろに誰も立っていないことを絶対に確認しろ」

「う～む。なるほど……」

　ダークエルフ達は、それぞれに適当なものに狙いをつけて、構え方を練習していた。弾頭の部分が重たいので、素早く動くものに狙いをつけるのは難しいということに、皆気付いたようである。

「こっちの箱とか紐とかは？」

　見た目少年だが実は百五十四歳のコムが他の荷物などを見ている。ＬＡＭと併せれば一人頭、二十キログラムにはなる荷物だ。

「ああ、そっちが爆薬と発破備品だ。普通に運んでくれればいい」

　伊丹は、実はＬＡＭなんかよりそっちの方が本命なんだ、と笑いながら告げた。
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　伊丹は草や蔦つた葉を用いた徹底的な偽装姿で、テュバ山麓を這いずりまわるようにして登っていた。

　顔にも、緑、茶色のドーランで迷彩を施し、装備の金属部分にはテープや布を巻いてわずかな音も漏らさないという備えである。炎龍の生態に詳しいわけではないが、野生動物としての感覚に優れているという前提での対応だ。

　その上で、眠っているテュカを背負っている。

「お父さん、怖いよ。何か来るよ」などと言って、あまりにも怖がるからレレイに眠らせて貰ったのである。そんなこともあってテュカの服装はいつもと同じ普段着のままだ。しかしこれだと目立ってしまう。そこで伊丹は、自分が着ていたボディーアーマーを彼女に着せることにした。これならば迷彩柄だし、中に入ってるチタンプレートが何かあった時に彼女を守ってくれるだろう。炎龍相手にどこまで有効かは疑問だが。

　付き従うのはロゥリィ、レレイ、そしてヤオ達九名のダークエルフ達。皆、伊丹を真似るようにして、顔や身体に偽装を施していた。

「この臭いがきつい」

　クロウが鼻をおさえながら漏らした。それを聞いたヤオは「イタミ殿の指示なのだから仕方あるまい」と答える。皆、偽装の他に獣脂を身体の各所に塗っているのだ。

「臭いを嗅ぎつけられないためってのは、分かるけどな。逆に、臭いが強すぎて見つかるんじゃないのか？」

　ノッコは、そんなことを言いながら地面を這い続けていた。

　道など無く、その険しさから高機動車も入れないところを徒歩で、ずりずりと地を擦るようにしながら、溝や窪地、大木の影などばかりを選んで進んでいく。その都度、地形に合わせて偽装を更新し、陽が落ちれば野宿し、朝には再び進むという状態である。

　そんな遅々たる歩みでも、続けてさえいればいつかは目的地に到着するものである。三日目の夕刻近くには、テュバ山の中腹まで登り着いた。あたりには独特の硫黄臭が漂って、臭いの偽装も気にならなくなってしまった。

　皆の外見も砂や灰を身体にまぶした偽装へと変わっている。伊丹も自分とテュカの手足と迷彩柄を泥で汚し、その緑を目立たないようにしている。

　立ち止まった伊丹は、全員に伏せるように合図すると、案内のクロウを手招いた。この男は、以前にこの地に来たことがあるということで、案内役を買って出たのである。

「なんでしょう？」

　クロウは伊丹の傍らで腰を下ろした。

「あの山頂から、炎龍は出入りしているってわけだな？」

「はい。噴火口内の岩棚に巣を作ってました」

　クロウは説明を始めた。

　彼が此処にやってきたのは、火山付近で採れる硫黄を集めるためだった。硫黄を焼いた際に出る煙で、干した果物などを燻いぶすと長持ちし色もよくなるのだ。

　硫黄を探してここまで来たが、この少し先で洞窟を見つけた。その洞窟に入ってみたところ、洞窟は火口内部にまで繋がっており、火口内の岩棚に炎龍が眠っていたのである。

「見た瞬間、こいつはやばいって思いまして、逃げ出してきたってわけです」

　伊丹は火口や洞窟内の様子を詳しく尋ねた。特に空気については関心を払う。

　クロウの説明では、噴火口の底はかなり深く落ち窪んでいて深部の様子は不明。ただ、そこと繋がっている洞窟内の通風は意外にも良くて、地面から臭気のあふれ出るこの場所よりは、よっぽど空気が良かったということであった。

「炎龍の巣ってぇ、洞窟の中なのぉ？」

　側にいたロゥリィが何かに驚いたようで、慌てて口を挟んできた。

「いいえ。火口の中でした。洞窟は火口へと続いてるだけです」

「じゃぁ、山頂から下りられるのねぇ？」

「いいえ。火口内部は切り立った崖状でした。無理だと思います」

　地下に入れないロゥリィは眉根を寄せた。伊丹は「気にするな」と笑う。

「大丈夫。ロゥリィは外にいて、俺たちが中にいる間に炎龍が帰ってこないか警戒してて、帰ってきたら連絡してくれ」

　予定通り、中を偵察して炎龍が居なければ、爆薬を仕掛ける。もし居たら何もせずに出てきて、炎龍が留守にするのを黙って待つ。どちらにしても戦わないのだから、順調にいく限りロゥリィが前に出なくてはならない場面は、存在しないのである。

「炎龍を止めなくていいのぉ？」

「ああ、怪しまれたくないからそのままやり過ごしてくれ。俺たちも準備が済むまでは、すぐに隠れて奴が留守にするのを待つことにする」

　伊丹は、こいつの使い方は分かるな？　と自分の耳と首元にまで伸びているマイクに触れた。ロゥリィも慌ててマイクを口元まで引き上げる。ロゥリィとレレイには無線機を持たせてあった。

「とりあえず、中を偵察してくる」

　伊丹はテュカを降ろすと、小銃だけを手に前に進もうとした。すると、ヤオを含めたダークエルフ達が伊丹を押し止める。

「そのような些さ末まつなことは我らにお任せ下さい」

　伊丹は彼らの申し出を素直に受けることにして、ヤオとクロウの二人を偵察へと送り出した。

　ヤオ達が戻って来るまでしばし時間がかかる。伊丹は、この場で皆に休憩を取らせ、携行食で夕食をすませるように指示した。この場所なら、食べ物の臭いも硫黄臭にうち消されて広がらないだろうという配慮だが、食欲的にはどうかと思うような環境だった。

　しかし、この後を考えるといつ食事を取れるかは分からない。幸いなことにこの場に集まった者は一人残らずそれを理解していて、食べられる時はどこであろうと食べることの出来る神経の太さを持ち合わせていた。

　レレイとロゥリィは荷物から自衛隊の戦闘糧食Ⅱ型（ビーフカレー／ツナサラダ／福神漬け／白飯）簡易加熱剤（加水型）を取り出した。

　ダークエルフ達は谷から持ってきた乾燥させた肉や魚、干した果物、豆類を口に運んでいたが、ロゥリィとレレイのしている作業に興味津々である。レレイが袋に水を入れると瞬く間に湯気が出始め、食事が温まることに真剣に驚いていた。

　傍らには、小さな寝息を立てて眠り続けているテュカ。

　伊丹は彼女をずうっと背負い続けてきたが、意外なほど軽く感じられたのでさして疲労してはいない。とはいえ、緊張していると疲れとは感じにくいものだ。伊丹は胃に負担をかけないように、出来る限りゆっくりと食事を取った。

「テュカにも食わせておきたいところだけど、起こすと泣いたり暴れたりするからなぁ」

「仕方がない」

　レレイはそう言うと、カレーを口に運んだ。

　そうこうしているうちに、ヤオが仲間と共に戻って来る。

「どうだった？」

「うむ。洞穴の奥は火口へと繋がっていた。そこに岩棚があり、巣らしきものが見られた。炎龍は居なかった。留守だ」

「よしっ」

　ヤオの的確な報告を受けて伊丹はテュカを背負った。

　いよいよ、洞窟へと向かう。皆、これから敵地へ乗り込むという思いからか、それとも緊張なのか表情は引きつって言葉数も明らかに減っていた。

「じゃ、ロゥリィ、頼んだぞ」

「うん。火口近くまで登って見張ってるわぁ」

　ロゥリィは、無線機のマイクをトントンと叩いて告げた。「聞こえるぅ？」

「感あり。って、交信規則なんてどうでも良いか。いいぞ、聞こえてる」

　洞窟の入り口前で、ロゥリィと別れた。

　茜あかね色に染まる稜線の向こうにハルバートを抱えた彼女が軽快な足取りで消えて行くのを見送ると、伊丹達も洞窟へと入った。




　洞窟の内部は幻想的な空間の広がりを持っていた。

　溶けた溶岩が流れ、それが冷えて固まる。また、新たな溶岩が流れて、冷え固まるという繰り返しによって、積もった積層構造は長い階段のようでもあった。

　その連なりは、まるで神殿の入り口を感じさせる。壁も、ごつごつとしたものがなく、まるで長大なカーテンのようだ。本当に誰かが神殿として内部に手を入れたのではないかと疑わしくなる。

　回廊、高台。さらには祭壇とおぼしき物まである。これが全て自然の悪戯によって作られたのだから侮れない。もし、どこかの宗教家を連れてきたら、このまま此処を教会にすると言い出すかも知れなかった。

　伊丹は周辺を懐中電灯で照らしながら祭壇を抜けて、奥へと進んだ。

　ダークエルフ達は松明たいまつを焚たいている。それぞれの灯りによって作られた陰影は、閉鎖された空間のもつ独特な音響効果と相まって、神秘的な雰囲気を醸し出していた。

「イタミ殿、ここの先です」

　伊丹は洞穴の先がわずかに明るくなっているのを感じた。

　テュカを降ろし、荷物を降ろすと、小銃だけを持って恐る恐る進む。上に火口を通じて星の瞬く空が見えた。わずかに明るいのは、火口から月の光が差し込んで来るからだ。

　見れば確かに岩棚である。

　とはいっても、相当広い。火口は野球場くらいの広さを持つすり鉢ばち状。そして、その中心付近に、さらに深く落ち窪んでいく穴が開いている。その丁度、落ち窪んでいこうとしている部位である。

　岩棚のサイズは、バスケットコート二面分くらいあるだろうか？　砂と石の入り交じった浜辺のようになっていた。そこに炎龍の巣らしきものが見られた。砂浜に石でストーンサークルが作られている。そういう感じである。

　クロウに確認してみると、これが炎龍の巣らしい。以前、ここに炎龍が眠っていたという。

　さすがに鳥の巣のようなものがあるとは考えなかったが、余りにもあっさりとしすぎで、本当に此処が炎龍の巣かと疑わしく思われた。

　だが、実際にその場に立って見るとそこが炎龍の巣であることに納得がいく。

　龍の物としか思えない巨大な足跡が無数に残っていたし、そこかしこに卵の殻の破片が散らばっていたからだ。

「古い物ではないが、子育ては終えた様子。既に巣立ちしたと思われる」

　卵の殻を調べたレレイの報告に、誰もが胸をなで下ろした。

　砂浜に転がる石のように見えた物も、よくよく見れば鎧や兜の残骸や武具であった。どれほどの月日をここで待ち続けていたのか、煌びやかな剣や武具が、半分砂に埋もれるようにして、そこかしこに散らばっている。

「これは？」

　ヤオや、ダークエルフ達は武具や剣を手にとって調べはじめた。

「おそらく、これまでの歴史の中で炎龍に戦いを挑んだ者達のものでしょう」

「これなんて魔法の剣だぜ」

　ノッコがその輝きに目を奪われている。持ち帰ればどれほどの値が付くか、などと言っているくらいだ。

　ダークエルフ達は、鎧や剣の持ち主達の冥福を祈って瞑目した。炎龍との乾けん坤こん一いっ擲てきの戦いを挑むために戦士達が求めた武器と武具。きっと、優れた名匠、名工の手による名品ばかりに違いない。

「よし、仕事を始めよう。レレイはテュカを見ていてくれ。それと皆は手元を照らしてくれ」

　伊丹の合図を受けて、皆が荷物を持ち寄ってきた。

　箱から取り出されたのはチーズのようにも見える塊かたまりだった。それが七十五キログラムだから、一山となった。

「まるで乳にゅう漿しょうみたいですね」

　パッケージから取り出された物体を見て、コム少年が呟く。少年は思わず、一欠片かけらちぎりとって口に運ぼうとしたが、伊丹はその手を叩いて止めた。

「こいつは毒が混ぜてあるんだ。食べたり舐めたりするなよ」

　コムは、毒の一言に驚いたように欠片を元に戻した。

　伊丹はその一欠片を拾うと少年が持つ松明の火に寄せる。すると白い塊は、青白い炎を放って静かに燃え始めた。それは、とても爆薬とは思えない静かな燃焼であった。

「こいつは、火をつけただけならただ燃えるだけなんだ。爆発させるにはそれなりの手続きが要る」

　伊丹は、まずシートを広げた地面に白い塊を置くと、まるで陶芸職人のようにこね始めた。

　映画とかでパッケージにそのまま雷管を突き刺して爆破するシーンがあるが、それだと不完全な爆発で終わる可能性がある。プラスチック爆弾の性能を完全に発揮させるには、こねなければならない。こねればこねるほどよく爆発し、こね方が足りないと爆発しない時もある。

　伊丹の手はたちまち薄黄に汚れていった。

　七十五キログラム全部を一人でこねるのは大変なので、皆にも手伝わせる。そして、それぞれにレンガくらいの塊を作らせた。

　伊丹は手しゅ掌しょうを地面に付けてから、次の道具を取り出した。

　それは電気式の雷管だった。

　あらかじめ地面に手を付けたのは、静電気が溜まっていると、触れた瞬間雷管が爆発してしまう可能性があるからである。そのためのアースだ。

　ここから先の作業は、それなりの知識と技術が必要なため、出来るのは伊丹一人だ。伊丹はコードとニッパを取り出すと、リールから適当な長さのコードを補助母線として何本も切り出していった。

　これらの断だん端たんの被ひ覆ふくを剥いで、雷管から伸びる脚線とコード（補助母線）を繋ぐ。

　黙々と仕事を続ける伊丹。その手元を照らす為に、ヤオ達は松明を寄せていた。

「何か手伝うことは？」

「炎龍の巣のド真ん中に穴を掘ってくれ。それほど深くなくて良い」

　これを受けて、バン、フェン、ノッコの三人が炎龍の巣の真ん中に穴を掘り始めた。

　伊丹も額に汗をしながら、手早く的確な作業を続けていく。適切な長さにそろえた補助母線を束ねて、これを最終的に一本の発破母線へと集約していくのだ。

　こうした爆薬を用いる技術は、通常は施設科に所属しないと学ばないが、特殊作戦群に入った伊丹は一般教養として叩き込まれている。不真面目な生徒ではあったが、学生時代と同様に不合格には成らない程度には励んだので、それなりに伊丹の血肉となっていたようである。

　ふと、教官の罵声と拳骨を喰らった時の苦痛が蘇よみがえった。

　伊丹は手を止めると、そおっと雷管から離れて、プレストークスイッチを押した。

「ロゥリィ。聞こえるか？」

　繰り返してもロゥリィからの返事がない。電波は厚い岩盤を通り抜けることは出来ないようであった。これでは彼女に外で見張りをしてもらっている意味がない。だが、ここまで進めた作業なら、途中で止めずに一気に済ませてしまいたくもある。

「ちっ、まずった……みんな、上の方を警戒しててくれ。レレイっ、電波の通りが悪いみたいだ。時々そっちからロゥリィを呼んでみてくれ」

　そう告げておいて、再び作業に戻る。

　そして無線機のスイッチを切ると、無線機本体も身体からはずした。電気製品はスイッチを入れた瞬間に火花を発するおそれがある。それを忘れて爆薬と雷管を扱っていたのだから冷や汗が出る。危うくみんなを吹っ飛ばすところだったと知られたら、みんなどう思うだろうと思って辺りを見る。

　幸いなことに、皆、伊丹の視線の意味がわからず「ん？」と首を傾げるだけであった。

　さて、いよいよ練り上げた粘土爆薬を仕掛けるわけだが。

　バン達が掘った穴に、レンガ状の粘土爆薬を丁寧に並べ、積み上げていく。そして、それら一つ一つに雷管を突き刺していった。発破母線が絡まないように、丁寧にリールから引き伸ばしていく。

「そこらに散らばってる剣を取ってくれ」

「？」

　ヤオ達は首を傾げたが、伊丹は爆薬の上に魔法の剣を並べていった。

　テロリストは、粘土爆薬を使う際にボールベアリングや木ねじを一緒に置く。殺傷力を増強するためである。実は単純な爆発は、一般の人が思うほど殺傷力は大きくない。爆発の衝撃で吹き飛ばされる無数のこれらが周囲にいる人を殺傷するのである。同様に、対炎龍用に殺傷力を高めるならば魔法の剣や名刀が有効だろう。上手く行けば、非業の最期を遂げた戦士達の剣が、炎龍に突き刺さることになるから鎮魂にもなるはずだ。

　爆薬に薄目に砂をかけて埋め戻し、その上を足跡や手形が残らないよう綺麗にならしていく。そしてリールを抱えて発破母線を岩棚から、洞窟へと伸ばしていった。もちろん、外から見えないように発破母線も、浅く埋める。

　最後に、リール側の断端を起爆装置である発破器へと繋いだ。

　こうして、爆破準備は終わった。あっという間のようにも思えるが時計を見れば、いつの間にか五時間近くを作業に費やしていた。

　ずっとしゃがみ込んで作業をしていたので、肩は凝ったし腰も痛い。大きなため息をついて「よし、終わった」と周囲を見渡すが、誰も彼もが凍り付いたように動かない。

「どうした？」

　額の汗を拭って顔を上げると、伊丹の正面に炎龍がいた。
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　火口近くで炎龍を警戒するロゥリィは、陽が沈み空に星が瞬き、天球がゆっくりと回転するのを身じろぎもせず、ずうっと眺めていた。

　しばらくすると夜空の向こうから炎龍が近付いて来るのが見える。

　予定通りと言えば予定通りである。ロゥリィは、炎龍に姿を見られないように隠れながら、伊丹へと炎龍の接近を告げた。だが、返事がない。

















「うん？　これで良いのかなぁ。もしかして通じてないのぉ？」

　ロゥリィは背筋が寒くなった。

　伊丹にも責任はある。言葉が普通に通じるようになって、ロゥリィを日本人と同様に扱ってしまったのだ。電波が通じないとなれば、電波を発する器具の扱いに馴れた日本人は見通しの良いところに移動する。例えば窓の近くとかだ。火山の噴火口の上と下で会話するなら、おそらく火口に近付くだろう。だが、ロゥリィは伊丹達に近付くために、洞窟の入り口へと向かってしまった。火口から下ること、それはますます電波を通じ無くさせてしまう道だったのである。

「ねぇ、返事してよぉっ！」

　懸命に呼びかけるロゥリィ。しかし、炎龍は火口へと近付いて、その中へ降りていった。

　このままでは、無警戒の伊丹達が襲われてしまう。どうしたらいいか。

　これでは、自分が外に残った意味がない。そう思ったロゥリィは、なんとしても危急を伊丹に告げるべく、洞窟の入り口に向けて走る速度を上げたのだった。

　だが、

「………………うそぉっ!!」

　ロゥリィは目前に広がった光景に、絶句するしかなかった。
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　翼を大きく広げた炎龍と目が合う。

　不意の遭遇に、伊丹達は凍り付いた。炎龍の方も、まさか自分の巣に人間が居るとも思わなかったのだろう。訝しげにこちら側を見ている。

　吐く息すら、なま温かく感じるほどの至近距離。実際、それほど近いわけではないのに、それぐらいに感じられたのである。

　伊丹はゆっくり、ゆっくりと後ずさりしながらも、腿ももの拳銃におそるおそる手を伸ばした。こんなものが、玩具ほども効かないのは分かっているが、小銃は作業している間に離れたところに置いてしまった。

　誰かの唾を呑み込む音が聞こえて来るほどの静寂が辺りを支配している。動いたら殺される。使い古された言葉だが、この一瞬誰も彼もが同じように感じて、身を動かせなかった。

　どれほどの時間が流れたろうか。それは、ほんのわずかな時間にも思えたし、とても長い時間のようにも感じられた。一秒は、七十五刹那。ならば、一呼吸、二呼吸の時の流れも、刹那として数えれば膨大な量の時を数えることになるだろう。

　いつまで続くとも分からない睨み合いの緊張に耐えかねて、コムが狂乱したかのように叫びながらＬＡＭを構えた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　それを号砲に、静寂は激動へと打って変わった。

　走る伊丹。

　テュカを守るべく、彼女の身を引きずって洞穴の奥へ逃れようとするレレイ。

　同じく、テュカを守るために走るヤオ。

　そして少年に続いて、ＬＡＭを構えるダークエルフ達。

　外しようのない至近距離で発射された少年のＬＡＭは短い噴射音の後、見事に炎龍の喉を捕らえて炸裂した。

　閃光に続く衝撃、まき散らされる爆煙。

「やった！」

　一瞬の喜びは、爆煙の向こうから突如姿を現した炎龍とその右腕の爪によって凍り付く。少年の身体は、炎龍の鋭い爪によって上半身を吹き飛ばされていた。その上半身は噴火口の壁に原型も分からない有様でべちょりと張り付いた。

　しかも、少年の後方にたまたま居合わせたダークエルフ達は、少年の放ったＬＡＭのバックブラストによって、容易ならない損害を受けていた。バンとナユの男女が即死。カウンターマスを至近距離から全身に浴びてのショックが原因である。

　わずかに離れていた他の者もその余波を受けて地面に倒れていた。が、彼らにとってはそれが逆に幸いしている。炎龍の尾による一撃が、全員をなぎ払うように放たれたのだが、地面に倒れていた彼らはそれに触れることがなかったのである。呆然と立ちつくしていた、コムの下半身だけがこの衝撃で吹き飛んだ。

　炎龍の咆哮が狭い火口内を揺るがす。

　これを受けてもなお起き上がってＬＡＭを構えるダークエルフ達。皆、動転して伊丹の教えたことなど頭から吹き飛んでいた。

　安全装置をＳからＦに変えることなく、ただ闇雲に引き金を握る慌て者ノッコ。

　そこまでは覚えていても、プロープを引き出すことを忘れたクロウの一撃は、有効な打撃を与えられなかった。ノイマン効果が発揮され、主力戦車の装甲にも似た炎龍の鱗を貫くには、これが適切に伸ばされている必要があるのだ。至近距離での爆風と飛び散る破片は、自分ばかりか味方をも傷つけてしまう。

「プロープだ、プロープを伸ばせっ！」

　怒号と爆音の轟く中、誰の耳にも伊丹の声は届かない。テュカを、レレイとともに抱え上げ洞窟の奥へと運ぼうとしていたヤオは、伊丹に気付くと「御身は、洞窟へっ！」と叫んだ。

　伊丹は、それを無視するとヤオに預けていたＬＡＭをひったくった。

　こうしている内にも、ダークエルフ達が一人、また一人と犠牲になっていく。

　ノッコが、その鋭い牙にかけられ、メトは剛腕によって叩き潰されてしまった。

　無論、炎龍とて無事ではない。叩きつけられる爆発は、炎龍にとっては強烈な苦痛をもたらす打撃以外の何物でもないからだ。

　だから炎龍も必死になって足下をうろつく人間を焼き、払いのけようとする。

　ただ致命傷にはならなかった。炎龍の鱗は一枚一枚が、強固なことに加えて、体表上を斜めに若干折り重なるように配置されている。そのために殆どの部位で、互いに隙間を持った中空装甲的な緩衝能力を有するのだ。

　そのため忌々しい小動物が抱える黒い棒も、衝撃のすさまじさには閉口するが、左腕をもぎ取られた時のような鋭い力はない。一瞬驚いたが、これなら虚こ仮け威おどしだと性根を据えて、自分の巣に蔓延はびこる害虫を追い払おうとしたのである。




　伊丹は、プロープを引き出して矢印の方向にねじって固定。

　肩に構え、息を堪えて狙いを付ける。

　安全装置をＳからＦへ。

　だが構えた途端、吹き飛ばされて来たセィミィの身体が伊丹にぶつかった。

　伊丹は彼女の下敷きになるようにして倒れた。全ての衝撃を引き受けた伊丹は、しばらく起き上がることが出来なかった程だ。その分ダメージの薄かったセィミィは伊丹のＬＡＭを拾うと炎龍に向ける。

「馬鹿、撃つな」

　真後ろにいた伊丹は、這うようにして必死でその場から逃れた。それが間に合うか間に合わないかのタイミングで、放たれたＬＡＭの弾頭は炎龍の脚部に直撃する。

　噴火口内で炎龍の絶叫が轟いた。

　モース硬度で九を誇った炎龍の鱗を貫いたメタルジェットは、炎龍の大腿に牙を突き立てたのである。

　砕けた鱗と肉片がまき散らされ、炎龍は激痛に悶えた。




「テュカ、起きなさい」

　少女の優しい眠りは、父親の声に破られようとしていた。

「お父さん、どうしたの？」

　目を擦り擦り、身を起こすテュカ。

　見渡して見ると、そこは懐かしい自分の家。居間にはうららかな日射しが差し込んでいて、おだやかな一日が感じられた。

　懐かしい父の声。頭がまだはっきりとしない。ただ、自分を起こした父の優しい声にテュカは幸せを感じた。今まで嫌な夢を見ていたような気がしたから、なおさらだった。

　窓の外から、雑多な足音や喧噪、爆音が聞こえて来る。だけど遠い世界の出来事のようだ。今は、父との会話を楽しみたかった。

「お父さん、どうしたの？」

　辺りを見渡してみても父の姿はなかった。代わりに見えたものは、幼なじみの少女が炎龍の牙にかけられる瞬間だった。

「ユノっ！」

　愛する親友が食べられてしまう。とっさの判断でテュカは素早く矢を番つがえた。いつの間にかテュカは弓を手にしていた。

　渾身の力を引き絞り狙いを定めて矢を放つ。だがテュカの矢は、はじかれてしまった。

　テュカの矢ばかりではない。エルフの戦士達が無数の矢を龍に浴びせかけていた。その矢が爆発する。しかし分厚い鱗に阻まれて傷一つ負わすことが出来ない。

　バリバリとダークエルフの女性セィミィをかみ砕いた炎龍は、縦長の瞳を巡らせると次なる獲物としてテュカを選んだ。

　炎龍に見据えられた瞬間、テュカの全身は恐怖にすくんだ。

　逃げようにも足は動かず、叫ぼうにも声すら出ない。

　この時、テュカは魂を奪われたかのように動けなくなった。いや、逃げようとすることすら意識にのぼらなくなっていた。どうしてこんな化け物に戦いを挑もうとしたのだろう。自分は間違っていた。怒りや、憎しみをこんなものに向けても、決してかなわないのだと思い知った。だから代わりに、テュカは自らの愚かさを憎んだ。

「テュカ、逃げなさい!!」

　立ちすくむテュカを守ろうとする父。

「君はここに隠れているんだ。いいねっ！」

　そしてテュカは、レレイとヤオによって洞窟へと投げ込まれた。

　投げ込まれる最後の一瞬、彼女が見たものは自分の身代わりとなって炎龍の顎に捕らわれる父の姿だった。

　自分の身代わりとなって、喰い殺される父親の姿だった。懸命に手を伸ばしたが、届かなかった。そればかりかどんどん離れていく。離れていく。

　父さんが、あたしの身代わりとなって……。

　あたしの身代わりとなって。

　あたしのせいで、あたしのせいで、あたしのせい、あたしのせ……。

「それは違う」

　テュカの耳にレレイの声が響いた。

「貴女の父親を殺したのは、炎龍。貴女ではない」

「でもっ」

「伊丹は間違っている。悠久の時を生き続ける貴女にとって、心の病など些細なこと。十年、百年の月日が、貴女の心をきっと癒す。自己を責める心が薄れるまで静かに待っていればいい。だから、彼は貴女を救う必要などない。今そこにある問題を、なんとかしなければならないと思うのは、命に限りあるヒト種の発想」

　テュカはレレイが何を言っているのかと見直した。

　どうやら、それはレレイの愚痴のようである。小さなため息を一つついたレレイは、テュカへと眼差しを向けた。

「貴女は炎龍に勝てないと決め付けている。だから、その怒りを向けやすいものに向けた。それが自分自身」

「だって、勝てるわけないでしょ？」

「盗賊によって肉親を殺されたら、盗賊を恨むべき。だけど盗賊の出るようなところへ行ったのが悪いと言いがち。病気や怪我で家族を失ったら、病気や怪我を恨むべき。医者のせいではない。だけど人間は、医者のせいと言いたがる」

「だったら何を呪ったらいいの？　誰に怒りをぶつけたらいいの？　自分を呪うしかないじゃないっ！」

　テュカが叫んだ途端、ダークエルフの女が放ったＬＡＭの一撃が、炎龍の大腿を大きく穿うがった。爆風と共に飛来した弾頭の破片が、レレイの頬を掠る。まるで張り手を喰らったようにレレイは顔を伏せた。

「よっしゃ！　行けるっ」

　残ったクロウ、フェン、ヤオの三人は、喘ぎながら、血まみれになりながらも戦いの興奮に恐怖を忘れ、ＬＡＭを構えた。誰一人として無傷な者はない。

「今、勝てるかどうかの分水嶺にいる。貴女はアレを……」

　顔を上げたレレイの頬を血が流れていた。

「アレを……私が倒すのを、指をくわえて見ていればよい」

　レレイは腰を上げると杖を構えた。喉歌とも呼ばれる独特のモノフォニー一人和声で『起動式』を立てた。レレイとて、故郷をこいつに奪われたのだ。少なからぬ知人がこいつによって殺されたのだ。

「abru-main!」

　突き進んでいくレレイの背中を見送ったテュカはようやく、今此処で起きていることが夢でも妄想でもない、現実であることに気付いたのである。




「rihommun!!」

　レレイは、そこらに散らばっている剣を一本、魔法で浮かせると飛ばした。

　弓で放ったような勢いこそついたが、剣の切っ先は炎龍の硬い鱗を突き破ることはかなわず、空疎な音を立てて弾けた。魔法で加速しても駄目。やはり無理なのか。

　手傷を負って、さらに手のつけられないくらいに暴れる炎龍。

　ＬＡＭの爆発から逃れようとして噴火口の壁に激突し、崩したバランスを取り戻そうと翼を広げる。ダークエルフ達は、これまでと変わって、炎龍がＬＡＭを恐れ避けようとすることに、驚喜した。

「いけるぞっ！」

　クロウは叫ぶ。だが、ＬＡＭは残り少ない。

　ナユの遺体の側に落ちていたＬＡＭを拾って、プロープを引き出し、構えて……数秒のことだが、それだけの時間を炎龍は許さない。自分の巣であることももうお構いなしになって火を立て続けに放ち、フェンは火だるまになった。

　全身に炎をまとわりつかせたフェンは、そのままＬＡＭを炎龍に向けて走った。そして至近で倒れ込みながら引き金を引く。

　この特攻によって、炎龍の鎧がい袖しゅうに二つ目の傷が抉られた。




　レレイは考えた。龍の鱗を貫くほどの速度に、これらの剣を加速させるにはどうしたらいいか。そして伊丹が、爆薬の上に剣を並べたことを思い出す。そうだ、爆発の力で剣を投射すればいいのだ、と思いつく。

　剣の一本を拾って、その柄に小サイズの連環円錐Hessu-amntを纏わせる。

　剣を魔法で投射し、炎龍にぶつかる瞬間……爆発した勢いによって、剣は深々と炎龍の脇腹に突き刺さった。

　ヤオに爪を立てようとしていた炎龍にとって、それは軽微な苦痛でしかなかったようだ。その体格から見れば、剣の一刺しなど棘とげほどのものでしかないだろう。無視しようと思えば無視できる。だが、大したことないと無視してきた剣が、鱗を貫いたことは炎龍の誇りをいたく傷つけた。

　これまで無敵を誇った炎龍の鎧はもう絶対ではない。動きを止めた炎龍は、レレイへと視線を向け、そして我が身に刺さっている小さな棘に視線を向けた。その不条理な出来事を信じられないかのような表情を浮かべている。

　悲鳴にも似た咆哮が漏れる。この世の不条理を嘆く響きがあった。

　その悲嘆にも似た叫びが、耳に心地良く響いてレレイはほくそ笑んだ。

「ふふふふふふふふふふふ。死ね、くそったれのトカゲ野郎」

　レレイは、そこらに散らばっている剣を空に浮かべた。

　朽ちた剣も、砕けた剣も、魔法の剣も、無名の剣も、宝石の剣も、大剣も、利剣も、神剣も、蛮刀も、十本、二十本と。

　どれほどの戦士が、炎龍に挑み倒れてきたか。無念の思いを噛みしめて死んでいったか。その魂魄の籠もった剣を、能力の限りを尽くしたレレイが炎龍の頭上へと高々と持ち上げた。
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「うっ」

　暗転した視野に光を取り戻した伊丹は、額を押さえながら頭を振った。

　動かないはずの大地が、ぐるぐると動いているように感じられて、自分が倒れているのかさかさまになっているのかさえ、分からなかったのだ。セィミィの身体を受け止めたダメージとＬＡＭのバックブラストを喰らいかけた衝撃で、三半規管に狂いが生じたらしい。

　汗をたっぷりかいたところに浴びた埃や、ＬＡＭのロケット噴煙で全身砂だらけの埃だらけ。口の中にも侵入したそれらに、唾がざらざらとして実に不快だった。

　乾いた口中の水分を掻き集めるようにして、数回唾を吐く。そして、顔に帰ってきた唾の感触にようやく自分が仰向けに倒れていることを自覚した。

　どれほどの時間を失ったのだろうか。一瞬か、数秒か、数分か。

　世界の回転が静まるのを待って、周囲を見渡してみる。

　すると、セィミィの顔が腕枕の距離にあって伊丹をじっと見つめていた。その近さと微動だにしない眼差しに思わず驚いてしまう。何事かと思って、視線を彼女の美しい顔から、喉、そして豊かな胸へと下ろしていくと、全てが理解できた。

　屍体となっていたのだ。

　炎龍は牙を立て噛み砕いたからといって、必ずしもそれを喰い、飲み下すというわけではないらしい。楚々とした魅力を持った彼女が、わずかな間にこうなってしまったことに伊丹は不思議を感じる。もうこの娘は動かないのだ。動けない。物も言えない思えない、ただの骸むくろだ。

　伊丹はそっと手を伸ばすと、セィミィの顔を撫でるようにして瞼を下ろした。

　まだ軟らかく、温もりすらあった。整った顔には傷一つ無かった。だから、瞼を下ろしてしまえば眠っているようにも見える。だが、胸のあたりから非現実的なまでに破壊された肉体を見ることで、彼女はもう目覚めることがないということをどうしても理解できてしまうのだ。

　突然、爆音が轟く。破片が熱波が伊丹に激しく降り注いだ。

　慌てて頭を抱える。体のあちこちで切り傷なんだか、打ち身なんだか火傷なんだかよく分からない苦痛を激しく感じた。そのどれもが、酷い怪我を負ってもおかしくないような衝撃を伴っていた。だがそれらが、炎龍との戦いが始まったばかりであり、まだまだ続いているのだということを、伊丹に実感させるのだ。まだ生きているのだ、と。

　人は首だけになっても脳細胞が死に至るしばらくの間、意識があるという。もしそうならばセィミィは死の瞬間に至るまで、世界が暗くなっていくわずかな末期の風景として、伊丹を選んだのだ。もし、そうだとしたら、どんな思いで伊丹を見つめていたのか……。

「行ってくるぜ」

　伊丹はセィミィの頭をひと撫でして別れを告げると、身体に力を入れた。

　身体を俯せに返して匍ほ匐ふく前進を始める。始めてから『てっぱち（ヘルメット）』がないことに気付く。くたびれたチンストラップを使っていたので、フックが甘く爆風で吹っ飛んでしまったようだ。首がもげずに済んだと喜ぶべきか、それとも失敗したと悔しがるべきか……。

　飛来して来る破片や爆風、炎龍の炎の熱などから頭を抱えるようにして庇いながら、周囲を見渡し、手探りしながら、発破器とリールを探す。

　程なくして、砂と埃が降り積もり半分埋まりかけていた発破器を見つけた。

　伊丹はそれに手を伸ばしたが、持ち上げた際に感じるはずの手応えがないことに舌打ちした。

　発破母線が中途で切れていたのだ。ＬＡＭが炸裂した際の衝撃か、破片によるためか。

「くそっ!!」

　折角の苦労も水の泡だ。

　仕掛けた爆薬が使えないとなれば、ＬＡＭに賭けるしかない。が、ダークエルフ達は統制もなく闇雲に進んでは倒れていった。見れば、どうにか動けているのはクロウにフェンにヤオだけだ。しかも三人とも満身創痍。血まみれ怪我まみれ、しかも火傷なのかＬＡＭの噴射炎を浴びてのカーボンなのか分からないが、身体の各所を炭化したみたいに黒くさせていた。

　ヤオがバンの遺体の下からＬＡＭを引っ張り出すと炎龍に向かって突っかかっていく。彼女は伊丹が教えたことを忠実に行った。プロープを引き出し、安全レバーをＦへと合わせた。命中すれば間違いなく炎龍の鱗を引きはがすだろう。

　狂乱状態の炎龍は、身を火口の壁にぶつけることも厭わず、跳ねるようにしてこれを避ける。その巨体が地にぶつかり、壁にぶつかるたびに岩棚は大きく揺れて、火口の壁が派手に崩れた。雪崩のように、火山灰や軽石や岩盤が降ってくる。

　そんな中、フェンが炎龍の炎を浴びながらも、そのまま特攻をかけて炎龍にダメージを与えた。

　伊丹は「馬鹿野郎っ！」と身を起こす。

　わずかな間に、ダークエルフ達が死んでしまった。セィミィが死に、今フェンが死んだ。この一瞬を躊躇ためらったら次は、レレイや、テュカ、ヤオ、クロウだ。そう思っただけで伊丹の身体は動いた。壮絶な覚悟とか、決意とか、そんな精神的なきっかけはない。考えもしない。頭の中は空っぽだ。ただ反射的に訓練の結果身に付いた動作として、走り出したのである。発破器を拾い、リールを拾い、ニッパを持って。

　炎龍の足下を駆け抜けて、発破母線を埋めた場所を手探りで掘り返していく。

　剣をぶつけ合うばかりが戦いではない。銃砲火器を撃ち合うばかりが戦いではない。穴を掘り、伝令に走り、爆薬を仕掛ける。それぞれがそれぞれの部署で、課された役割を誠実に果たすこと。それが全て戦いなのだ。

　伊丹は、炎龍を吹っ飛ばす最後の切り札を確保すること。それを自らの役割と見なしていた。

　ちぎれた断端を見つけだして、被覆をニッパで剥いて、断端を繋いでいく。

　口で言えば簡単な作業だが、頭上では炎龍が暴れ、火を吐き、ＬＡＭの爆風が吹き荒れる。

　炎龍の悲鳴にも似た鳴き声が響く。いよいよ逃げ腰となった炎龍が、翼を広げて岩棚を離れようとした。

　伊丹は、頭上から降り注ぐ土砂に何度も咳き込みながら、リールを抱え上げて、繋ぎ終えた発破線を伸ばしていく。そこへ、誰かの甲高い調子外れの嘲笑が響いた。

「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっ」

　誰かと思って振り返ってみれば、レレイ。

　ポンチョにも似たローブをひるがえしながら、緑の瞳を輝かせて立っている。

　その小さな体躯から伸びた腕の向かう先、掲げ上げる手の向かう先、その突き立てられた指の向かう先、それは上空。天空を覆うように、まるで吊り下げられたように無数の剣が浮いていた。

「死ね、くそったれのトカゲ野郎」

　レレイのものとも思えない罵倒をきっかけに、土砂降りのように降り注ぐ剣。

　さしもの伊丹も、これに巻き込まれては堪らないと走った。ヤオも、クロウもその凄まじさに、慌てふためいていた。

「くっくっくっ」

　どうやら、レレイは我を忘れると人格ががらっと変わるのかも知れない。白い無表情のレレイに感情の色が付いた。それは禍まが々まがしいほどに狂怒の色を湛たたえていた。

「わぁっ、待てまてまてまてっ！」

　頭を抱えて、身を投げるようにして伏せる。ヤオやクロウも伊丹を真似て頭を抱えて伏せたために三人で額を寄せ合うかのようになった。

　歯を食いしばって着弾を待つ。だが、予想された衝撃は訪れなかった。

　宙を舞う剣は、ただ重力に引かれて降り注ぐのではなく、勢いそのままに炎龍目がけて突き進んでいたのだ。的確に誘導され、導かれた剣は、全方位から逃げようとする炎龍へとまとわりついて、弾ける。

　爆発の勢いによって撃ち出された多くの剣が砕け、多くの剣が切っ先を失って跳ね返った。もちろん、その中には強靱な鱗を突き破る剣もあった。が、全体としてみれば、極僅か。確率的には十本に一つか二十本に一つ。それだけ多くの商人が、剣に命を託した戦士達を裏切っていたということだ。

　だが、レレイが浴びせかけた剣は非常に多い。

　母数が多ければその中の稀少の剣の割合も増えていく。真に名匠の打った剣、真に名工の研いだ剣が炎龍の身体に突き刺さった。しかも、レレイは逃げ去ろうとした炎龍の翼を集中的に狙った。

　翼をずたずたに引き裂かれた炎龍は、その巨体を支える浮力を失う。

　炎龍が、ついに墜ちた。




　その巨体が岩棚に叩きつけられる衝撃は、凄まじいものとなった。

　岩棚が大きく揺れて、岩盤に亀裂が走ったほどだ。そして炎龍もまた、落下の衝撃によるダメージに身悶えていた。大空に舞うための翼を失い、身体の各所に穿うがたれた穴からは、出血が続いている。そして何本もの剣が、槍が、刀が刺さり、立ち上がる気力も失ったかのように見える。

　その証拠に、唸り声にも力が無い。

「やったぜっ！」

　クロウとヤオは、炎龍の水に墜ちた犬のような姿に勇躍すると、それぞれに剣を、サーベルを抜いて走り出した。だが、飛べなくなったとしても、炎龍は戦車並みの防御と攻撃力を持つと見ている伊丹には、まだまだ危険極まりない存在に見えた。

「馬鹿、止めろっ！」

　どうにかヤオの後ろ髪を捕まえることに成功したが、クロウを立ち止まらせることは出来なかった。しかも、目の前で精根尽き果てたようにレレイが膝を付いて倒れていく。ヤオを捕まえ、レレイを支える。伊丹に出来ることはこれで精一杯だった。

　クロウは剣を抜くと、脇目もふらずに渾身の力を込めて炎龍に叩きつける。

　その跳ね返ってきた甲高い音には、どうしようもないほどの堅牢さを感じさせられたが、剣を叩きつけることに成功したクロウは、直接の手応えが嬉しかったのか我を忘れて連打した。

「この野郎っ、この野郎っ！」

　調子に乗って、繰り返し繰り返し剣を叩きつけ、それでは敵かなわないと思って剣先を突き立てる。あまりの鱗の頑強さに、業を煮やしたのか次は鱗の隙間に剣を差し込んで引き剥がしにかかった。

　虫の息となっていても、やはり炎龍は炎龍であった。身を捩らすように首を起こしたと思うと、まとわりつく蠅でも払うかのように炎を放ち、クロウの身を焼いたのである。

「うわぁっ！」

「クロウ！」とヤオが手を伸ばす。だが伊丹は、ヤオの腕を捕まえて決して放さなかった。

「駄目だ、ヤオ。駄目だ！」

「クロウ！　イタミ殿、放してくれっ！」

「止めろ、お前まで巻き込まれるぞっ！」

　ヤオの叫びも虚しく、火だるまとなったクロウはしばらく転げ回っていたが、やがて動きを止める。

　炎龍の隻せき眼がんには殺気が、まだまだ満ちていた。わずかに火を放ちながら、伊丹達を威嚇する。その目には死の瞬間まで屈しない、古代龍としての意志の光があった。

「何故だ、何故止めるっ！」

「馬鹿野郎。いい加減に、頭を冷やせっ」

　伊丹は、激昂しているヤオを放すまいとする。今にも火を吐き出しそうな炎龍から離れて洞窟へ退却しようと、彼女の腕を懸命に引っ張っていた。




「あ、ああっ、ああ」

　レレイに指をくわえて見ていろと言われたテュカは、目前で繰り広げられた戦いを呆然と見下ろしていた。

　ダークエルフの男が、炎で焼かれ七転八倒している。

　そんな仲間を助けようとヤオが手を伸ばす。だが、伊丹は彼女の手を離さない。そればかりか懸命に引っ張って炎龍から距離を取ろうとしている。頭に血が上っているヤオは伊丹の制止に従わず、炎龍に向かおうとして伊丹を振り払おうとさえした。

　そんなヤオの姿が、自分に重なる。

　馬鹿だ、馬鹿だ、馬鹿だ、馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿。

　向こうの炎龍がわずかに身を捩らせて伊丹に牙を剥いた。伊丹は炎龍に背を向け、レレイを抱きかかえ、ヤオの腕を牽いて、逃げようとしていた。

　炎龍の顎が大きくひらいて、その鋭い歯列が剥き出しとなる。その中心に、伊丹の姿。

　それが、炎龍に背を向けた父のものと重なった。

「父さんが、死んじゃう」

　この瞬間、テュカの頭の中はそれだけで一杯になった。

　奥歯を噛みしめ、テュカは一歩を前へと出した。

　手には剣はなく弓もない。ならば、わずかに使える精霊魔法以外に武器はない。テュカは徒手単身で前に出た。

　森の精霊種たるエルフは風木の精霊魔法との相性がよい。まして上位種たるテュカならば、発動に僅か二節。

「teruymmun! hapuriy!」

　それは雷撃の召喚であった。

　いけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ！

　碧へき眼がんから流れる涙をまき散らしながら、渾こん身しんの雷撃をテュカは召喚した。

　雷撃などで、炎龍がしとめられるとは思っていない。できるなら、父が、あるいは数多あまたの精霊使いが炎龍をしとめただろうから。

　だが、それでも良かった。炎龍の気を一瞬でも逸らす。僅かな時、数すう瞬しゅん、数刹那、寸すん毫ごうの時を稼ぐことが出来れば、テュカが父と見なした男は、死の顎あぎとから逃れ得るかも、知れないのだから。

　青白い閃光が瞬き、大地の表面が軽く跳ねた。

　その衝撃に、伊丹はレレイを抱えたまま、ヤオを引きずったまま、こちらに倒れ込んでくる。

　テュカは両手を広げて伊丹に抱きついた。勢いそのままに伊丹はレレイ、テュカ、ヤオごと、洞窟へと転がり込んだのである。今度は、テュカは独りではなかった。皆を抱いたまま、皆と共に洞窟へと飛び込めた。

　炎龍の体表面を電撃は走る。通常ならそのまま地へと流れていく電流の迸ほとばしりは、各所に突き立てられた剣にまとわりついて体内に深く侵入した。

　電流は『流れやすい所』を流れるという法則に従って、炎龍の肉体を突き抜けた。そして、伊丹が配置した発破母線に触れ、駆け抜ける。それは地中に埋められた七十五キログラムの粘土爆薬に突き立てられた無数の電気雷管へと至った。

　炎龍の心臓が、大きく鼓動する。

　瞬間。

　炎龍の爆発的な断末魔の悲鳴が轟く。それは巨大な鉄の塊を引き裂くような音だった。それに続いて火山の噴火を思わせる大爆発が続く。それは洞穴内で共鳴し、大地を震わせた。その衝撃は、地面に伏せる伊丹の耳を貫き、テュカの耳を貫いた。誰も彼もがその魂こん魄ぱくを打ち砕くほどの衝撃に貫かれた。

　炎龍の巨体は、強烈な破壊力によって引き裂かれた。

　傷つけられた心臓壁から噴き出した血液は空気に触れた途端、炎のように燃えた。

　炎龍の心臓が鼓動するたびに、その心臓から血炎が溢れた。赤い血潮の代わりに、辺りには炎が溢れた。飛び散った血炎のしぶきは、炎龍の身体を内部から焼き、浸食し、包み込み始めた。

　堅牢な鱗は見事なまでに叩き割られ、しかも体内までも焼かれていく。こうなれば最早助かる術はない。その巨体を打ち震えさせ、身体の各所に穿うがたれた傷跡から、紅ぐ蓮れんの炎をまき散らし、苦しそうに悶えながら炎龍は崩落する岩棚と共に、地の底の闇へと堕ちていったのである。




　そして、その瞬間から大地が崩壊を始めた。




　支えを失ったかのように洞窟の天井が崩れ出す。洞窟の床にもひびが走り、亀裂が広がり、大きな地割れが口を開いていった。あたかも、四人を奈落へと引きずり込もうとするかのように。

「逃げるぞっ！」

　伊丹はヤオの頬を叩き、動けない人形のようなレレイを担ぎ上げ、テュカを励ます。

　テュカも身体をしたたかに打ち付けていて全身が悲鳴を上げていたが、今は痛いとか疲れたとか言っている暇もない。「走れ、走れ、走れ」という伊丹の声に急き立てられるように走った。

　天井、柱、大地、あらゆるものが、少しずつ崩れ始めた。

　終わりのない地震。それは、激しさを増していくだけだった。このままでは大地の全てが壊れ崩れるようにも思えたほどだ。

　洞窟の内部。神殿のようだった階段。伊丹達が走り抜けていく端から、地面が消え失せていく。落ちた瓦礫は、地の底に広がる暗黒の空間へと飲み込まれていく。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

















　足の下が崩れ落ちて転落の恐怖に喉から声を振り絞るテュカ。

「テュカっ！」

　伊丹の右手が、テュカの左手を捕らえた。伊丹が必死の形相でテュカを掴み上げ、地上に結び付けている。

「しっかりしろっ！」

　テュカを引き上げようとする伊丹。その伊丹の背後からヤオの手も伸びてきて、テュカの手を更に支える。二つの手がテュカの手をしっかりと掴んだ。

　足下では大地に無数の、そして地の底まで続いているようなひび割れが走っていく。

　それまで堅牢な硬質を維持していた地面が、砂のように頼りなくなってしまった。柱が崩れ始める。岩の天井を支えていた柱の、ことごとくが折れて、朽ちていく。

　ここも危ない。あそこも危ない。安全な所などどこにもない。

　伊丹は、テュカの手を握り込んだまま、その崩落する洞窟を駆け抜けていく。

　懸命に走る一歩一歩の踵、そのわずかな後ろから地面が崩れ落ちていく。その崩落の速度は、四人を深淵に引きずり込もうと激しく追い立てた。

　落盤の恐怖と全力疾走の疲労は、テュカの体力を容赦なくそぎ取っていった。

　彼女の流れるような金髪は、砂を浴びて、煙に汚れた。汗にまみれた肌は、砂礫を浴びて泥のようになっている。

　早鐘のような鼓動は、胸が張り裂けそうなほどで、一呼吸一呼吸が熱く、痛く、辛い。

　天井から大きな岩が降ってくる。大崩壊の名に相応しく、あらゆるものが堕ちていく。だけど、生きている。まだ、生きている。

　自分は生きている。

　伊丹も生きている。

　レレイも生きている。

　ヤオも生きている。

　テュカは、伊丹の手を握り返してその感触の確かなことを味わった。

　死なせずに済んだ。亡き父の敵を討った。

　いつの間にか地面を蹴る足に、力が届き始める。引きずられてるから動かしていた脚に意志の力が蘇っていた。
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　崩れゆく洞窟から命からがらどうにか逃れ、外の空気に触れた伊丹達は最早動くことも出来ずに、崩れるようにして地面に横たわった。

　肩で息をして、咳き込んですら居る。

　吸い込む空気が熱く、胸が焼けるように痛い。手足はもう鉛のように重く、我が身ながら恨めしく鬱陶しいほどだ。

　洞窟はその崩落が出口近くにまで達して埋まってしまい、周囲には砂埃が立ちのぼっている。

　空は、西側ではまだ星が瞬いていたが、東側では幻想的なまでに紅く染まりだしている。

「はぁ、はあ、はあ……みんな、無事か？」

　問う言葉も、簡潔にして要点のみ。テュカは「生きてる」とだけ、ヤオは「なんとか」、レレイは「損傷はたいしたことがない……」と答えた。「遅いぃよぉ」という弱々しい声はロゥリィだ。

　どうにか全員の無事を、とはいっても誰も彼も傷だらけでこれを無事と言ってよいかどうかは分からないが、とりあえず生きていることだけは確認した伊丹は、安堵のため息をつく。

「……………」

　しばしの時の果てに、はたと気付く。

「ロゥリィ！」

　顔を上げた伊丹の目に入ったのは、ボロくずのような有様に成り果てて転がる、黒フリルの塊かたまりだった。

　手足が引きちぎれそうになり、無数の傷を受けて転がっていた。

　無事なところを探すことの方が難しいぐらいだ。傷からは沸騰した湯のような蒸気があがり、瞬く間に回復していくのだが、傍目にはそんなことでは到底追いつかないと思えるほどの出血と、怪我だ。生きているのが不思議なくらいである。

「どうしたんだ。いったい、何があった!?」

　伊丹は、全身の疲労もよそにロゥリィに近付くと彼女の身体を抱き上げた。

　力無く落ちる腕に、思わず慌てる。彼女の左腕は、どうにか皮一枚で繋がっていただけだった。あわてて、伊丹はロゥリィの腕を元のように付け合わせようとした。非理性的な振る舞いだが、この時ばかりはそれが正解。傷口同士がくっつこうとし始めた。

「お姉さまったら、ヒト種なんかに心配されて。随分と腕が鈍ったんではなくて？」

　背後から投げかけられる声に、振り返る伊丹。

　見上げた山の中腹に、二頭の新生龍を従えた白ゴス神官服をまとった女性が立っていた。
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　その女は、白ゴスを纏っていた。

　見た目二十代前半の肢体。

　深ふかき縹はなだ色の肌をフリルに充ち満ちた白い衣装で包んでいる。包んではいるのだが胸元のあわせが足りず豊かな双丘で構成された谷間から、ピアスの輝く臍さい部ぶまでを見事なまでに露出。その、ぬめるような肌を紐できつく編み止めるというデザインとなっていた。袖も肩で切り落として、フリルのスカートも裾がぼろぼろ。深々としたスリットが入っているも同然で、美脚を全く隠せていない。露出されている腹部や、腕、腿、頬などには、トライバルのタトゥーが入っている。もしかすると全身に刺青いれずみが施されているのかもしれない。

　灰色の髪をたなびかせた彼女は、縦に割れた金色の瞳にどんよりとくすんだ輝きをたたえ、死神が振るうような大鎌をよっこらせと肩に乗せて舌なめずりした。まるで錆びた刀剣のようなやさぐれた雰囲気だ。それゆえに通った後には、辺り構わずゾロリとした凶悪な傷跡を残して歩くような危険な気配を湛えていた。

「お姉さま。主上さんの奥さまになろうってお人が、汚らわしいヒト種なんぞに気安く肌に触れ、触れさせるとは不ぶ調ちょう法ほうが過ぎまっ、せんか……」

　丁寧な言葉遣いに馴れないのか、自ら舌を噛みそうになって「ちくしょうめっ」などという小さな罵倒が漏れ聞こえた。

「煩うるさいっ。あんな女の嫁に、誰がなるもんですかっ！」

　ロゥリィは文句を言いながら、震える体をぎこちなく起こした。

　両腕の切断面が繋がり、血まみれの手足もどうにか彼女の言うことを聞くようだ。だが、やはり力は充分ではない。普段なら軽々と振るうハルバートも、手をかけるのが精一杯で持ち上げることすら難しそうである。

「主上さんに、見み初そめられて嬉しくないんすか？」

「何度も言っているでしょう。わたしぃの主神はエムロイ。死と断罪と狂気、そして戦いの神よぉ」

「はぁ、マリッジブルーってやつかねぇ。不ふ憫びんなこって」

　ここはやっぱりひとつ、無理矢理にでも連れ帰らねばなるまいか、などと剣けん呑のんなことを呟いていた。

「何が、マリッジブルーよっ！　何が不憫よっ！　そっちが勝手に決めて、勝手に言ってるだけじゃないぃ」

「もう、嫌っ」と、ばかりにロゥリィは伊丹に子供のように縋った。今にも泣き出しそうだった。

　それを見た白ゴス女性は、伊丹に胡う乱ろんな視線を向けた。

　ロゥリィに対しては、一応の敬意を示そうとして気を遣う白ゴスだが、伊丹相手となれば、もうあからさまなまでに蔑さげすんだ視線と口調になる。

「そこのヒト種のオス。てめぇ、主上さんの妻女になろうってお人を寝取ろうとか考えてんじゃなねぇだろうな？　もしそうならそのケツに二つ目の割れ目をこさえてやっぞ」

　伊丹からすれば、何で俺？　寝取る？　滅相もないと訴えたい気分だ。だから首をブンブンと大きく振った。だが、縋りついてくるロゥリィに、小さな声で、まだ力が戻ってこないから、時間を稼いで欲しいと囁かれれば否いや応おうもない。この状況を、この白ゴス女性とロゥリィとの間にどんな確かく執しつがあるのか見極めるためにも、少しばかり言葉を交わす必要を感じた。

「質問っ、質問っ！」

　伊丹は手を挙げた。すると、白ゴス女性は「なんだよ、めんどくせぇなぁ」と、舌打ちしながらも実は律儀な性格らしく「分かった、分かった、さっさと質問しろよ」という態度で耳を貸してくれた。

「まず最初にお尋ねするのは、貴女はどちら様で……おっと失礼、自分は日本国は陸上自衛隊特地派遣隊・第三偵察隊長・伊丹耀司二等陸尉であります」

　白ゴス女性は、その背中に巨大な羽を広げた。そのドラゴンのような翼を大きく広げるとふわっと滑空して、音もなく伊丹達の前に降り立つ。そして、まるで品定めするかのように、伊丹のことを右から、左からジロジロとなめ回すように見ていった。その縦割れた瞳と所作に、やっぱり爬虫類系だなぁという感想を伊丹は抱いた。

「ご丁寧に自己紹介あんがとよ。オレはジゼル。見ての通りの使徒さ。主上ハーディに仕えてる」

　ペコリと頭を下げる姿は、行儀見習い中の居酒屋バイトみたいな雰囲気があった。ロゥリィの囁きによるとこの女性は竜人出身の亜神で現世に存在する一番若い使徒らしい。

「ハーディ……さまと言いますと、やはり神様で？」

「そだよ。って言うか、んなことも知らねぇのかよ。常識無ぇ奴」

　特地についての無知を指摘された伊丹は、「あはは、よく言われます」と、まるで追従するかのように笑った。そして、現在の雰囲気が途切れないよう「今のやりとりを聞いてて思ったんですが、そのハーディって神様は女性でらっしゃいますよね。それが、女のロゥリィを嫁にしようとしてるってことですか？」と質問を続けた。

「そだよ。何か変か？　おかしいかよ？」

「いや、別に。ただ人間的な感覚だと、女性が女性を嫁にするっていうのは、まだ珍しいことでして。外国ではあるって話ですが、卑近にそういう話がないんで確認だけしておきたくなりまして」

「本人達の好きずきだろ。いちいち文句たれるなよ、おっさん」

「おっ、おっさん？」

　確かに、おっさんと言われてもおかしくない年齢ではある。が、あからさまにそう言われたのは、意外にも初めての経験である。結構、傷つくものであると、しみじみと実感してしまう今日この頃。人知れずして精神的なダメージを受けたが、それを押し隠して明るく振る舞う健気な伊丹であった。

「神様ってのは進んでるんですねぇ」

　すると、ジゼルは「ああっ、もうっ！」と、自分の後ろ髪を掻きむしって肩を竦すくめた。

「ホントのこというと、オレにも分かんねぇんだよっ。けどよ、差別はいけないだろ？　だからそれなりに理解はしようと思ってんだよ。ま、普通は分かんなくて当たり前なんだろうけどな」

「わたしぃは嫌よぉ。男がいいわぁ」

「と、まぁ、こんな有様でさ。まいってるぜ」

　主上の想いが広く理解されるには、まだまだ道は遠い、とジゼルはため息と共に太陽が昇りつつある地平線へと視線を向けるのだった。

「まぁ、こうしたことは本人の意思が問題ですからねぇ。時に、ジゼルさんはハーディさまと同じように、同性が好みで？　それとも異性がお好みで？」

「オレか？　オレは男がいい」

「では、実際どう思われます？　本人の意思を無視して、暴力で無理矢理連れて行って、しかも好みでない同性の相手に娶めあわせようというのは。ご自身の身に置き換えてみたら、やっぱり嫌じゃないですか？」

　伊丹の言葉にジゼルは眉根を寄せた。視線を背けて小さく舌打ちする。

「それを言われっと参るんだよなぁ。けどよ、使徒としちゃあ、お姉さまを連れてこいっていう主上さんには逆らえねぇし。御意に従うしかないだろっ」

「それで、先ほどから戦っていたと？」

「そうさ。まさかこんなところでお姉さまに出くわせるとは思ってもみなかったけどな。出会ったからにはってことでな」

「ロゥリィって結構強かったと思うんですが、貴女一人でこんなにしたんですか？」

　見るからにロゥリィの傷は酷かった。もちろん治りかけてはいるが、最初に見た時は身体のそこかしこに深々とした傷が残っていたのだ。黒ゴス故に分かりにくいが、着ている服は乾いた血が大量にこびりついていた。

　するとジゼルは、愁しゅう眉びを寄せる。

「馬鹿かお前ぇ。んなの、お前の傷をお姉さまが代わりに引き受けたからに決まってるだろうよ」

　ジゼルはそう言うと、砂でも吐くように唾を大地にぶつけた。

「どうりでおかしいと思ったぜっ。本当ならオレ独りじゃ絶対に無理なんだよ。戦いの神、エムロイの使徒。死神ロゥリィ相手に、オレなんて互角に持ち込むのが関の山のはず。それがどうだい、まるで動きが悪い。何もしなくても傷を負う……、最初は舐められてるのかと思って頭に来たが。そりゃ、そうだろさ。お前ぇの傷をお姉さまが引き受けたんだからな」

　見れば繋がっているのが分かる、とジゼルは言った。

　そう言えば、不思議と大けがの無い伊丹は唖然としてロゥリィに視線を下ろして「なんでそんなことを」と尋ねた。

　するとロゥリィはペロッと舌を出して、肩を竦すくめた。「別にぃ良いじゃないぃ」

　この態度に、伊丹としては、どうしようもない気持ちになった。心臓を鷲掴みにされてしまった気分だ。

「ま、事情が分かれば話は別だ。今度は、全力でやってもらうぜ」

　ジゼルはそう言って、背後の新生龍二頭を振り返る。いつの間にか、二頭の新生龍も近くに寄ってきていて、ジゼルにその巨体を撫でられて気持ちよさそうに喉を鳴らした。

「オレ独りでなんとか互角。だがこの二頭がいれば、お姉さまにだって勝てるんだぜ」

　二頭の新生龍は、身体の赤いものと、黒いものとがいる。おそらく炎龍の巣にあった卵の破片、あれから孵ったのがこの二頭だろう。身体を覆う鱗の形状や、全体の雰囲気に炎龍の荒々しい面影を感じる。それでも親に比較すれば、トゲトゲというか風格に欠けるきらいがあり、大きさも二回りほど小ぶりだ。とはいっても、巨体であることは間違いないが。

「ず、随分と、懐いてますね。危なくないですか？」

「ああ？　産まれた時から世話したかんな。眠っている炎龍を起こして、わざわざ水龍と番つがわせて、卵を産ませて、ようやくここまで飼い慣らすことに成功したってわけよ。そりゃ苦労したぜ。それだけの価値はあったけどな。炎龍と新生龍、そしてオレ。この組み合わせなら無敵だぜ」

　そう言って、ジゼルはほくそ笑んだ。

「な、なんでまた、そんなことを？」

「お前、本気で馬鹿だな。お姉さまを含めて、他の亜神に勝つために決まってるだろ。ところで、ロゥリィお姉さま。体力の回復具合はいかがでしょうか？　そろそろ、二戦目と参りたいんですが、今度こそ手加減抜きでお願いします」

　ジゼルは、ロゥリィに告げると大鎌を構えた。背後の新生龍二頭も翼を広げ、距離をおいてそれぞれに身構える。

　ロゥリィも、伊丹から離れてどうにかハルバートを構えた。だが、その重みで身体が微妙に傾かしいで揺れた。傷の回復が進んでいるとはいえ、やはり受けたダメージが彼女を蝕むしばんでいるようだ。

「ちょっとお待ちいただきたい、ジゼル猊げい下か。今のお話によるならば、炎龍を起こしたのは猊下であらせられるか？」

　緊張の走った両者の間に水を差したのはヤオだった。

　左の二の腕に出来た傷を右手で庇いながら、片足を引きずりながら少しずつ前に出て、ジゼルに問い詰める姿は鬼気迫るものがある。

「なんでぇ、お前は？」

「何故、そのようなことをっ！」

　ヤオの怒気を孕んだ詰問に、ジゼルは無礼を感じてか、ヤオに向ける視線をすぅと細めると少し低めの口調で言葉を返した。

「オレのやることに文句があるってのか？」

「ありますともっ！　此の身らはハーディを主と仰ぐ者。これまで、それなりに誠意を持って仕えて参ったつもりです。なのに、その代償として与えられたのが、炎龍という名の災厄。それはいったい何故なのですか!?」

　ジゼルは苛立ち混じりに、盛大なため息をついた。

「主上さんのご意志を、いちいち何故なんて尋ねてんじゃねぇんだよ。親分が黒っつったら、白かろうと赤かろうと、黒なんだ。お前等信徒は、それに従うってのがスジってもんだろうよ」

「し、しかし」

「上には上の考えってやつがあんだよっ！」

「それが、我が同胞を滅亡に導くものであってもですか？」

「当たり前だろう。信仰心が篤いって言うなら、なおさらだろう？　お前等はな、主上さんのお役に立てることを喜ばなきゃだめなんだよ。それが死ぬことなら黙って死ぬ。それが信仰心ってもんだろ。違うか？」

　ジゼルの、何故そのような分かり切ったことを問うのだという態度に、ヤオは身を震わせて唸うなった。

「こ、此の身に限って言えば、主神の仰せならば従いましょう。ですが同胞や一族すべてに生いけ贄にえとなれとは、あまりにも無む体たいなお言葉。此の身の一族を炎龍の餌とすることは、本当に主神のご意志だったのですか？」

　この言葉にジゼルは笑みを浮かべて手を打った。

「なんだそれ？　へぇ、餌になっていたのはお前らだったのか。炎龍の奴、どこから餌を獲って来るのかって思ってたんだけど、それがダークエルフだったとは知らなかったぜ。災難だったな、お前」

　この言葉には、さしものヤオも唖然とした。

　ダークエルフが炎龍の餌となっていた。それがハーディの意志だった、というのならまだしも、知らなかったという。それはつまり、信徒達が苦境に置かれていたことに、関心を払ってなかったということを意味する。

「災難？　災難の一言ですか!?」

　ヤオは、力無く膝を屈して両手で大地を叩く。

「何度祈ったか。何度泣いたことか。何度悲しんだことか。何度問うたことか。何度救いを求めたことか。何度、絶望したことか。その都度主神を想い、自らを励まし、立ち上がり、希望を求め、旅に出て……そんな此の身の祈りに、神々は応えてくれないばかりか、耳すら貸してくれてなかったというのですか」

　血涙を流しながら問うヤオに対して、ジゼルは困ったように眉根を寄せて言い放った。

「いちいち、信徒の言葉に耳を傾けている神なんているわけねぇだろ。金をくれ、救ってくれ、出世できますように、くじに当たりたい、豊作祈願、勝負に勝ちたい？　恋愛成就？　んな、欲まみれのお祈りなんざに耳を貸してたら、きりがねえんだよ。おんぶにだっこと縋ることしかしない信徒なんぞ、炎龍のエサになってろってんだ」

　この言葉にヤオが切れた。自らの魂をかけた祈りを、そんな欲ぼけた頼み事と同列に扱われたことが、頭に来たのだ。

　サーベルを抜剣するのが速いか、ジゼルへと斬りかかった。

　だが、それよりも速く鋭い大鎌の一閃が振り下ろされた。




　咄嗟のことだった。

　伊丹は、ジゼルに斬りかかろうとするヤオに飛びつくと彼女の胴を抱えながら引きずり倒した。ここで喧嘩を始められたら巻き込まれること必ひつ定じょうだからだ。

　ジゼルの大鎌はヤオの身体を、皮一枚の差で掠った。そこへロゥリィがハルバートを振るって斬りかかる。

　ジゼルは、身を逸らすことでこれを躱した。そこへ割って入るようにして、赤龍の鋭い爪が振り下ろされ、今度はロゥリィが跳ねるようにして、その一撃を避けた。

　伊丹は、ヤオを抱えて地を転がると、腿から９㎜拳銃を抜く。おおよその見当をつけて連射。三発の弾丸が、ロゥリィを追撃しようとする赤龍の巨体に当たったが、その強靱な鱗にはばまれて傷一つ負わせることが出来ない。とはいえ、その攻撃は赤龍を牽制することに成功した。ただ、その代償として二頭の新生龍と白ゴスの亜神に、伊丹を敵と認識させることとなる。

　交こう錯さくした一瞬が終わり、間合いが開く。

　ロゥリィはハルバートを構え直し、伊丹はヤオを起こして、ロゥリィの傍らへと立った。レレイやテュカは、黒龍に牽制され、これから逃れるだけで精一杯の様子。二人とも、有効な攻撃手段を持っていないことに加えて、レレイに至っては炎龍戦で精神力の殆どを消耗し、回復できないでいるのだ。

「くそっ……」

　巻き込まれることを防ぐために動いたつもりだったが、かえって巻き込まれてしまった。伊丹は、新生龍には効果無しと見て、銃口をジゼルに向けたが、それを見たジゼルは、「おいおい、ヒト種がこのオレに挑もうとは」と、嬉しそうに微笑む。

「お前ぇ、なかなかいい目してるじゃねぇか。そういう無謀な奴って、好きだぜ」

「当たり前じゃないぃ。これでも、炎龍を倒した程の男よぉ」

　肩で息しているロゥリィは、精神的な優位を保とうとしてかそう言った。

「なんだと!?　って失礼。いや、今、何を倒したって言われましたか？　お姉さま」

「炎龍を、倒したって言ってるのよぉ」

　無事に出て来たからにはそうよね、とロゥリィは伊丹に尋ねる。

　ジゼルの刺すような視線に、別に俺が倒した訳じゃないと叫びたいところである。

　伊丹がしたことは粘土爆薬を仕掛けただけだ。戦ったのはもっぱらヤオ達ダークエルフだし、レレイだし、とどめを刺したのはテュカだ。が、今、この瞬間のロゥリィの負担を軽くするには、自分が容易ならない敵だとジゼルに思わせる必要性も理解できる。やせ我慢して、即興で、はったりをきかせることにした。

　思わず呟く。「俺って、こんなんばっか」

　特殊作戦群でも、欺ぎ瞞まんのためとかで偽経歴が各方面に流され、大したことしてないのに二重橋壕では英雄とやらに持ち上げられる。実際と評判の乖かい離りたるや甚だしい。実力以上に振る舞うことを強いられるのがどれほどにしんどいか。だが、ここは下腹に力を入れて、余裕に振る舞う。余裕に見えるように振る舞わなくてはならなかった。

「嘘かホントか、火口を覗いてみれば分かりますよ。炎龍の屍体が転がってるはずです。あっ、勢い余って岩棚を吹っ飛ばしちまったから、埋まっているかも知れませんけどねぇ。あはは」

　内心、ガタガタ震えているのは秘密である。ロゥリィが軽く肘でつつきながら言った「良くできましたぁ」という小さな声も、危うく聞き逃すところだった。

　確認のためかジゼルが顎をしゃくると、黒龍が火口へと飛び上がって行く。

「へへへ、命からがら逃げて来たってんなら分かる話だぜ。お姉さまの加護があったとはいえ、ヒト種に出来るわけがねぇからな。だが、嘘にしては底が浅すぎる。と、すればホントか？　もし、そうなら面白れぇ。そこのヒト種のオス。もう一度名前を言え。さっきの名乗り、聞き流してて忘れちまった……」

「耀司よぉ。伊丹耀司」

　伊丹よりも先にロゥリィが告げる。そしてさらに伊丹の腕に、ロゥリィは見せつけるようにして腕をからめた。

「耀司とは眷属の契りを交わしたわぁ。あんたはぁ、新生龍二頭を手に入れたかも知れないけれどぉ、わたしぃは炎龍すら倒す男を伴侶にするというわけぇ」

「そういうことか……やってくれるじゃねぇか、お姉さま」

　そうしている内に、火口付近を飛ぶ黒龍から、叫びが響いた。

　自らの親を失ったことを知らせる、悲痛な叫びだった。

「おほっ、嬉しいねぇ！　こんな奴がヒト種から出てくるとは思わなかったぜ。使徒になった甲斐があるってもんだ」

　大鎌を構え直すジゼル。

「この耀司とわたしぃを相手にぃ、新生龍二頭とあんただけで、はたして勝てるぅのかしらぁ？」

　ロゥリィとジゼルの舌戦の横では、伊丹が必死になって「さっさと、帰れ。敵わないと思って逃げてくれ、行け、去れ。神様……」と、祈っていた。だが、祈るべき対象が目の前にいては、なんだか効き目もなさそうである。というより、いちいち祈りに耳を貸したりしてないと今、言われたばかりである。

「へっ。面白くなってきた。トワト！　モゥト！　お前等も親の敵かたきだ、手を抜くんじゃねぇぞっ！」

　二頭の新生龍はジゼルの呼びかけに応えて、朝日の昇った大空へと舞い上がった。ジゼルも大鎌を振りかぶった。ロゥリィもハルバートを振りかぶる。

「行くぜっ！」

「ヤべっ！　やぶ蛇だったっ！」

　戦うことを、最初から考えていなかった伊丹は、進もうとしたロゥリィを抱えると、後ろに向かって全力で走り出した。

「ヤオっ！　レレイを頼む。テュカ、走れ！」

　伊丹の指示を受けたヤオは、自らの傷も忘れてレレイを抱え上げた。テュカもはじかれたように走る。それまでの余裕な態度から一転しての見事な逃げっぷり。あっけにとられたジゼルはしばらく何があったのか、理解できなかった程だ。

　誰もいなくなったテュバ山麓に、隙間から吹き抜ける空気にも似た、肌寒さを感じさせる風が走っていく。遠くからカラスに似た鳥の鳴き声が聞こえた。

「あ……」

　どういう逃げ足をしているのか、下り斜面を転がるようにして走っていく伊丹達は、気が付いた時には、既に遠く小さくなっていた。

「ば、ば、ば……馬鹿な」

　どうする？　と問いかけるような感じで、黒龍と赤龍がジゼルへと視線を向ける。

「お、追えっ！」

　慌てて、飛び上がる二頭。

　いかに人間が走ろうとも、大空を舞う龍からは逃げ切れない。

　翼を大きく広げ、高度を上げて速度を増した。そして、上空から火を浴びせかけようと顎を開いた瞬間。

　蛇にも似た軌跡を描いて飛来した四条の筋が、二頭の新生龍を襲った。




「久里浜。『カレ』のサイズ、以前見たのと比べて、ちと小さくねぇか？」

　ロックオンさせた熱源追尾型空対空ミサイル・サイドワインダーを発射しながら、神子田は久里浜に言った。

「二頭居るし。完全に別目標だ」

『とはいっても、あの二頭に伊丹二等陸尉達が追われてるのは確かです』

　僚機の瑞原三等空佐の声に、神子田は頷いた。

「パワー、マキシマム。フルウェポン、フリー。コンバットマニュバ、ゴゥ、ゴゥ、ゴゥッ」

　久里浜の声に、神子田は「吶とっ喊かん！」と叫んだ。

「神子田は目標、赤。西元は目標、黒」

　空対空ミサイルの近接雷管が作動し、新生龍は爆炎に包まれた。だが、それでくたばるようなら苦労はない。神子田は、ヘッドアップディスプレイのピパーに、赤龍を捕らえると、引き金に指をかけた。

　Ｍ61バルカン砲は、毎分六千発の速度で20㎜弾を発射する。わずかな瞬間であっても交錯時に浴びせられた土砂降りを遥かに超える鉛玉の嵐は、新生龍の身体をミキサーのように激しく揺さぶった。

　平衡を失った二頭の新生龍は、中空に浮かび上がる機能を失って大地に叩きつけられた。

　よろめいてもすぐさま立ち上がろうとするのは流石である。翼を広げて、大地から離れようとする闘争本能は素晴らしい。年若い新生龍とはいえ、空の支配者たる龍種である。が……。

『だんちゃ～く、今っ！』

　七五式自走１５５㎜榴りゅう弾だん砲ほう十五門から放たれた砲弾に充填された合計百五キログラムのＴＮＴが炸裂。新生龍を含む、その周囲の空気と大地を徹底的にかき回して立ち直る隙を与えなかった。




『効力射撃はじめっ!!』

　ダークエルフの長老達は、ずらっと列ぶ七十五式自走１５５㎜榴弾砲の砲口から放たれる炎を、両耳を押さえながら不思議そうに見守っていた。

　あたりには煙が立ちこめて、ほとんど周りが見えなくなっていく。そのなかを特科の隊員達が、忙しく立ち働いている。

「いったい、何をしてるのだ、この連中は？」

「何かの儀式じゃろか？」

　けたたましい雷鳴の如き砲声も、それが数十キロ離れたところを攻撃するためとは、思えなかったのである。

　だが、次から次へと撃ち出される榴弾は、確実にテュバ山麓を耕していった。




「おほほっ。凄まじい威力じゃのうっ！」

　エルベ藩王国王デュランは、乗機に指定されたヘリから双眼鏡を覗きながら、感嘆の声を上げた。山の中腹が度重なる爆煙に包まれ、新生龍がその衝撃と破壊力によって袋だたきにされている様子が見えた。

「儂わしも、あれを喰らった時は、何が起こったのかさっぱりじゃったが、こうして離れて見るとよくぞ生きておったと思う凄まじさじゃ」

　エンジン音の煩い機内ではどうしても声が大きくなる。デュランは怒鳴るようにして、隣に座る加茂一等陸佐に告げた。

「陛下には御武運があったのでしょう」

　加茂は、大きく頷きながら返事した。

「武運か？　それが、幸いかどうかはこれからのことじゃよ。さぁ、次を見せてくれんか」

「よし。コブラ隊前へ！」

　加茂がプレストークスイッチを押して、命令を下す。

　すると、並行して飛んでいた二機のＡＨ１コブラが、速度を上げて前へと出た。二機の攻撃ヘリは、攻撃位置に遷移すると小脇に抱えたＴＯＷミサイルを発射する。

　有線で誘導されるそのミサイルは旧式であるが故に、人間が目標と定めた初見の標的に戸惑うこともなく正確に突き進んだ。

　主力戦車すら撃破する力を持つ天空からの矢を受けた新生龍は、その巨体を大きく弾けさせた。

















　炎龍には及ばないにしても、強固な防御力を誇った鱗がいとも簡単に引き裂かれ、肉を露呈し、そこから鮮血を噴き出す。連べ撃ちによって、二本三本と対戦車ミサイルを受けた赤龍、黒龍、二頭の新生龍はこうしてテュバ山麓をまな板として、肉塊へと解体されたのである。




「な、何だっ！　なんて、こった……」

　一斉砲撃の爆発に巻き込まれたジゼルは、巻き上げられた土砂に半身を埋められながら、子飼いの新生龍が爆発の中に呑み込まれていくのを呆然と眺めていた。戦いの興奮の中に入ると、元々視野が狭くなる傾向もあって、他の一切が目に入らないのだ。

　だから、遠方から飛来する砲弾、ミサイル。その実体の持つ破壊力のみに目を奪われる。何から発射されたかを見ていない。そして誤解する。

「こ、これがイタミヨージの力というのか!?」

　もし、伊丹が傍らにいたならば「違う、違う」と大いに訂正を試みただろう。が、それは叶わない。

　さらには、爆音が止んだ向こうから「じぃ～～ぜる～～ぅ？　どこにいるのぉ～？」と地の底から響くような声。振り返ると、そこにロゥリィ・マーキュリーの姿があった。

　襤ぼ褸ろ切きれのようになったフリルスカートを、滞空するヘリのローター風によってたなびかせながら、乾いた血に汚れた腕でハルバートをかかえながらジゼルの姿を探している。

　上空のヘリからはロープが下ろされ、普通科の隊員達が次々と降下してくる。降下した隊員達は、食卓に乗った海え老びか蟹かにに等しい状態となった新生龍に歩み寄って、それが最早死んでいることを確認している。

　それらを背景としたロゥリィの壮絶なまでの笑みは、背筋が冷たくなるまでに美しく、凄せい惨さんなまでの恐怖感をジゼルにもたらした。

「お、お姉さま……」

　震える足と、震える手。ずりずりと後ずさって、見つからないようにと伏せて隠れる。

「まずいぜ。このままじゃ見つかる」

　攻守代わって、今度は自分が狩られる側に回ってしまったのである。

「じぃ～～ぜる～～ぅ？　どこにいるのぉ～？　幽閉してあげるからぁ、でてらっしゃぁ～い」

　亜神は死なない。逆に言えば死ねない。それは恩恵でもあるが、同時に呪いにも近い。

　腕を切り落とそうが、脚を切り落とそうが、首を切っても死なないのだ。そして傷口を合わせればそこから回復できる。もし、腕や脚を切り離して磨り潰し、焼いたり獣などに喰わせたりすると、切断された端から手足が伸びてくるという始末。

　故に、亜神達の戦いにおける勝利とは、相手の自由を奪うことである。負けた者は、両手両足あるいは胴を腰よう斬ざんされ、時には首だけにされて解放されるか、あるいは誰かに救い出されるまでの数百年の長き時を、神殿などに幽閉されてしまうのだ。

　肉の身体より解げ脱だつするまでの千年間を、ただ地の底に埋められたまま過ごしてしまった神もいる。千年の長きにわたって、暗黒の地の底に埋葬され続けた亜神が、陞しょう神しん後どのような禍まがつ神かみとなるか、想像するに難かたくないだろう。

　残忍な者に捕らわれて、再生する内臓を獣に喰われ続けるという扱いを受けた者も実際にいる。肉の身体である以上、快楽もあれば苦痛も受ける。それが摂理だ。だが死なないのだ。死ねないが故に、敗北した亜神には死よりも恐ろしい運命が待ち構えている。

「じぃ～～ぜる～～ぅ？　どこにいるのぉ～？」

　ジゼルは、ロゥリィとその傍らに立つ、伊丹、レレイ、テュカ、ヤオへと視線を巡らせた。ヒト種が二人、エルフが二人。普段なら歯し牙がにもかけない相手だ。なのに、今は勝てる気がしなかった。炎龍を倒し、新生龍二頭を屠ほふったあの攻撃をしてみせる伊丹という男を前にしては、勝てる気が全くしない。

　ジゼルは、逃げることにした。大地に隠れ泥にまみれても、この場から逃れることを優先したのである。
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　戦いの終わったテュバ山麓。

　第一戦闘団の隊員達が続々と、周囲に降り立つと新生龍の屍体の確認作業を始めた。上空を旋回していた二機のファントムは、二度ほど翼を振ると去っていく。

　また伊丹の報告を受けて、火口内部へと降下した隊員が炎龍の死骸を見つけたことで、テュカの敵討ちは終わったことが確認された。

　災害救助に手慣れた自衛隊らしく、炎龍の犠牲となったダークエルフ達の遺体が火口内部から丁重に収容され運ばれてくる。また、炎龍と二頭の新生龍の遺体は、研究のためにここから運ばれるということで、玉掛け作業が進められていた。

　そんな様子を伊丹達は、肩を寄せて座りこけて眺めていた。

　テュカとレレイが伊丹に凭もたれるように座り、ロゥリィは伊丹の膝を枕に眠っていた。ヤオにいたっては、伊丹の背中に、自分の背中を預けて呆けていた。自らの信じていた神に裏切られたショックは相当なものだったらしい。

　喜ぶにしても悲しむにしても体力が必要だ。これだけ疲れると感情が動かず、ただ、ぼやっとするだけになってしまうのだ。

「生きてるな、俺たち」

「そうね……」

　呟くような伊丹の言葉に返事をしたのはテュカだけだった。この中では彼女が一番疲労度が低い。戦いが始まる寸前まで、眠らされていたからだ。

　レレイもすやすやと眠っている。

「やっつけたな」

「うん。敵討ち、したわ」

　テュカは、短く答えた。

「もう、俺のこと父さんなんて呼ぶなよ」

　テュカは、ゆっくりと視線を伊丹へ向けて抑揚に欠けた言葉で告げた。

「嫌」

「なんで……」

「言い慣れちゃったから」

「そか」

　伊丹は、もう、どうでも良くなった。
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「停職二週間と、減俸一カ月……ですか」

　帰還早々、伊丹は直属の上司である檜ひ垣がきから書類を受け取ると肩を落とした。まぁ、そういうことになるだろうと覚悟はしていたが、現実に懲戒処分を受けるとなると、これまた別でそれなりに気持ちが沈む。

　他の偵察隊隊長達は、伊丹の方に視線を向けないように、そらぞらしいまでに机仕事に没頭していた。

「それに加えて、第三偵察隊の隊長職を解く」

　檜垣が、机の上から新しい書類を取り上げて、伊丹に突きつける。辞令だった。

「はぁ」

「当然だな。何しろ、自分の部下を放り出して行っちまったんだから」

　檜垣の言葉に、伊丹としては頷かざるを得ない。

「ここまでが処分人事だ」と檜垣が告げる。すると、

「気を、つけっー！」

　背後からの号令に伊丹は背筋を伸ばした。隊長達もみな、一斉に起立して直立不動の姿となった。

　背後から靴音を鳴らして現れたのは狭間陸将だった。狭間の側には賞状紙を載せた黒い盆を掲げる女性自衛官達が続いていた。

「伊丹二等陸尉。一級賞詞が防衛大臣より届いておる。日本人拉致被害者救出の功績を特にたたえてこれを授けるものである」

　狭間は、伊丹に賞状と略章を押しつけた。

「次に、特地の各方面から、いろいろと来ているぞ。まず、エルベ藩王国国王デュラン陛下より、日本国政府宛と、伊丹二等陸尉個人に対しての感状が届いた。炎龍を退治してくれてありがとうだとよ。それに伴ってお前には卿きょうの称号が贈られた。お前、こっちじゃ貴族様だな。次に、シュワルツの森のダークエルフ族長会議からも、自衛隊特地方面派遣隊と、お前個人の双方にそれぞれ感状が来ている。お前には、これまた名誉族長の称号と、こいつだ」

　狭間は、伊丹の手にヤオが持ってきた金剛石の原石を、ドスッと押しつけた。人の頭サイズとあってずしりと重い。金額に換算したらいくらになるか全く不明だが、下手すると、宝くじに十回連続して一等と前後賞を取ったくらいの価値があるかも知れない。

「人身売買は日本じゃ重大な犯罪だからヤオって娘の扱いをちゃんとしておけよ」と言って、ヤオの権利証が伊丹に押しつけられる。こちらでは人身売買が行われているので、人間の所有権に関する証書類も存在するのだ。

「それから次はなんだ？　ドワーフのルベ村？　そこからの感状。レイゾパムってところからも感状。トルーテ村からも感状。どれも炎龍退治してくれてありがとうって奴だな。それと……」

　次々と女性自衛官が、漆塗りの盆に載せた巻物とか、紙とかを運び込んでくる。最後の一通が、黒い羊皮紙の手紙だった。しかも、黒いリボンに黒い封ふう蝋ろうで封ふう緘かんしてあって非常に禍まが々まがしい気配がある。

「ベルナーゴ神殿？　そんなのあったっけ、まぁいい……」

　賞状に略りゃく綬じゅに、ダイヤモンドの原石と、書類の束。そろそろ両腕で抱えきれなくなっているところに来て、こうして羊皮紙の巻物まで押しつけられた。

　そして、最後の女性自衛官が狭間に一枚の紙を差し出した。

「でだ。これだけ各方面から賞賛される仕事をしたお前さんを処分しましたっていうだけでは、通りが悪い。そこで、お前さんに新しい任務がある」

　狭間はそう告げて、辞令を読んだ。

「伊丹二等陸尉。特地資源状況調査担当を命ず」

「資源状況調査？」

「ああ。要するに、特地を好き勝手にほっつき歩いて役に立ちそうな資源を探せってことだ。お前向きだろう？」

「そりゃ、まぁ」

「停職期間が明けたら、早速その任に就いてもらう」

「はぁ。謹んで上番します」

　狭間は伊丹の肩をトンと叩くと、連れてきた女性自衛官達とともに去っていった。

　皆、荷物を抱えてひとり佇む伊丹を無視するかのように机に向かっての仕事を再開した。だが、今度はチラチラと、やっかみを含んだニヤついた視線が浴びせられていて、なんともこそばゆくて居心地悪い。

「あ、どうも」

　伊丹がそう口にしたのをきっかけに四方八方から一斉に「馬鹿野郎めっ」というやっかみの罵声と書類の束が投げつけられたのだった。
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「ベルナーゴ神殿？」

　ロゥリィは伊丹に尋ねられると、ニヤと頬を歪めた。

「そこってぇ、ハーディの神殿よぉ」

　梨紗の運転するワゴン車の助手席に座る伊丹は、真後ろからのロゥリィの言葉に眉を寄せた。窓の外は、関東地方の郊外の風景が流れていた。畑があり、田圃たんぼがある。県道は車の通りも少なく、農道との交差点ではトラクターが土をまき散らしながらのんびりと走っている光景も見えた。

「行くぅ？」

　黒い神殿からの手紙は、伊丹に対する招待状だったのである。

　ロゥリィに問われて、伊丹としては首を振った。特地の神様というのは、どうにもこちら側の常識では測れない存在だ。何を考えているのかも分からないので、伊丹としてはご遠慮したい。だが、ロゥリィは、一度は行ってみるべきだと言った。

「向こうからお呼びがかかったんだからぁ、こちらとしては大手を振って、ハーディの領域に入ることが出来るわぁ。しっかりとぉ、あんたの嫁にはならないって告げてやりたいしぃ、何を考えているか尋ねてみるのもいいわぁ」

「ベルナーゴの手前に、学都ロンデルがある。もし、行くなら同行したい」

　論文の発表と導師号の申請をするとレレイは言った。

「へぇ、カトー老師、博士号を飛び越して導師号挑戦を認めたんだ」とテュカは喜んだ。

　導師号とは、免許皆伝のようなもので、魔導師として独り立ちを認めることを意味している。レレイの年齢としては異例のことであるが、炎龍を倒すという功績を持つ魔導師が弟子の身分のままなのもおかしな話だということでカトーは許可したのだ。

「レレイが導師号を貰うところは、絶対に見に行かないとね」と、テュカも同行することを暗に告げる。

「此の身としては、ベルナーゴ神殿に赴く機会を頂けるなら、主神にしっかりと三み行くだり半はんを突きつけてやろうと思っている。そこで、ロゥリィ聖下にお願いがあるのだが……」

「分かってるけどぉ、ホントにいいのぉ？」

「ええ。是非」

「どういうこと？」

　テュカの問いに、ヤオは微笑む。

「名乗りを、シュワルツの森部族デュッシ氏族。デハンの娘、ヤオ・ハー・デュッシ。改め、ヤオ・ロゥ・デュッシにしようと思っている」

「うわっ！」と、テュカは目を丸くする。

「ああ、話が見えないんだが……」という伊丹の問いに、テュカは解説してくれた。

「例えば、あたしの名前は、テュカ・ルナ・マルソー。このルナは、音楽の神ルナリューを指しているの。あたしは、ルナリューを主神と仰ぐ信徒というわけ」

「なるほどね……で、ロゥってことは」

「当然、聖下のことだ」

「亜神の内に、直信徒をかかえるなんて、前代未聞じゃない？」

「祈りに耳すら貸してくれない神などより、直接話を聞いて、言葉を返してくれる亜神の方々の方が、信じるに値する」

　ヤオはそう言うと胸を張った。

「ところで、ロゥリィ。あんた陞しょう神しんしたら何の神様になるの？」

　テュカの問いに、またまた伊丹は解説を求めた。今度は、レレイが答える。

「死と断罪と狂気、そして戦いの神は、エムロイ。使徒が陞神すると、このうちのどれかを分け担う神となるか、あるいはまだ誰も担っていない事象、領域を切り取って守り神となる」

「へぇ……」

「で、何の神様になるの？」

「死かな？」

「戦いではないだろうか」

「断罪が似合う」

「狂気ってのも、ロゥリィっぽいよね」

　こんな予測が飛び交う中、ロゥリィは俯いて頬を赤くしながらボソリと答えた。これによって言葉を解さない梨紗を除いた一同はしばしの間、石像になってしまう。

「お～い、みんなぁ。どうしたんだぁ」

　梨紗は、硬直してしまった皆に、声をかけるが誰一人ぴくりとも動かなかった。疎外感著しいが、運転士まで石像化していたら、きっと事故を引き起こしただろうから幸運だったとも言える。

　皆をして、ここまでなさしめたロゥリィの答えは……。

「愛……なんて、駄目かな？」

　だった。




「着いたよ～」

　梨紗の言葉で、伊丹達は車から降りた。

　そこは、農村地帯の森を敷地とする、中規模の病院だった。古ぼけていて、築三十年は経っていそうな建物ばかりだ。建物の古ささえ我慢できれば、あるいはここは居心地の良い場所なのかも知れない。

「ここに、伊丹殿の母君がおいでか」

「耀司ぃの母親ねぇ？」

「お父さんのお母さんなら、お婆さまってことね」

「……お義母さん」

　伊丹は、なかなか第一歩を踏み出せなかった。そんな伊丹をテュカが追い詰める。

「母親に会うこと」

　テュカは父親を騙かたった上に、炎龍退治を強いた伊丹を許すにあたって、そのような条件を出していた。もちろん伊丹が、テュカのために父親を演じたことは分かっている。だが、テュカとしては、いつまでも罪悪感を抱えられて関係がギクシャクするのも不愉快なのである。そこで、それとこれとは話は別という論法で強引に罰を言いつけ、二人の間に出来たわだかまりにケリをつけようとしているのだ。

　そしてそんなこともまた、伊丹は理解している。とはいっても、それで母親に会いやすい心境になれるわけではないのだが。

「分かってる、分かってる……」

　伊丹はそう言うと、大きく深呼吸しようとした。だが、そんな怖じ気づいたような態度に苛付いた梨紗やテュカ、レレイやロゥリィは「さっさと行けっ」とばかりに伊丹の尻を蹴ったのだった。












　　あとがき






『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　２．炎龍編（下）』をお読みいただきありがとうございます。また、これから読むという方におかれましてはどうぞよろしくお願いいたします。とりあえずこの後書きは、下巻をお読みいただいたということで話を進めさせていただきますね。

　炎龍編、いかがでしたか？　実はこの炎龍編こそが、『ゲート』という作品で最も描きたかった部分だったりします。

　ファンタジー世界で最強をうたわれる「ドラゴン」と現代兵器で渡り合うところこそが、空想というか妄想の醍醐味だと思うんですよ。やっぱり。

　しかしながら、戦車や戦闘機と戦うというのは何というかこう、今ひとつな感じがします。でかい相手にでかい火器を持ってきてぶつけるというのは、軍事作戦としては定石なのですが、物語的には主人公が頑張ったという感じにはなってくれないんですよね。この手の組織的な対応をしている場面を描くのは、映画『ゴジラ』に任せておくのが一番だと思いました。

　そこで私は伊丹が個人のレベルで、仲間と共に炎龍と対峙する状況を作ることにしました。

　個人で炎龍と戦う以上、持って行ける武器もその規模も当然小さくなります。

　そこで登場して貰ったのが『鉄の逸物』こと、１１０㎜個人携帯対戦車弾でした。

　このゲートでは、自衛隊の様々な兵器が出てきますが、私は、万が一の際に遺棄しても惜しくないようにという理由で型遅れの兵器ばかりを登場させています。中には既に展示品と化して使えなくなっているはずのものまで登場させてしまい、一部の専門的な知識を持つ読者の方からご指摘を頂いたりしたのですが、このＬＡＭについては比較的新しい武器と言えます。なのに登場させることが出来たのは、陸上自衛隊ではこの武器は弾薬扱いで、使い捨てにしてよいとされているからなんですね。

　作中でも紹介していますがこのＬＡＭ、個人が携行できる武器としてはとんでもない性能があって、七十センチもの鉄板を貫通する力があります。戦艦大和の舷側装甲の厚さが四十一センチ、一番分厚いところで六十五センチですから、それがどれほどの威力かはわかるかと思います。

　炎龍を『空飛ぶ戦車』『空飛ぶ戦艦』と作中で表現してますが、ＬＡＭはこれを撃破する力を立派に持っているんです。

　私はこれを担いで、自分がバシュバシュと炎龍を叩くという光景を夢想して、「よしよし。これでファンタジー世界の『ドラゴンスレイヤー』じゃ」などと思っていたりしました。

　ゲームの『モンスターハンター』にも、現代兵器モードとかあってもいいと思ったりしません？
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